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一章 思いがけず再会しましたが、別れ話は聞きたくありません








　知の保管庫という異名を持つウィスラウン王国の大図書館では、今日も大勢の司書や司書見習いが働いていた。

　そのうちの一人、司書見習いのポールは、本の上や本棚に積もった埃をふわふわの羽根はたきでそっと集め、ごみを箱の中に入れていく。その作業をしながら修繕の必要のある本がないかチェックするのがポールたち見習いの仕事だ。仕事をしながらどこにどんな本が置かれているかを覚え、来館者を希望の書架へ案内する。

　司書見習いの中で一番小さいポールは、一番新しい採用者にもかかわらず、見習いの中で一番本の場所を知っていた。

　今日も見習い仲間から声をかけられる。図書館なので、耳元で小声で。

「ポー。本の場所教えてくれて助かったぜ。また頼むな」

「ダリルってばもー。自分で覚えなきゃ正規採用試験に受からないよ？」

　まだ声変わりしていない少年の高く透き通った声が、書架の合間に小さく響く。

　年のころは十三、四歳か。小柄で小顔。低い鼻に柔らかな曲線を描く頬。新緑の瞳をした大きな目に細い眉。長い金の綿毛をうなじのところでひとくくりにしている。濃紺の首から足元まですっぽり覆うだぶだぶのローブをまとっているので、体型はわからない。けれど袖口から覗く手首は細く、細身であろうことは想像できた。

　自分よりも背が高く体格のいいダリルに臆することなく忠告する。が、ダリルはどこ吹く風だ。ひらひら手を振って去っていく。

　その後ろ姿を見送りながらため息をつくと、ポールはすぐさま仕事に戻った。仕事がよほど楽しいのか、鼻歌を歌い出しそうなくらいご機嫌だ。

　書架に掛けた梯子を下りて下の段の棚を掃除していると、後ろから声をかけられた。

「すまないが、探しものを手伝ってくれないかい？」

「はい。何をお探──」

　いつものようににこにこしながら振り返ったポールは、話しかけてきた男性を目にした瞬間絶句する。

　ゆるく波打つダークブロンドは、ショートカットより少し長め。前髪の間から覗く目は深い湖のような濃い青で、すっと通った高い鼻、頬から顎にかけてほっそりとした、中性的な顔立ちの美しい青年。

　言葉を失ったのは、あまりの美しさのせいばかりではない。ポールがその青年のことを知っているからだった。

　笑顔を凍り付かせたポールに、青年は何食わぬ顔をして言った。

「探しているのは本が大好きな貴族令嬢なんだ。案内をよろしく頼むよ。ポーリーン」

　ジェブライズ王国王太子ギャレット・オーガスト・ジェブライズは、そう言うとポールに向けて魅惑的にほほえんだ。




　ジェブライズ王国のデリー伯爵の娘ポーリーン・シャンブレーは、生まれたときから王太子ギャレットの婚約者だった。

　ポーリーンより五歳年上のギャレットは勉学や鍛錬、公務で忙しく、なかなか会えなかった。面会もしばしば予定より遅れることがあり、そんなときポーリーンは王宮の図書館で時間をつぶした。本が好きなポーリーンは読書に没頭するあまりギャレットとの面会を忘れることもあり、図書館まで迎えに来たギャレットから「君は僕ではなく本に会いに来てるみたいだ」とからかわれたこともある。そんなふうにして、あまり会えないながらも貴重な面会時間や手紙を通じて心を通わせていた。

　少なくとも、ポーリーンはそう思っていた。

　ところが約一年前、ポーリーンが十七歳になった頃から、面会の申し入れは断られ、何度手紙を送っても返事がこなくなった。それと同じころから、ギャレットと侯爵令嬢であるエラ・バラスタインの仲がよすぎるという噂が立ちはじめた。

　エラは、妃教育の一環でお茶会に招いている令嬢の一人だ。ほっそりとした美人で気立てもよく、一つ年上であることから、ポーリーンは彼女に憧れ、慕ってもいた。

　噂が立ち始めたとき、エラは申し訳なさそうに言った。

　──王太子殿下と偶然行き会って、声をかけていただいたの。臣下であるわたくしが殿下を無視することなんてできなくて、それで……。

　ポーリーンはその言葉を信じた。ギャレットも、侯爵令嬢と行き会っておきながら声もかけずに通り過ぎることなどできなかったのだろう、と。

　その後、あちらこちらでギャレットとエラが会っていたという噂を耳にし、ポーリーン自身もその現場を何度か目撃した。遠目だったけれど彼らはお似合いで、彼らに話しかける勇気のなかったポーリーンは、見なかったふりをしてその場を立ち去ることしかできなかった。

　そんなポーリーンのことを知ったエラは、お茶会で涙ながらに謝罪した。

　──殿下とすれ違わないよう気を付けているの。なのに何故か殿下と行き合ってしまって……。

　そういうことならしかたない。許すポーリーンを、出席者たちはあわれみの目で見るようになった。

　そんなことがあっても、ポーリーンは二人を信じ続けた。二人が抱き合っているところを目撃しても、転びかけたエラをギャレットが支えてあげただけだと自分に言い聞かせて。

　でもポーリーンの十八歳の誕生日の一ヵ月前のこと。

　遠くにいるギャレットと確かに目が合ったはずなのに、近寄ってきてくれるどころか、気付かなかったかのように目をそらされて、とうとう自分をごまかし切れなくなった。

　涙を止められないまま、ギャレットの実母である王妃との面会に向かった。泣き続けるポーリーンを、いつも優しく労わってくれる王妃はなぐさめてくれた。

　──ポーリーン。あなたが悪いのではないわ。悪いのは自分の好みに合わないからといって、あなたのことを愛せないギャレットなの。……その、ギャレットはエラのような細身の女性が好みなのよ。

　励ますような言われた言葉も、遠慮がちに付け加えられた言葉も、ギャレットを愛しているポーリーンの胸に深く突き刺さった。

（さっき目をそらされたのは、わたくしの体型が見るに堪えなかったからということ？）

　ポーリーンは腰は細いが、同じ年頃の女性と比べ、胸とお尻がかなり大きかった。お尻はスカートで隠れるからいいが、胸は強調するのが流行りのドレスでは、押さえ込んで隠すこともできない。初対面の人には驚かれ、下品だと陰口を叩かれたこともある。行き会う男性からは時折いやらしい目を向けられる。子供みたいに小柄なのに胸とお尻が大きいこの体型は、ポーリーンにとってコンプレックスだった。

　一方エラはスレンダーで、胸も品よく小さかった。ギャレットの好みがああいう女性だとしたら、ポーリーンが避けられるようになったのも納得だ。

　絶望したポーリーンに、王妃は同情して言った。

　──これ以上惨めな思いをする前に、婚約を白紙にしたらどうかしら？　ギャレットとエラの仲を知らない者はもはやいないわ。結婚しても愛されない屈辱を味わうくらいなら、いっそギャレットを捨てておしまいなさい。……実はギャレットから頼まれたの。あなたから婚約をなかったことにすれば、あなたの体面につく傷は少なくなるだろうからって。

　ギャレットが婚約を白紙にすることを望んでいると知って心がすっかり折れたポーリーンは、王妃が用意していた婚約をなかったことにする書面にサインをした。

　失意のうちに王妃のもとを辞し、帰宅しようと王宮内を歩いている最中、エラと行き会ってしまった。エラはポーリーンの泣きはらした目を見るなり謝ってきた。

　──あなたをこんなに傷付けてしまってごめんなさい。でもどうしようもなかったの。殿下に何度も求愛されて、あなたがいるからとその都度お断りしたけれどあきらめてくださらなくて。あんなに素敵な方ですもの。何度もお会いするうちにわたくしも惹かれてしまって、拒み切れなかったの……！

　泣き出したエラをなぐさめる余裕なんて、このときのポーリーンにはなかった。淑女にはあるまじき行為だけれど、迎えの馬車まで走っていき、誰の手も借りず飛び乗った。

　婚約を白紙にして帰ってきたポーリーンを、父伯爵は叱りはしなかった。そればかりか、ギャレットとエラがしあわせになるところを見たくないと言うポーリーンに、知の保管庫であるウィスラウン王国にいる叔父のマーティンのもとへ行くことを勧めてくれた。国に留まればポーリーンが辛い思いをする。それくらいなら弟のところへ行かせ、好きな本のそばで暮らしたほうがポーリーンもしあわせになれるのではと。

　父の勧めに従い、ポーリーンは旅立った。誕生日の一ヵ月前に。

　道中、ギャレットへの想いを断ち切れずにポーリーンは涙に暮れた。

　叔父のマーティンは金のもじゃもじゃ頭に緑の目をしたひょろりと背の高い中年男性で、目を真っ赤にして訪ねてきたポーリーンを温かく迎えてくれた。

　マーティンは本好きが高じて、大陸最大といわれるウィスラウン王国の大図書館で館長の地位を手に入れた人物だ。

　他国の貴族でありながら国が管理する図書館の館長になれたのには理由がある。その図書館を設立したのはマーティン、そしてポーリーンの先祖にあたる人物だからだ。

　本が好きだった先祖は、収集した書籍を保管するのに適した土地を探して、年中気温が低く乾燥したウィスラウン王国にたどり着き図書館を建てた。すると希少本の閲覧や写本のために大陸のあちこちから大勢人が集まり、彼らが長期滞在し金を使うことで、寒くやせた土地で、これといった資源もなく貧しかったウィスラウン王国は貧困から脱却した。

　そうしたわけで、ウィスラウン王国はその恩を忘れず、子孫であるシャンブレー家の者を優遇してくれる。マーティンが館長になれたのも、自国の民同様に館長の座を目指す権利を国王が彼に与えたから。館長の座まで昇りつめたのは彼の実力、努力のたまものだ。

　大図書館で最大の権限を持つその叔父が、あろうことかこんなことを言ってきた。

　──私なら大図書館の司書見習いに推薦してあげられるよ。王太子妃にならないのなら、司書になってみたかったと言っていただろう？

　──見習いでも司書になれるのなら嬉しいけど、でも、ウィスラウン王国大図書館には男性しか登用されないのでしょう？

　──男に扮したらいい。司書の制服を着れば、君だって少年のふりくらいはできるよ。

　そう言う叔父の服装は、首から足元まですっぽりと覆う厚手のローブだった。ウィスラウンは寒い国。しかし火の気は大敵な図書館内で火を焚いて暖を取ることはできない。そのため野外で着るのと変わらないローブが、図書館で働く者たちの制服になっている。

　試しに着てみればポーリーンのいやらしい身体は胸以外すっかりわからなくなり、その胸も布を巻いて押さえ込んでしまえばさほど気にならなくなった。

　司書の制服を着たポーリーンを、叔父は本当に司書見習いとして図書館の人たちに紹介してしまった。館長が身元を保証する人物だからと歓迎する人がいる一方で、反感を持つ人も一定数いた。特に見習いは、限られた正規の司書の席を争うライバルとなるため、敵意むき出しに食ってかかられたこともある。ダリルはその筆頭だった。

　だが、それは短い間のこと。ポーリーンが本を大事に扱う様子を見て、あるいは二日目には一般公開されている書物の位置をすらすら言い当て、そのコツを惜しげもなく披露したのを見て、そして何より本を心から愛しているのを彼女の態度から見て取って、彼らは見る間に態度を軟化させた。

　ポーリーンのことをポールという名の十三歳の少年だと名乗っているのもよかったのだろう。驚いたことに、誰もが信じて疑わなかった。大図書館の司書は言ってしまえば体格に恵まれていない人が多く、中には女顔な人もいる。子供となればなおさらだ。彼らは声変わりも遅かったようで、ポーリーンの高く透き通った声もまったく変に思われない。ポーリーンは自身の顔を女にしか見えないと思っていたが、ダリルたち見習いから悪口で「女顔」と言われただけで終わった。話し方も、「ですわ」など明らかな女言葉を使いさえしなければ、丁寧な言葉遣いとほめられるにとどまった。また、ウィラウン王国には男性も髪を長く伸ばす風習があり、おかげで切らずに後ろでひとまとめにするだけですんでいる。

　そうしたわけで、ポーリーンはすぐに司書見習いとしての生活になじんだ。

　毎日忙しく、楽しく働いているうちに、ポーリーンは少しずつ心の傷を癒していった。十八歳の誕生日も、叔父とちょっとしたご馳走を囲んで過ぎていき。

（ここでなら、ギャレット様のことを忘れて新しい人生を歩めるかもしれないわ）

　そう思えるようになったばかりだというのに。




　想いを断ち切るために二度と会ってはならない人。母国を離れて二度と会うことはないだろうと思っていた人が、優しい笑みを浮かべて目の前にいる。

　思いがけない再会に、喜んではいけないのに嬉しさがあふれて止まらない。涙がこぼれそうになって、ポーリーンは慌てて顔をそむけ目を瞬いて涙を隠した。

「……ぼ、くの名前はポールです。女顔って言われるんですけど、実は男なんですよ」

　ポーリーンは懸命に返答をしぼり出した。見習いとして働き始めて覚えた、平民らしい親しみのある丁寧語で。

　以前のポーリーンであれば決して使わなかった言葉遣いをしたけれど、ギャレットは誤魔化されてはくれなかった。それはそうだ。ポーリーンは身体は隠していても変装しているわけではない。顔など化粧をしていない素顔のままだ。それで言うと母国にいたときは化粧をしていたが、化粧をして会った回数は少ないので、ギャレットの記憶に残っていないだろう。

　ギャレットは口元に人差し指と親指を当てて「ふむ……」と思案気にする。

「バレると困るわけか。ウィスラウン王国の図書館員は男に限っているからな。露見すれば館長も責任問題を問われることになる」

　ポーリーンがまさに恐れていることを言い当てる。

（ど、どうしたらいいの……？）

「殿下。こちらにいらしたのですか」

　第三者の声が聞こえて、ポーリーンは飛び上がりそうになるくらい驚いた。でもその声の主が叔父のマーティンだとわかって、助けを求める目を彼に向けた。

　マーティンはポーリーンの視線に気付くと、心配そうに表情を曇らせギャレットに尋ねた。

「ウチの司書見習いが何か……？」

「いや、仕事熱心なよい子がいるなと思ってね」

　ギャレットは卒なく返答する。ポーリーンだと気付いたことは黙っていてくれるようだ。ポーリーンはほっとして、内心胸をなで下ろす。そんなポーリーンを見て問題が解決したと思ったのか、マーティンはにこにこしながらとんでもないことを言い出した。

「ポール。こちらはジェブライズ王国王太子ギャレット・オーガスト・ジェブライズ殿下であらせられる。殿下は大陸一のこの図書館の視察にいらっしゃった。しばらく毎日通ってこられるそうだ」

（なんですって──!?）

　ポーリーンは顔を引きつらせ、心の中で絶叫した。




　ポーリーンは、大図書館の敷地内にある館長専用の屋敷に居候させてもらっている。先に帰宅し、準備万端調えてマーティンを待ち構えていたポーリーンは、夜遅く玄関扉をくぐったばかりの彼に詰め寄った。

「叔父様！　どういうことなんですの!?」

「どういうことって？」

「ギャレット殿下のことですわ！」

「ああ、殿下には参ったよ。急にウィスラウンへ来て国王陛下に謁見を求められたかと思ったら、大図書館の視察をしたいとおっしゃったそうなんだ。高貴な方の視察は度々あるから体制は整っているけど、相応の準備ってものがあるから、連絡があったその日からっていうのは困るんだよねぇ。おかげで対応に追われて、この時間まで帰れなかったんだ」

「叔父様もご存じじゃなかったのね」

　ポーリーンは怒りの矛先を収めた。お茶目なところのあるマーティンのことだから、内緒にしておいてポーリーンを驚かせようとしたのかと思ったが、さすがにそれはなかったようだ。

「ところでその格好は？」

　マーティンに不思議そうに問われ、ポーリーンは自身を見下ろした。

　女物のコートにブーツ、コートの中には旅行用のドレスを着ていて、頭には女性用の温かい帽子をかぶっている。この国を訪れる際に着ていた衣装だ。そして足元には旅行カバンがある。

「ギャレット様に、ポールはわたくしだと見抜かれてしまったんですの。もうここにはいられませんわ。司書見習いも辞めます。お世話になった叔父様に一言ご挨拶しようと思って待っていただけなんですの。今までありがとうございました。それでは叔父様お元気で」

　そう言って出ていこうとすると、両腕を広げたマーティンに通せんぼされた。

「待って待って！　今からどこへ行こうというの？　治安がかなりよくなっているとはいえ、夜はまだまだ物騒だ。この時間からじゃ宿も警戒して泊めてくれないよ？」

　慌てて説得しようとするマーティンに、ポーリーンはかぶりを振った。

「でも、叔父様にこれ以上ご迷惑をおかけするわけにはいかないわ」

「いや、殿下の目的が君ならば、ポールの正体を公表してウィスラウン王国の力を借りて追手を差し向けるはずだ。そのほうが君を見付けやすいからね。そうなったら、それこそ私はこれだよ」

　マーティンは弱った笑みを浮かべて手刀を自身の首に滑らす。ポーリーンは力なく旅行カバンを下ろした。大図書館で働くことは、マーティンの念願だった。ポーリーンのせいで館長でいられなくなるばかりか、クビになってしまったら申し訳が立たない。

　ポーリーンのカバンを片手で持ち上げたマーティンは、もう一方の手を彼女の肩に置いた。

「機会はいくらでもあったのにポールの正体を公表なさらなかったのだから、殿下はそうするおつもりがないんだろう。今は下手な動きを見せず、殿下の真意を探ったほうがいい。本当に視察だけが目的で、終われば他に何もせず帰られるかもしれないじゃないか。だとすれば、君は司書見習いを続けることができる。私も館長の座を追われることなく、みんなハッピーというわけさ」

「けど殿下のお気が変わって公表することがあったら叔父様は……」

　マーティンは茶目っ気を出してウインクした。

「そのときはそのときさ。かわいい姪っ子のことを思えば、大図書館の館長の座も惜しくない。さあ、旅装を解いて食堂に降りておいで。私も急いで着替えてくるから。こんな時間になってしまったからお腹ぺこぺこだよ」

「叔父様……」

　マーティンの優しさに、ポーリーンはじんとしてうなずいた。




　それから数日経っても、ギャレットの目的は知れなかった。

　──話がしたい。時間を取ってもらえるだろうか？

　そう言われたとたん、ポーリーンはその場から逃げ出してしまったからだ。

（殿下から直接別れを告げられるかもしれない）

　そう思ったら、怖くなってその場にいられなくなって。

　婚約を白紙に戻したのだから、ギャレットとはとっくに別れたことになっている。けれど、ポーリーンの未練はその程度のことで断ち切れるほど生やさしいものではなかったようだ。

　最初に逃げてしまったため合わせる顔もなく、彼が近付いてくるのを感じるたびに、ポーリーンはそそくさとその場を離れた。

　多忙なギャレットがずっとここにいるわけがない。視察が終われば去っていく。そのときまで静かに穏便にやり過ごせればと思っていたのに。

　──殿下！　ポーは上の階に行きましたぞ！

　ポーリーンとギャレットのかくれんぼに気付いた入館者たちが、ギャレットに声をかける。ギャレットに味方をする人がいれば、その逆の人も。

　──いや、上に行くと見せかけて下に行きました！

　──いやいや、まだこの階におりますぞ！

　騒ぎを聞きつけた司書が、彼らに負けない声で注意する。

　──館内ではお静かに願います！

　そんな騒ぎが起きた日の夕方、ポーリーンは再び荷造りをした。

　──やっぱり出ていきます。今までお世話になりました。

　──待って待って待って？　この間話したじゃないか。ポーが出ていったら──。

　──叔父様が館長でいられなくなったら申し訳ありません。ですが、今日の騒動の責任はわたくしにあります。図書館の平穏を取り戻すには、わたくしが責任を取って司書見習いを辞めたことにしたほうがよいのです。

　──それより、ポーが殿下のお話を聞いて差し上げたほうが簡単だと思うんだけどね。

　──……。

　──まあ二人の問題だから、アドバイスはしても君の判断には口を挟まないよ。騒動については気にしなくていい。みんな悪ふざけが過ぎたと反省してくれたから、今日みたいな騒ぎにはならないさ。

　確かに、ポーリーンがギャレットの話を聞けばすむ話ではある。でも、別れ話を聞きにいくことなどとてもじゃないけどできなかった。

　そう、ギャレットとは別れ話をしていない。直接会う機会もなかったのだから当然だ。ポーリーンはそのことを悲しく思いながらも、一方でほっとしてもいた。彼の口から別れを切り出されていたら、どれほどのショックを受けたか計り知れない。

　それに、話があると言われて逃げてしまったことでわかった。婚約を白紙にする書類にサインをしたけれど、ポーリーンはギャレットと会わずに母国を出たことで彼にフラれることから逃げたのだと。

　心のどこかで、こう思っていたのだろう。

（殿下からじかに別れを告げられなければ、本当に別れたとは言えない。言われない限り、わたくしは心の中で殿下の恋人でい続けられる）

　なんという欺ぎ瞞まん。自分で自分をごまかして、それで心の平へい穏おんを保っているなんて。

　図書館で騒ぎが起こらないのであれば、出ていくことでマーティンが窮きゅう地ちに立たされる心配が浮上する。そのことに気付いて、ポーリーンは出ていくことをあきらめた。

　翌日図書館に行ってみれば、普段の静けさを取り戻していた。が、ポーリーンの置かれた状況は変わらなかった。ギャレットは足音を立てずポーリーンを探し回り、館内にいる一部の人はギャレットにこっそり協力したり妨害したりする。

　そんな中、ポーリーンは上手くギャレットをやり過ごしていた。ギャレットの妃になるべく受けた教育には、敵から身を守る方法もあった。非力で身動きしづらいドレスを着る必要のあるポーリーンは、護身術より敵から逃げ隠れするすべを叩きこまれている。敵の死角を突いてその場から脱出する技術はギャレットにも有効のようで、書架の陰を伝い、彼を撒まき続けている。

　見かねたマーティンから、ポーリーンはこんなことを言われた。

　──ポーが何故殿下のお話を聞きたくないと思っているか知らないけれど、もしかすると、殿下のお話はポーが思っているのとは別の話かもしれないよ？

　そうであるならば、どんな話をしにはるばるここまで来たというのか。心に余裕がなくなっているポーリーンにはさっぱり想像がつかない。知りたければギャレットに聞くのが一番とわかっているけれど、ポーリーンはその勇気を持てずにいる。




　そうして五日ほど過ぎたころのこと。

　迷路のような書架の間を早足で回ってギャレットを撒いたポーリーンは、息を切らせながら見習い仲間に文句を言った。

「もう！　ダリルってば敵なの？　味方なの？」

　他の人たちは敵味方無関心など態度をはっきりさせているのに、ダリルだけはそのときどきで態度を変える。かくまってくれることもあれば、告げ口もする。今さっきはかくまう素振りを見せておきながら「殿下、ポーはあちらにいます」とギャレットに声をかけるものだから、ポーリーンは怒る暇もなく慌ててこの場から離れるしかなかった。

　ポーリーンに息を切らせた当の本人は、さっきとほとんど変わらない場所にいて、呆れた顔をして答えた。

「敵味方って大げさな。そもそもなんで逃げ回るんだよ？　これはチャンスじゃないか」

「チャンス？」

　眉間に皺を寄せて問い返せば、ダリルは得意げに説明を始めた。

「他国の人間、しかも王族が視察に来てるってことは、自国に大きな図書館の新設を検討してるってことだ。ここでおまえの有能さをアピールしておけば、母国で正規の司書として採用してもらえるかもしれないじゃないか」

　母国に帰らないつもりでいたので、そんなこと考えもしなかった。

「あ……そ、そうか……」

「何？　その気の抜けた声は。もしかして気付いてなかったのか？　おまえ、意外と抜けてるな」

　ダリルがそう言って笑うので、ポーリーンも後ろ頭を掻いて「あはは」と笑う。

「そういやぁさ。おまえ今度の休みも来ねぇの？」

　ちょっと拗ねたようにダリルが言うと、ポーリーンは残念そうな笑みを作って返事する。

「館長の監視が厳しくて……」

「司書見習いのみんなと一緒に街に遊びに出るくらい、許してくれたっていいのにな」

「僕の両親から頼まれた手前、そういうわけにはいかないみたい」

　みんなと街に出られない本当の理由は、女だとバレないようにするためだ。図書館は火気厳禁だから寒いけれど、街に出れば商店や飲食店など、暖かい場所に必ず立ち寄ることになる。ここウィスラウン王国では、そういった場所ではローブを脱ぐのが礼儀なんだそうだ。ローブを脱がないということは、室内をじゅうぶん暖かくできないほど貧乏だと侮辱するも同然なんだとか。ローブを脱げば体型を隠せず、間違いなく女だとわかってしまう。だからみんなと出かけるわけにはいかない。

　そんな事情を抱えたポーリーンのために、マーティンは口実を作ってくれた。融通の利かない叔父さんにしてしまって悪いと思うけれど、ポーリーンが女とバレればマーティンもただでは済まないのでしかたないだろう。

　来館者からも食事や買い物に誘われることがあるが、それについては司書の規則を持ち出してお断りしている。司書や見習いが来館者からごちそうされたり物を買ってもらったりするのは規則で禁じられている。この規則はポーリーンにとって都合がよかった。女だということを隠すためだけでなく、時々、嫌な雰囲気のある来館者から誘われることもあったから。

　にこやかなのに、目は笑っていない人から誘われたときのことを思い出して気分が沈む。

　それをみんなと遊びに行けなくてがっかりしていると勘違いしたダリルが、ポーリーンの背中を強く叩いた。

「ポーがまだちっこいから、館長も心配なんだろ。今度館長も誘おうぜ。保護者付きなら許してくれるだろ」

「ど、どうかな……館長は忙しいから……」

「そんなこと言ってたら、いつまでたっても大人になれないぜ」

「遊びに出かけることと大人になることって関係なくない？」

「人はいろんな経験をへて大人になるんだ」

　ふんぞり返って言われ、ポーリーンはこらえ切れずに笑う。

「何それ」

　ダリルも一緒に笑っていると、そこにひんやりとした声が割り込んできた。

「楽しそうだね？」

　ぎくりとして声のしたほうを見ると、そこには撒いたとばかり思っていたギャレットの姿があった。今までに見たことのない彼の怖ろしい視線に、ポーリーンは震え上がる。

「あ、俺向こうの棚を掃除しないと！　殿下、失礼します！」

　いきなりはきはきとそう告げると、ダリルは歩きにしてはすごい速さで行ってしまう。ポーリーンもダリルの真似をして「僕も向こうの書架の掃除が」と言って立ち去ろうとしたけれど、書架とギャレットの両腕に囲われて逃げ場を失った。

　ポーリーンはたじたじして書架にへばりつく。

「あまり強引なことはしたくなかったけど、君がそういう気ならもう我慢しない」

（そういう気ってどういう気？　我慢しないって、何を？）

　謎の言葉に戸惑っているうちに、ギャレットに腕をきつく掴まれ、歩き始めた彼に引っ張られる。

「殿下！　お待ちを……！」

　転ばないよう必死についていきながら、ポーリーンは小声で頼む。しかしギャレットはまるで聞こえていない様子でずんずん進む。

　その途中で、ギャレットは近くにいた中年の男性に視線を送っていた。その男性は、図書館利用者のふりをしたギャレットの護衛だ。目が合ったのを確認すると、ギャレットは片手を上げて軽く振り払う仕草をする。それだけで、護衛は心得たというように会釈して離れていった。他の護衛にも指示を伝え、この区画から人払いをしてくれるはずだ。

　ポーリーンはギャレットについていくのが精いっぱいで、ギャレットが護衛に指示を出したことに気付かなかった。他の人の迷惑にならないように声をおさえ足音を気にしているうちに、一番近い読書室へと引きずられていく。

　この図書館の読書室は、窓際に並んでいる小さな個室だ。誰にも邪魔されず静かに読書できるよう、防音効果のある壁や天井で囲われている。

　図書館の中でもひと気の少ない、難しい専門書が並ぶ書架の脇。空室の札ばかりがかかっているうちの一室の扉をギャレットは開いた。大きくて重い書物も置ける広い書架台と椅子でいっぱいの部屋に、椅子を書架台の下に押し込んで、二人の身体を無理矢理入れて鍵をかける。

「何をなさるおつも──っ！」

　抗議の声は、ギャレットの唇の中に消えていった。

（嘘……殿下がわたくしにこんなことをなさるなんて……）

　柔らかく湿った唇が、角度を変えつつ、何度も何度もポーリーンの唇をついばんでくる。初めて感じる甘い感触に、ポーリーンは陶酔しかけた。

（婚約者同士だったときでもしたことがなかったのに）

　それを思い出した瞬間、ポーリーンはギャレットを突き飛ばしていた。

「やめてください！」

　突き飛ばしたといっても狭い読書室の中でのこと、ギャレットが扉に背中を軽く打ったくらいで、距離ができたわけではない。今もなお傍にいるギャレットは、ポーリーンの顎を掴んで持ち上げた。

　ポーリーンに逃げ場はない。書架台に痛いくらい腰を押し付けて、わずかでも離れようとするので精一杯だ。

「な……なんでこんなことをするんですか？」

「『なんで』？」

　怒りのこもった目を向けられて、怯えて身がすくむ思いがする。

「君が私の話を聞いてくれないからだろう？」

「じゃ……じゃあ聞きます。話とは何でしょうか？」

　さっきまで聞きたくないと逃げ回っていたのに、いざ追いつめられるとあっさり聞くと言う。そのポーリーンの態度が気に食わなかったのだろう。ギャレットは顔をしかめた。

「ストノート侯爵の娘との間に特別な関係なんてない。君との婚約を破棄して彼女と婚約するなんて噂はでたらめだ」

　ポーリーンは驚いて息を呑んだ。マーティンが言っていた通り、思っていたのとまったく違う話だったから。

　別れ話どころか、それを否定する話だとわかって、ポーリーンの気分は高揚する。

　でもすぐ我に返り、心の中で自分に言い聞かせた。

（ダメよ。わたくしがなんであの噂を信じたか、忘れたの？）

　身体を前に倒して近付いてこようとするギャレットを腕で突っ張りながら、ポーリーンは彼から顔をそむける。

「ここ一年、会ってくださらなかったじゃないですか！　手紙にも返事をくださらないし……！」

　ポールであってポーリーンじゃないと主張したところでもう意味はない。ありったけの恨みつらみをこめて叫ぶ。思いが強すぎて声がかすれる。そして目に涙がにじんだ。

（これは八つ当たりね……）

　ギャレットが忙しいのはわかってる。そんな中、手紙のやり取りをしてくれて、会ってくれたのは大変なことだったはずだ。年齢を重ねるごとに責任も増えているから、交流が途絶えがちになるのはしかたのないことだと思っていた。

　つらかったのは。

　ポーリーンと会う時間はなかったのに、エラと会う時間はあったということ。何より、ギャレットに顔をそむけられたこと。

　ポーリーンの叫びに一瞬怯んだものの、ギャレットは悔しそうに吐き捨てた。

「妨害されてたんだ……！」

　思いがけなかったその一言に、ポーリーンの頭の中は一瞬真っ白になる。

「……妨害、ですか……？」

　ようやくそれだけしぼり出す。青ざめたポーリーンを見て我に返ったのか、ギャレットは深く息を吐いて自分を落ち着かせ、それからゆっくり話しだした。

「母なんだ。私たちの手紙を横取りして処分したのは。君の話からすると、会いたいという私の伝言も届いていないようだ。君からは『勉強が忙しくて会えない』という返事を毎回もらっていた」

　ポーリーンは驚いて声を上げた。

「わたくし、殿下から伝言をいただいたことはございませんし、そのようなお返事をしたこともございません！　それに殿下が王妃殿下にお願いされたのではないのですか？　わたくしから婚約をなかったことにすることを」

　それを聞いてギャレットは激昂した。

「私は母にそんなことを頼んだ覚えはない！」

　ポーリーンは悲しくなってうつむいた。優しかった王妃が嘘をついたなんて信じられない。かといって、ギャレットの言葉を信じないわけじゃない。少なくともどちらか一方はポーリーンをだましている。

　そのことに打ちひしがれながら、ポーリーンはぽつんとつぶやいた。

「伝言を阻んだのも、王妃様なのでしょうか……？」

　ギャレットは苦虫をかみつぶしたような顔をして話しだした。

「母は実家の勢力を拡大するために、姪のストノート侯爵の娘を私の妃にしたいんだ。でも、君と私の婚約は父が決めたこと。王妃といえど簡単にはくつがえせない。そこで可愛がっているふりをして君の信頼を得て、その一方で私たちの仲を妨害し、君が参っているところに付け込んで、婚約を白紙にしたいという書面にサインさせたというわけだ。母が君を傷付けて申し訳ない。それを阻止できなかった私にも非がある。すまなかった。今回のようなことは二度と起こさせないから、私と一緒に国に帰ってくれないだろうか」

　ギャレットは懇願の眼差しをポーリーンに向けてくる。

　けれど、うなずくことはできなかった。

「殿下、わたくしが国に帰ってどうするのです？」

　冷えた声音で尋ねれば、ギャレットは戸惑ったように視線を揺らした。

「どうするって……？」

「何事もなかったかのように、わたくしと結婚するのですか？　見るにたえないほど醜いわたくしと、本当に結婚するおつもりですか？」

　ギャレットは焦った声を出した。

「ちょっと待って。見るに耐えないってなんの話だ？　誰からそんなことを？」

「ギャレット様です！　わたくしを見た瞬間、あからさまに目をそらしたではありませんか！」

　まっすぐ目を見てにらみ付ければ、ギャレットは視線を合わせられずに目を泳がせた。

　ギャレットがさまよわせる視線の先をたどると、そこには背をそらせたせいで強調された、ポーリーンの押さえつけていてもなお多少のふくらみがわかる胸がある。それを見て、ポーリーンは傷付いた。

「やっぱり、わたくしの外見がお嫌いなのですね」

「違う!!」

　激しい声を浴びせられて、ポーリーンはびくっと身をすくませる。ギャレットはポーリーンの二の腕を掴んでうなだれてしまった。

「その……君があまりに素敵でまぶしくて、見つめていられないだけなんだ」

（それだったら、目も合わせられずにいる理由にもなるけれど）

　胸の辺りに視線をさまよわせて言われたところで信用できない。ポーリーンはそっぽを向いてつんと言い返す。

「言い訳してくださらなくて結構ですわ。下品な身体を持つわたくしは、高潔な殿下にふさわしくありませんから」

「君は下品なんかじゃない」

「じゃあ何故わたくしをまともに見ようとなさらないのですか？」

　詰問したポーリーンの二の腕を、ギャレットはいきなりつかんだ。驚いて振り仰げば、ギャレットはぎらついた視線をポーリーンに注いでくる。

「君に不快な思いをさせまいと思って取り繕ったが、そんな答えを君は求めているわけではないのだな。──正直に言おう。君の身体を見ると私は劣情を覚えるんだ」

「れつ、じょう？」

　聞き慣れない言葉に戸惑うと、ギャレットは自虐的に説明を加えた。

「本能を刺激されて、性的に興奮するってことさ」

「そんな、まさか……」

　ポーリーンは顔を赤らめ、呆然とつぶやいた。ギャレットの口からそんな言葉を聞くとは思わなくて。そして、その対象が自分であることに驚いて。

　ギャレットは、彼らしくなく皮肉げに唇の片端を上げ、熱くねっとりとした視線をポーリーンに注いだ。

「私のことを高潔と言うほどだ。性欲なんてないと思ってたんだろう？　それは違うことを今から証明するよ。私が君をどれほど愛しているかも教えてあげよう」

　その視線を浴び、痛いほどの胸の高鳴りを覚える。

（殿下はこの視線を隠したくて、わたくしから目をそらしていたの？）

　でもギャレットが言うような不快な感じはしない。むしろ──。

　ポーリーンの中で答えが出る前に、ギャレットの顔が近付いてきて唇が重なった。







二章 嫌われたと思ってたのに、何故か欲情されてます








　冷たく乾いた唇が、ポーリーンの唇に押し当てられる。その瞬間、ポーリーンの唇は燃え上がった。

（殿下の唇は冷たいのに、どうして？）

　そうこう思っているうちに、彼の唇は冷たくなくなっていた。温かさを感じるようになって、思いのほか柔らかいことに気付く。

　ギャレットは唇を押し付けてくるだけではなく、ちろちろとポーリーンの唇をなめて、二人の唇はしっとり濡れそぼっていった。それにつれて、何故か唇は敏感になっていき、ひりひりじんじんとしてくる。それが不思議と気持ちよくて頭がふわふわとしてくる。ふわふわした感覚はやがて全身に広がって、ポーリーンの身体から力を奪った。

　膝から力が抜け、ポーリーンの身体が書架台のへりから滑り落ちそうになる。ギャレットがポーリーンの腰に腕を回して支えた。その拍子に身体ががくんと揺れ、ポーリーンは我に返った。

（わたくしったら何をしているの！）

　ポーリーンは国へ帰らない。ギャレットと結婚もしない。だったらこんなことをしていてはダメだ。

　ギャレットの顎を両手で押し上げ、自身はうつむいてキスを拒む。

「おやめください……っ」

　しかし小柄で非力なポーリーンは、簡単に両手を顎から引きはがされる。大きくて硬い手に小さくほっそりとした手を握り込まれ、顔の両側へと持っていかれた。

　ポーリーンの開かれた両腕の間から見えたギャレットは、もう視線を泳がせていなかった。濃い青色の瞳を熱っぽく潤ませて、愉悦の笑みを浮かべる。

「キスは嫌？　まるで娼婦のようなことを言うんだね」

　ポーリーンの胸がずきんと痛む。

（殿下はわたくしのことをそのように見ていたの？）

　悲しくてつらくて、涙がこみ上げてくる。それを見たギャレットは、焦ったような顔をして叫んだ。

「どうして泣くの!?　キスを拒まれて泣きたいのは私のほうなのに！」

　ポーリーンはしゃくり上げそうになりながら答えた。

「だって、わたくしのことを娼婦のようだって……」

「違うよ。キスを拒むところが娼婦みたいだって言ったんだ。知っている？　娼婦は客にキスを許さないそうだ。身体は許しても唇だけは恋人にってね。──唇を捧げたい相手がいるの？」

　ポーリーンはぼっと頬を赤らめた。目の前にいる人が思い浮かんだからだ。

　ギャレットはそれを誤解したようだった。一瞬傷付いたように顔を歪ませたかと思うと、それを荒んだ笑みに変えてやさしい声こわ音ねで言う。

「君が誰を好きだってかまわない。君は生まれたときから、この先もずっと私のものだ」

　再び唇が迫ってきて、ポーリーンはつかまれたままの手を振り回して抵抗する。

「待っ──」

　ガタンッ

　足元で大きな音がする。ポーリーンはひやっとして身をすくませた。防音がなされているとはいえ、完全ではない。ましてや今のような大きな物音を立てては。

（不審に思った誰かが様子を見に来たりしたら──）

　青ざめたポーリーンの耳元で、ギャレットが意地悪くささやいた。

「誰かに聞かれたくなかったら、おとなしく私の愛を受け入れるといい」

　耳元に、ちゅっとかすかな音を立ててキスが落とされる。ギャレットの唇は、耳元から耳の裏、顎、首へと移動しながら吸い付いた。ちりっとした痛みを感じることもある。その痛みさえも気持ちいい。

（いけないことなのに……）

　そう思いながらも、ポーリーンは身動き取れなくなっていた。誰かに気付かれたくないからというより、ギャレットから伝わってくる強い想いに圧倒され、抵抗をためらわせる。

（殿下は本当にわたくしを求めてらっしゃるの？　じゃあ王妃様やエラ様がおっしゃっていたことはいったい……）

　ポーリーンが混乱しているうちに、ギャレットはローブ越しにポーリーンの胸をまさぐった。

「──あれ？　胸を締め付けているのか？」

　ポーリーンは答えられなかった。愛する人に胸を触られるという初めての経験に、恥ずかしくて気が動転して、どうしたらいいかわからない。

　ギャレットは返事を求めていなかったのか、足元からローブをたくし上げる。

　毛織のズボンとセーターを身に付けていても、図書館内のひんやりとした空気が染みて、ポーリーンは身震いした。

「ああ寒いのか」

　ギャレットはそう言うと、ポーリーンの脇の下に手を入れて抱き上げ、書架台に座らせた。大きくて重たい本を載せても大丈夫な造りになっているとはいえ、人一人乗ればぐらりと揺れる。怖くてギャレットの二の腕につかまった。彼はそんなポーリーンにかまわず、再びローブをたくし上げる。お腹辺りまでくると、あろうことか両手をローブの中に潜り込ませながら、セーターと肌着をまとめてめくり、手探りで胸に触れてくる。

「……っ」

　息を呑んだのは、入り込んできた冷気に震えるほどの寒さを感じたからか、思いのほか熱い手のひらでじかに胸を触れられたからなのか。

　寒さはすぐになくなった。両腕をポーリーンのローブの中に入れることで豪ごう奢しゃなマントの合わせを開いたギャレットが、ポーリーンにおおいかぶさったからだ。ポーリーンのローブをはだけられた下半身はギャレットのマントの中にすっぽりと入った。ローブよりも暖かく、意外に冷えていた身体が温められ、その気持ちよさにポーリーンの緊張がゆるんだ。

「──」

　ため息をついついこぼしてしまう。ローブの中で衣服をむかれてしまっているというのに。

「外すよ」

　ギャレットは言うなり胸の谷間に手を引っかけて、巻いてあった布を引き下ろす。勢いがあったせいか、締め付けから解放された両の乳房はぶるんと震えた。

「ひゃ……っ」

　上げかけた悲鳴を、ポーリーンは必死に呑み込む。

（こんなところを見つかったりしたら──）

　ひやひやするポーリーンとは裏腹に、ギャレットはポーリーンの胸を遠慮なくもみしだいた。

「やっぱりやわらかい。でも張りがあってこの大きさ……すばらしい……」

　そう言って、満足げなため息をつく。

　ポーリーンはうつむいて、かあっと頬を火照らせた。

（本当にわたくしの身体が嫌いではないの？）

　今まで胸のことを言われて何度も嫌な思いをしてきた。その中には純粋な称賛もあったのに、それでも辱めを受けている気分がした。

　ギャレットの言葉は今までで一番あからさまで羞恥心をあおるものだった。なのに恥ずかしいと思うより嬉しさを感じるなんて。

「気持ちいいかい？」

「──え？」

　何を問われているかわからず、一瞬反応が遅れる。

　ギャレットはたわわな乳房をこねくり回しながらもう一度言った。

「私に胸を触られて、気持ちいいかと聞いたんだよ？」

　言われて初めて、そのことをいっとき忘れていたことに気付く。

　ポーリーンの頬は再び火照った。ギャレットの二の腕に手をそえて、押し返そうとする。

「おやめください……このようなこと……」

　このようなことは夫婦がすることであって、婚約を解消したポーリーンたちがしていいことじゃない。

　ギャレットの口から不満げな声が聞こえてきた。

「これも嫌なの？　じゃあこれは？」

　たわわな乳房をわしづかんだと思うと、ギャレットは指の腹で乳首をいじりはじめる。

　乳房全体をもまれている間にも時折感じていた強い刺激が、触れられた場所からポーリーンを襲った。たまらず小さな声を上げる。

「あッ、やぁ……ッ」

　乳首がきゅっと硬くしこって、ギャレットの指の感覚をますます伝えてくる。奇妙な感覚が細腕から力を奪い、ポーリーンは抵抗らしい抵抗ができなくなっていた。その感覚は何故か足の間に隠されているつつましやかな場所に集まってきて、ポーリーンはじっとしていられなくなった。そこに触れて集まった感覚を散らしたくなるのをこらえ、太ももをこすり合わせてそれに代える。極力動かなかったつもりなのに、気付かれてしまったらしい。ギャレットが嬉しそうに言った。

「気持ちよさそうだね？」

　ポーリーンは羞恥に頬を染めた。こんないやらしいことをされて気持ちよくなっているなんて。それをギャレットにも知られてしまったことが耐えがたく、ポーリーンは唇を噛んだ。

　ギャレットは右手をポーリーンの頬に当て、親指で噛み締められた唇をなぞる。

「恥ずかしがることなんてない。私の手で気持ちよくなってくれて、嬉しいんだ」

　うつむいたままだった顔を上げると、ギャレットの優しいほほえみが目に入ってきた。ほほえんでいるだけでなく、目元を上気させて色っぽい。その表情はなんだか気持ちよさそうで。

（わたくしだけじゃないんだわ）

　そう思えたことで、ポーリーンの気が休まる。

　タイミングを見計らったかのように、ギャレットは悪戯っぽく深青の瞳をきらめかせた。

「もっと気持ちよくしてあげよう」

　言うなり、ギャレットはローブの中に頭を突っ込んだ。

「きゃあ……！」

　驚いて声を上げてしまったポーリーンの目の前で、異様に盛り上がったローブがごそごそと動く。本来は入ることのない人の頭があるのだから当然だが。頭だけでなく両手も入り込んできて、二つの乳房をしぼり上げると、先端のしこった乳首に熱く湿ったものがこすり付けられた。

　見えないけれど、なめられたのだと瞬時に察した。

「ひぁ──」

　上がりそうになった声を、今度は両手で押さえ込んだ。

　こんなところを目撃されたら言い逃れなんてできない。両手で押さえた口の中で、懸命に声を殺す。

　ギャレットは、他人に見られても平気なのだろうか。両方の乳首を交互にねっとりなめ上げた。そのたびにポーリーンがびくびく震える。書架台ががたがた音を立てるのを気にかける余裕もなく。

　書架台には傾斜がつけられているが、本を載せても落ちないように、手前側に板が取り付けられている。分厚い本も載せられるよう深めではあるが、お尻を安定して乗せられるような深さはない。がたがた揺れるうちに、ポーリーンは落ちそうになってくる。お尻の下にローブがあるからなおさらだ。

　ポーリーンは歯を食いしばって声を殺しながら、両手をその板の上に置いて身体を支える。ふらついていた足のつま先が、背もたれのない書架台から少しはみ出た椅子の上につくと、体勢がいっそう安定した。ギャレットは時折胸から手を放してポーリーンの身体をずり上げていたが、そうする必要がなくなったために休みなくポーリーンの胸をなぶる。

「んッ、あッ、で、殿下ッ、ダメで──あぁッ」

　あえぎ声が止まらない中、制止の言葉をかけようとするも、乳首を口に含まれてちゅうと吸われ、これまでにない強烈な快感にこらえ切れず嬌声を上げる。

　ローブの中で、ギャレットは熱い吐息とともに感嘆の声を上げた。

「大きい上に感度がいいなんて、最高じゃないか。気持ちよさそうに悶もだえて。可愛くてたまらないよ」

　厚いローブ越しの声はくぐもっていたけれど、はっきりと耳に届く。ポーリーンはぽっと顔を赤らめた。

（恥ずかしいことを言われているのに嬉しいだなんて、どうかしてるわ）

　そんな気持ちも、ギャレットが再び乳首を口に含み今度はねぶりはじめると、快楽に押しやられて消えていく。

　熱にうかされたように頭はくらくらし、思考がぼんやり霞んでくる。そのせいで、ギャレットがいつの間にかローブから頭を出していたことも、一度身体を抱きかかえられ、下穿きごとズボンを下ろされたことも、どこか他人事のように感じていた。

「寒いだろうから、ここまでにしておこう」

　ようやく解放されるかとほっとしたその瞬間、膝下までズボンを下げられた脚を胸のほうに折り曲げられ、ポーリーンはうろたえる。

　ここまでにしておこうとは、どうやらズボンの話だったようだ。

　ギャレットはズボンに包まれた脚をまとめて左腕に抱え、右手を足の付け根にはわせる。そこに秘められていた場所は、脚を折りたたまれることで無防備になっていた。ギャレットの鍛え上げられ硬くなった指先は、ポーリーンの双丘を守る淡い茂みをかきわけ、先程からじんじんして触れられたくてしかたない部分をかすめる。

「ひぁ……！」

　ほんのちょっと触れられただけだというのに、身体の中心を貫かれたような快感が走り、ポーリーンはたまらず声を上げる。背筋が勝手にしなり、意図せず触れてほしい部分をギャレットの指に押し付けるような体勢になった。

　ギャレットは、そんなポーリーンに愉悦の笑みを向けてささやく。

「君の期待に応えてあげよう」

　双丘の間に隠れていた淫芽に、硬い指が押し付けられる。

「ああ──！」

　ポーリーンはあられもなく快楽に乱れた。他人に聞かれたくなくて声を抑えていたのを忘れて甲高い声を上げ、四肢を震わせて身悶える。気持ちよすぎるのに、もっともっと気持ちよくなりたくて自分から淫芽をギャレットの指にこすり付ける。

「ああ、私の指でイッてくれたんだね」

　愉悦のこもった声でギャレットがつぶやいたけれど、ポーリーンの耳には意味をなさなかった。ただ快楽を引き立てる低く心地の良い声が、鼓膜から頭の芯まで震わせるのみ。

　狂乱ともいえる時が過ぎ去り、身体をぐったり書架台に預けると、ポーリーンは今しがたの出来事を思い起こし、自己嫌悪におちいった。

（わたくしはなんということをしたの？）

　妙な脱力感があってこの場から逃げ出せそうにないポーリーンは、せめて顔をそむけてギャレットの視線を避ける。そうしてかたく目を閉じていると、不意に目尻を拭われた。

「泣くほど気持ちよかったのかい？　──それとも、泣くほど嫌だったのか？」

　言葉尻の弱々しさが気になって、ポーリーンはちらりと目を向けてみる。ほんの少しのつもりだったのに、一瞬でそのことを忘れ釘付けになる。

　ギャレットは、つらそうな顔をしてポーリーンを見つめていた。見つめ返すと、気まずそうに目をそらす。

「淑女教育を受けてきた君にとって、こんな辱めは耐えがたいとわかっている。こうでもしなきゃ君にわかってもらえないなんて言い訳だ。ここ一年、いや、それより前から、君にこういうことがしたかった。──母の妨害はあったが、私自身も君を避けているところがあったのも確かだ。でもそれは、君を好きになりすぎて、私のきたない欲望で純粋無垢な君をけがしたくなかったからだ……！」

　苦しげに、最後は絞り出すように告げられた言葉に、ポーリーンの胸はぎゅっと締め付けられた。

（こんなにも想ってくださっていたなんて……。ここまでされなければ、わたくしは気付けなかった）

　先ほどの生理的なものとは違う涙がこみ上げてきた。それは見る間にあふれかえって頬を伝う。前の涙を拭ったギャレットの手はそのままポーリーンの頬にそえられていて、流れ落ちる涙を受け止め、受け止め切れない涙を指からしたたらせる。

　目をそらしていたギャレットは、そのときになってポーリーンの涙に気付き、慌てて視線を戻して謝罪する。

「すまない……！　やっぱりやりすぎた。謝ってすむことではないけれど……」

　ポーリーンから離した手をおろおろとさまよわせ、そのあと今気付いたとばかりにポーリーンの衣服を整えはじめる。

　それを止めるかのように、ポーリーンはギャレットの首のうしろに手を伸ばして抱きついた。

「ポー……!?」

　予想外だったのだろう。ギャレットは動揺する。そんな彼の耳元で、ポーリーンはささやいた。

「違うんです」

「え？　何が？」

　困惑の言葉が返ってくる。

　短すぎて意味が取れなかったのだろう。でも、正直な気持ちを言うのはためらわれた。

　最初に泣いたのは気持ちよかったからだと。次に泣いたのは嫌だったからじゃないと。

　嫌われていなかったとわかって安心して。求められていると実感して嬉しくて。

　わたくしも好き、と言えればよかったのだけれど。

（でも、両想いになって手を取り合って帰国して、そのあと結婚──なんて、単純にはいかないわ）

　王妃がポーリーンを息子の伴侶として歓迎していないことがわかってしまった。それに加え社交界に広まっている、有力貴族の娘であるエラとギャレットの恋の噂。ポーリーンが逃げ出してしまったこともあって、エラをギャレットの妃に推す貴族も現れはじめているだろう。

　そんな渦中に帰国し再び婚約者を名乗ることが、いいこととは思えない。ポーリーンの実家も有力貴族だから、貴族たちを二分する争いになりかねない。そうした貴族間の対立は、将来王位に就くギャレットのためにならない。

　愛や恋だけではすまされないのが、王侯貴族の結婚なのだ。

　けれど。

　──私のきたない欲望で純粋無垢な君をけがしたくなかったからだ……！

（そんなふうに思っていたの？）

　ギャレットが抱えてきていたつらさが、ポーリーンにはわかるような気がした。ポーリーンも、いやらしい身体をした自分はギャレットにふさわしくないかもしれないと思ってきたから。

　その不安を、ギャレットは行動と言葉ですっかり消し去ってくれた。

　だからお返しがしたい。そもそもギャレットがそんなことで気に病む必要はない。だって、ポーリーンはちっとも嫌じゃなかった。

　そんな思いが自然と声になって、ポーリーンの唇からこぼれ落ちた。

「殿下はどこもきたなくなんかありません。ですから、わたくしがけがれることなんてないんです」

　そう言い切ったあと、しばらく時が流れた。ポーリーンがそう感じただけで、実際は大して経っていなかったかもしれない。

（ちゃんと伝わったかしら……？）

　心配になってきたころ、ギャレットは腕をゆっくりとポーリーンの背に回し、抱き締め返してきた。

「──いいの？」

　最初、何を言われているのかわからなかった。けれど、耳元にかかる熱く震える吐息に気付いて、ポーリーンは真っ赤になる。

（わたくしったら、暗にこの行為を続けましょうって言ってしまっていない!?）

「え、あの、その」

　動揺して抱擁を解こうとしたけれど、ギャレットの次の言葉を聞いて思いとどまった。

「──私は何を言っているんだ。君はきたなくないと言ってくれただけだし、私はそれで満足しなくてはならないのに」

　その声は苦しげで、耐えがたいものに耐えているのがひしひしと感じられる。

（そういえば、ずっと前からこういうことがしたかったとおっしゃっていた……）

　どれほど我慢してきてくれたのか──ポーリーンのために。

（婚前交渉で汚名を着るのは、男性ではなく女性だわ。そのことをちゃんと気にかけてくださっている）

　ポーリーンは逃げ出すなんてひどいことをしたのに、ギャレットは今もポーリーンのことを考えてくれている。

（殿下の優しさにむくいたい。それにわたくしも……）

「殿下がおっしゃった意味で、間違っていません……」

「本当にいいの？」

　こっくりうなずけば、感極まった呼び声が返ってきた。

「ポー……！」

　その直後、ギャレットが熱烈なキスでポーリーンの口をふさぐ。

　承諾したものの、ポーリーンはうろたえていた。できたらここでない場所でと言いたかったが、もはや言い出せる状況ではない。

　キスの間に再び胸に手が伸びてくる。両方の乳房をわしづかみにされ、指を食い込ませるようにやわやわともまれる。

「んッ、んんッ」

　口をふさがれたポーリーンのあえぎは、二人の口腔の中でくぐもる。もまれながら指の腹で乳首をこりこりされると、強い刺激に驚いた身体が勝手に跳ねた。

　その身体が落ちないように書架台に押さえつけ、ギャレットが唇を離す。

「ごめん。やっぱり脱がすよ」

　ズボンと下穿きを脱がされ、脚はブーツだけになる。自身のマントとギャレットのマントに囲まれているため、さほどひんやりとはしない。脱がされるのと同時にギャレットの腰が脚の間に入り込んでくる。閉じられなくなった脚の間に、ギャレットの右手が忍び込む。先ほどポーリーンを乱れさせた淫芽への愛撫を再開した。親指と人差し指でくりくりといじる。

　ポーリーンは両手で口をふさいで声を押し殺した。書架台から落ちそうになる身体を、先ほどと同じように椅子につま先立ちをして支える。

　力があまり入らない脚が、がくがくと震える。支えとして不十分なのに、ポーリーンはギャレットにやめてとも待ってとも言えなかった。

　気持ちよすぎて、何も考えられなくて。

「ふッ、く……ッ」

　手の隙間から、こらえ切れないあえぎがもれる。

　ギャレットの指先が、不意に谷間をたどって別の場所に触れた。

「濡れてきてる。感じやすくて嬉しいよ」

　恥ずかしいことを言われたのはわかったけれど、ポーリーンは恥じらう余裕さえなかった。

　ぬめりをまとった指先が淫芽に戻ってきて、それをこすり付けるように動く。乾いていたときより敏感になり、たちまち快楽の頂点へと押し上げられた。

「んんんんん────！」

　口をふさいだまま、ポーリーンは嬌声を上げる。閉じたまぶたの裏はちかちかと瞬き、身体はがくがくと震えた。

　小さな果てを見た身体はぐったりと力を失う。書架台からずり落ちかけた身体を、ギャレットは支えて座り直させた。そうしてポーリーンの身体を安定させると、先ほど濡れてきていると言って触れた場所に、ぐっと指を押し込んでくる。

「ひっ」

　体内に他人の一部が入り込むことに怯え、ポーリーンは悲鳴を上げかけた。

「ごめん。痛かった？」

　ギャレットは心配そうに眉をひそめて謝ってくる。

（ちょっと怖かったけれど……）

　思い返せば、痛みらしい痛みはなかった。

　ふるふると首を横に振ると、ギャレットはほっとして表情をやわらげる。

「よかった。ナカもよく濡れてるから、簡単に入ってしまって」

　快楽が落ち着いて我に返ったポーリーンは、恥ずかしさのあまり真っ赤になって目を回す。

　そんなポーリーンに、ギャレットは興奮にうるんだ目をしてほほえんだ。

「赤くなったところもかわいい」

　ポーリーンは恥じらって、ますます赤くなる。

　けれど、恥じらっていられたのはわずかな間だけだった。ギャレットは入れたままだった指でポーリーンのナカを探り始める。

「痛かったら言ってね」

　気遣いの言葉をかけてもらったけれど、恥ずかし過ぎて返事できるわけがない。

　初めての経験にあわあわしているうちに、ギャレットの人差し指は根元までポーリーンのナカに入る。その指で腹側の内壁をこすられると、淫芽をいじられたときのような強い快感が生まれ、ポーリーンはすぐにまた快楽にのまれた。身悶え、あやつられたかのように激しく首を振る。

「ああッ、んッ、あッ、でッ、殿ッ下……！」

　誰かに聞かれないようにと懸命に声を押し殺していたのを忘れ、ポーリーンはあられもない声を上げてしまう。
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　言い争いになるかと思って護衛に人払いを命じたギャレットは、そのときの自分の判断に心の中で感謝していた。

　ここまでするつもりなんてなかった。売り言葉に買い言葉でこのようなことを始めてしまったことは反省している。

　ポーリーンが承諾してくれてよかった。でなければ、どれほど恥ずかしい事態になったことか。しかし、その承諾も状況に流されてのことに違いなく、最初の拒み方からして彼女が本当に望んでいることではないのはわかっている。

　恥ずべきは、状況につけこむ自身の浅ましさ。場所を変えるべきとは思うが、走り出してしまったギャレットの身体はもう止まれない。

　結ばれることができたら、それを理由にもう一度帰国をうながそう。誤解がとけたからには、ポーリーンも快諾するはず。

　だが今は、ポーリーンだけで心も身体も埋め尽くしたい。

「ポーッ、お願いだから名前を呼んで……！」

「ギャレット様ッ、ギャレット様ぁ……ッ」

「ああポーッ、ポーリーン……！」

　ナカに入れた指が熱く潤った蜜洞に食い締められた。びくびくと震える彼女の様子から、達したことがわかる。引き絞られた蜜洞の奥から熱い蜜が湧き出て、自身の指を伝って外へ流れ出ていくのを感じて、己おのれがますますたかぶっていった。
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　ギャレットは手を止めて、いとおしげにポーリーンを見つめて言った。

「最初狭くて心配だったけれど、私の指をもう三本も呑み込んで……ああ、どんどん蜜があふれてくる。そんなにも私をほしがってくれているのかい？」

　恥ずかしい問いかけに、少しばかり正気を取り戻したポーリーンは恥じらいながら返答しようとする。

「わ、わかりません……」

「恥じらった顔、やっぱりかわいい。でも」

「ああんッ」

　お腹側の壁を強くこすられ、顎を反らせて嬌声をほとばしらせる。

　ギャレットはうっとりほほえんで、空いているほうの手でポーリーンの頬をなでる。

「私の手で気持ちよくなってとろんとした顔も好きだ」

　とろんとした顔というのがどんなものか、鏡もないし想像もできない。根元まで含まされたギャレットの三本の指に気を取られて、思考が働かなくて。再び止まってしまった指に焦れて、ポーリーンのナカは自分から快楽を得ようとうごめいていた。

　ギャレットは気持ちよさそうにその動きを味わってから言った。

「ああ……君のココが物欲しそうだ。でも念のため三本の指でもう一度イッておこう」

　三本の指をバラバラと動かされ、予測のつかない刺激に翻弄されて、ポーリーンは身悶える。休憩をはさんだことで落ち着きかけていたポーリーンの身体は、すぐさま快楽に翻弄された。

「ギャレット様ッ、ああッ、やぁ……ッ」

　激しく首を振るポーリーンに、ギャレットは甘くささやく。

「『嫌』？」

「だってッ、わたくしばかり……！」

「慣らしておかないと、君がつらい思いをするんだ。だからもう一度だけ一人でイッて、ね？」

　ギャレットはますます激しく指を動かす。

「ああッ、あッ、あッ」

　淫いん靡びな水音の上に、我を忘れたポーリーンの嬌声がかぶさる。

　ポーリーンが快楽の階きざはしをのぼりはじめたのに気付くと、ギャレットは三本の指を揃えて、腹側の壁を勢いよくこすりはじめた。

「やぁッ、待っ、あッ、あんッあんッ」

　急速に追い上げられ、ポーリーンは立て続けに嬌声をほとばしらせる。あふれ出した蜜は三本の指にかき混ぜられてぐちゅぐちゅと水音を立てる。

　ギャレットは、ますます速く指を動かしながら、ポーリーンの耳元にささやいた。

「そろそろイけるんじゃないかな？　早く君とひとつになりたい」

　熱い吐息とともにイヤらしくも心ときめくことを言われる。ポーリーンの胸はどきんと高鳴り、ナカがぎゅっとしまった。そのとたん、高まりに高まった快楽がぱちんとはじける。

「ああ──────！」

　細く高い声を上げて、ポーリーンは絶頂に達した。身体をがくがくと震わせ、快楽を全身で味わう。それだけでは満足しない貪欲な身体は、くわえ込んだままのギャレットの指を食い締めては快感を拾う。そのせいでなかなか絶頂から下りられない。

　そうしているうちに唐突に力尽き、ポーリーンは一気に脱力した。身体を支えていられずに、書架台からずり落ちかける。その身体をギャレットは書架台に置き直す。

「ごめん。私ももう限界だ」

　そう言うとポーリーンの入り口に熱塊をあてがい、押し入ってきた。

　指三本より太く熱いものに、体内をこじ開けられていく。

「あ……大きい……」

　圧迫感に耐えながらつぶやけば、ギャレットが苦悶の声をもらし、入り込んできていたものがどくんと脈打ちふくらんだ。強くなった圧迫感に驚きながらも、二人の身体がつながりあうという神秘に胸がとどろき、呼吸が苦しくなってくる。

　そんな中、苦しそうに耐えるギャレットに気付いて、ポーリーンはあえぎながら遠慮がちに声をかけた。

「あの……大丈夫ですか……？」

　ギャレットは片目を開け、なんとか笑顔を作って答えた。

「大丈夫……ただ、ポーがあんまりかわいいことを言うから……」

（かわいいこと……？）

　言った覚えがない。ポーリーンは首をかしげる。

　ギャレットは苦笑すると、ポーリーンを抱え直し再び腰を押し付けてきた。ポーリーンのナカを押し広げじりじりと入り込んでくる彼のものに、ポーリーンはどぎまぎする。

（ああ……愛する人がわたくしのナカに……）

　何かに突き当たった感覚がして、ポーリーンは詰めていた息をほっと吐き出した。閨教育ではひどく痛いと聞いていたけれど、圧迫感が強すぎるだけで痛いというほどでもない。安心したそのとき、ギャレットが苦しげに言った。

「痛むかもしれないけど我慢して──」

「え？　──きゃあ！」

　突き破られる衝撃と同時に、鋭い痛みに襲われる。ポーリーンは歯を食いしばって耐えた。

（痛い──！）

「ごめんポー。痛いよね。こうしたら少しはやわらぐだろうか？」

　ギャレットはローブの中に手を潜り込ませ、素肌の乳房を直接しぼる。そうして突き出た乳首をこりこりといじった。

「あッ、んッ」

　ぴりっとした快感が身体の中心に向かい、少しずつ痛みをなだめる。

「ゆっくり息をして。身体から力を抜いて」

　懸命に言われた通りにする。すると痛みが耐えがたいほどではなくなった。

　ギャレットがポーリーンを支え直すと、ナカにいる彼が動いて内壁をこする。そのとき感じたのは、痛みではなく。

「あぁん……ッ」

「ポー？」

　ギャレットは目を丸くしてポーリーンを見る。

　ポーリーン自身も驚いていた。さっきまであんなに痛かったのに、声を抑えられないほど感じてしまうなんて。

　ギャレットも気付いたのだろう。動くのをやめて尋ねてきた。

「痛くない？」

　そう言うギャレットはほほえみながらも苦しげだ。寒い図書館内だというのに、額に汗をにじませてまでいる。

　快楽のおかげで痛みがなだまったポーリーンは、彼の様子のほうが気になりはじめた。ただ事とは思えない。心配になり、返事をするより先に聞いた。

「ギャレット様は、大丈夫ですか？」

「……え？」

　ポーリーンはギャレットの額に手を伸ばして答える。

「汗が……」

　不意に畏れ多く思ってポーリーンは触れるのをためらう。思えば、これまでエスコートの際に手を取ったりダンスを踊ったりといった社交的な触れ合いしかしたことがなかった。下半身がつながっているというのに畏れ多いも何もないだろうが、こんなときにも礼儀を考えてしまうのは淑女教育のたまものか。

　ためらったポーリーンを見て、ギャレットは腕でごしごしと顔をぬぐった。

「ご、ごめん。きたならしいよね」

　そんなことなんて思っていない。焦って顔を傷付けそうなくらいこするギャレットの腕に触れる。

「そうではなく、額に汗がにじむほど苦しそうでいらっしゃるではありませんか」

　ギャレットは目を丸くしたあとくしゃっと笑みくずれた。

「心配してくれるの？　ありがとう」

　ポーリーンは照れて彼から目をそらす。

　ギャレットは苦痛に耐えるように声をしぼり出した。

「うん、苦しいんだ。ポーがほしくてたまらなくて苦しい。ポーが大丈夫なら、動いて君を味わいたい。いい？」

（ギャレット様はこんなにをわたくしをほしがってくださっている）

　ポーリーンの胸はどきんと高鳴り、身体にぎゅっと力が入る。その拍子にナカにいる彼もきゅっと締めると、ギャレットは「くッ」とうめき声を上げた。

「ごめん。もう我慢できない。いくよ」

　そう言うなり、ギャレットは動き出す。

「え──きゃあ！」

　ずるりと抜かれていったかと思うと途中で突き上げられ、ポーリーンは驚きの声を上げた。

　閨教育でこういうことをすると教えられてはいるけれど、実際にされるのとは全然違う。狭いナカを行き来するのは容易ではなく、ギャレットの動きに合わせてポーリーンは全身が揺らされる。

（振り落とされそう）

　そんな気がしてしまうほど。

　本能的な怖れを感じ、ポーリーンはギャレットの首に腕を回してしがみついた。それでもポーリーンの身体は少しずつずり落ちていく。それに気付いたギャレットは、ポーリーンの細い脚を自身の腕に抱えた。ポーリーンの背中が書架台に押し付けられていることもあって、体勢が安定する。

　体勢が整うと、ギャレットの動きはますます激しくなった。

「あぁあ……ッ！」

　ポーリーンは腕に力をこめて、その律動に耐える。

　ギャレットは我を忘れたように腰を振りながら、かすれた声で名前を叫ぶ。

「ポー！　ポーリーン……！」

　ポーリーンの胸が、痛みを覚えるほど強く脈打つ。

　ポーという呼び名は、幼くて自分の名前もちゃんと言えない頃につけられた愛称だ。だからこの名で呼ばれると子供でいられるような、子供に見られているような、そんな気持ちがポーリーンの心にあった。

　ギャレットからポーリーンと呼ばれたことがないわけではない。けれど、今呼ばれたことで大人の女性として愛してくれているのだという実感がわいて、ポーリーンの心は高揚する。

「ああッ！　ギャレット様ッ」

　ポーリーンのナカがギャレットをきゅっと締め付け、身体の奥底からじゅわっと蜜が生まれる。蜜は二人の間のすべりをよくして新たな快感を生む。

「ポーリーンッ、ポーリーンッッ」

　激しい律動の間に、ブーツだけで素肌をさらしたポーリーンの脚は、ギャレットのマントから出ていた。ひやりとした空気を感じるのに寒くなかった。それどころか熱くなっている身体が冷やされて気持ちいい。

　大きく開いたポーリーンの秘所にギャレットの腰が打ち付けられると、はしたなく開いた双丘からのぞく淫芽が押しつぶされる。ポーリーンのナカからあふれた蜜にまみれていて、敏感に快楽を拾いポーリーンを追い上げていく。

「ギャレット様ッ！　ああッ！　何か来るッ、来ちゃう……ッ」

「怖がらなくていい！　大丈夫ッ、一緒にイこう──」

　ギャレットの腰がさらに強くポーリーンに打ち付けられる。淫芽も最奥も強く刺激され、ポーリーンの身体は上がれなかった最後の一歩を踏み抜き宙に舞う。

「あ────────ッ」

　長い嬌声を上げながら、ポーリーンは達した。ギャレットをぎゅっと抱き締めたまま、身体をがくがくさせる。まぶたの裏はちかちかと白くまたたき、全身にこれ以上ないくらい力が入った。

　ポーリーンのナカは根元まで入った彼をぎゅうぎゅうと締め付け快楽を搾り取ろうとする。その動きに最高の快楽を与えられ、ギャレットは熱い子種をポーリーンのナカに注ぎ込んだ。




　呼吸が落ち着いてくると、ギャレットは抱えていたポーリーンの脚を慎重に下ろし、器用に横抱きにして、書架台を背に引き出した椅子に座った。ポーリーンを膝に乗せて自身のマントの中に入れると、またしばらく呼吸に専念する。

　その間、ポーリーンは自分で動くことができなかった。絶頂の波がすぎると、硬直していた身体から一気に力が抜け、支えてもらっていなければ床に転げ落ちるところだった。息が苦しくて、なかなか呼吸が整わない。それでもゆっくり深くを心掛けて息をしていると、先に呼吸が落ち着いたギャレットが、ポーリーンの頭に頬をすり寄せて言った。

「私と一緒に帰国して、結婚してくれるね？」

「……」

「ポー？　ごめん。まだしゃべれなかった？」

　ポーリーンは首を横に振る。ギャレットから困惑した声が返ってきた。

「じゃあ返事を聞かせてほしいんだけど……もしかして私とこういうことをしておきながら、まだ結婚しないと言うんじゃないだろうね？」

　黙っていてもしかたない。ポーリーンはしぼり出すように返事をした。

「……わたくしには、殿下と結婚する資格がないと思うのです」

　ギャレットは声を荒らげた。

「何故!?　どうしてそんなことを思うのかい？」

「……」

　ポーリーンは再び押し黙った。今の言葉でさえ口にするのはつらかったのだ。これ以上は無理だ。結婚できない理由は、よく考えればギャレットもわかってくれるはず。

　しばしの沈黙のあと、ギャレットはため息をつき、いら立ちを押し殺したように言った。

「──わかった。〝ポール〟は女性だとバラそうか？」

　ポーリーンは顔を上げて抗議した。

「卑怯ですわ！」

「なら国に帰る？」

「……」

　黙りこくるポーリーンに、ギャレットは溜息をつく。

「それか、私がここに居る間、私の呼び出しに応じるか」

　挑発的なギャレットの言葉に、ポーリーンはきっぱりと返す。

「そうします」

「ただ呼び出すだけじゃない。私を満足させろと言っているんだ」

　情欲のこもった目で見つめられ、何を求められているか悟る。それでも、ポーリーンはゆるがなかった。

「わかりました」

　決意をもってそう答えたポーリーンに、ギャレットは何故か傷付いた顔をした。




　翌日、来館者を希望の本のある書架に案内していると、通路でギャレットとばったり出くわした。ポーリーンは端に寄って頭を下げる。

「ポー、所蔵本の件で聞きたいことがあるんだ。手が空いたら貴賓室まで来てくれ」

「かしこまりました」

　返事を聞くと、ギャレットはすぐに通り過ぎた。

　ポーリーンが案内していた中年男性は一緒に端に寄っていたが、ギャレットが離れていくと、こそっと話しかけてきた。

「追いかけっこはもう終わりかい？　ポー君がどこまで逃げられるか、楽しみにしてたんだけどなぁ」

　最近見かけるようになった来館者なのだが、こんなふうに気安く話しかけてくる。かといってなれなれしくもなく、適度な距離感が心地良くて、ポーリーンもついつい気がゆるむ。

「王太子殿下にお声掛けいただくような身分でないからといって逃げ回り、図書館内でうるさくしてしまったことを反省してるんです。館内が静かになってよかったと思わないんですか？」

　からかいに対して冗談交じりにぷんと怒ってみせると、別の来館者が近付いて話しかけてきた。

「そんなにうるさくなかったよ。うるさかったのはむしろギャラリーのほうで」

　この男性も最近見かけるようになった人だ。二人とも毎日のように見かけるが、仕事をしていないのだろうか。時間に余裕のある貴族なのか、体格がいいからもしかすると退役した軍人かもしれない。詮索するのは司書見習いの仕事ではないので、これ以上は考えないようにしているが。

　あとから来た来館者は、追いかけっこが終わったと聞いてぼやいた。

「やー、残念だな。こっそり賭けでもしないかって話をしてたところだったのに」

　賭けと聞いて、ポーリーンはぎょっとする。中年男性は興味津々に尋ねた。

「どんな賭けだい？」

「ポー君が音を上げるか、王太子殿下があきらめるかというやつだよ」

「王太子殿下を賭けの対象にするなんて、不敬罪で罰せられますよ！」

　小声で注意すれば、賭けのことを話した若い男性は苦笑した。

「ポー君は真面目だなぁ。冗談だよ冗談。賭けができたらいいのにねって話してただけさ」

「追いかけっこがあってから、図書館で話し友達ができたんだ。他の人と話をするようになって、図書館に来るのがますます楽しいよ」

　ポーリーンは困って笑う。

「図書館内はお静かに願いたいんですけどね」

　近くにいた何人かが集まってきて一緒に笑う。

　そこに低められた声が割り込んできた。

「もう手は空いたのか？　だったらすぐ来てもらいたいけど」

　声がしたほうを見れば、いつの間にか戻ってきていたギャレットがポーリーンを冷ややかな目で見ていた。機嫌の悪さを見て取って、ポーリーンは首をすくめる。

　そんな様子を見ていた中年男性が気を利かせて言ってくれた。

「ポー君行きなよ。案内はいいから」

「すみません！　ありがとうございます！」

　小声で慌てて言うと、踵を返して歩き去りつつあるギャレットを急いで追いかけた。




　せっせと足を動かしてついていきながら、ポーリーンは息を弾ませ声をかけた。

「あのっ、申し訳ありません」

　ギャレットの足がゆっくりになる。

「何の謝罪？」

「呼ばれていたのに、雑談をしてしまっていて」

　息を調えつつ答えれば、ギャレットは溜息をついた。

「私が何故怒っているのかわかってる？」

（やっぱり怒ってるんだ）

　しゅんとして、ポーリーンは答える。

「雑談などより殿下のご用を優先すべきなのに、そうしなかったからですか？」

　ギャレットはまた溜息をついた。どうやら不正解のようだ。

　うんうん考えているうちに、貴賓室のある別館に続く連絡通路まで来た。

　図書館にある貴賓室は、文字通り貴賓のための部屋だ。

　ここウィスラウン王国大図書館は大陸一の規模であるために、各国の要人が度々視察に訪れる。中でも王族や王族に準ずる身分の方々に失礼や不便があってはならないからと、別館全体が視察中の貴賓のために用いられる。

　防火壁をくぐってもうしばらく歩くと、白の大理石に精巧な彫刻が彫られた外装の別館に到着した。

　守衛二人が守っている玄関に入ると、エントランスホールにある階段を上がってプライベートルームに向かった。

　ギャレットに随行してきた人のほとんどは、ポーリーンがギャレットの婚約者だったころの顔見知りだ。なのに何も言わないのは、ポールがポーリーンであることについて言及しないよう事前に通達されているのかもしれない。

　プライベートルームは白い漆喰の壁に飴色に磨かれた家具といった落ち着いた色合いの部屋だった。部屋の中央付近には低いテーブルを挟んで臙脂のベルベットが張られたソファが向かい合わせに置かれ、書架台も用意されている。

　ギャレットはそれらを無視して、もう二つある扉のうちの一方に向かう。入っていく彼について足を踏み入れたポーリーンは、ぎくっとして立ち止まった。

　そこは大きなベッドとサイドテーブルなどの小さな家具が置いてあるだけの部屋だった。窓は分厚いカーテンで閉め切られ、赤々と燃えている暖炉だけが、部屋の中を照らしていた。

　館長の屋敷もそうだけれど、図書館から離れていて防火壁の外にある建物は、敷地内であっても火の使用が許可されている。

　ほどよく暖かい室内で、ギャレットは豪奢なマントを脱ぐ。中には略装の上着を着ていて、正装より飾りが少ないぶん、逆三角形のシルエットがすっきり見える。

　ポーリーンの胸がどきんと跳ねあがった。横を向きながら、別のことを考える。

（ここは宿泊できないはず。なのにどうして寝室があるの？）

　脱いだマントを壁に掛けながら、ポーリーンの心を読んだかのようにギャレットは言った。

「仮眠の間だよ。読書に疲れたらここでお休みください、という配慮だそうだ。残念ながら私は別の使い方をするけどね。──脱いで」

　あけすけな言われ方をして、ポーリーンはうろたえる。

「え……あ……」

　ギャレットは首をかしげた。

「ここは暖かいから、ローブを着ていたら暑いだろう？」

（いやだ、わたくしったら。全部脱ぐよう言われたと勘違いするなんて……）

　ポーリーンは恥じ入りながらローブの胸元まである前ボタンを外し、裾をたくし上げて頭からローブを抜く。両腕もローブから抜いていると、不意にギャレットの視線が気になって、ちらりと彼のほうを見る。

　身体の前で腕を組んだギャレットは、ポーリーンの全身にじっくりと視線をはわせていた。ポーリーンがとっさにローブで身体を隠すと、ギャレットは我に返ったようにはっとして目をそらす。

「ごめん。君のズボン姿なんて初めて見るから」

　言われてみれば、昨日はズボン姿を見せたわけではなかった。はしたない姿を見せているような気分になって、ポーリーンは脱いだローブで腰から下を隠す。が、ギャレットは近付いてきて、否応なしにポーリーンからローブを引き取った。

「その、ズボン姿の君が魅力的すぎて目が離せなかった。ごめん」

　魅力的と言われ、ポーリーンはぽっと顔を赤らめる。

「……いいえ。お気になさらずに」

　もじもじしながら答えると、ギャレットに手を取られてベッドの端に座らされた。壁掛けにポーリーンのローブもかけると、戻ってきたギャレットはポーリーンの隣に座る。

　しばらく沈黙がおりたのち、ギャレットが遠慮がちに尋ねてきた。

「身体のほうは大丈夫？」

「あ、はい、大丈夫、です……」

　何を聞かれているか察したポーリーンは、恥じらいながら答える。

　昨日は受け入れた場所がひりひりしていたけれど、一晩寝たら平気になった。それよりも、丸一日たった今もギャレットが自分のナカにいるような感覚がして、そちらのほうが気になってしかたない。

　そんなことを考えていたからますます顔が熱くなって、ポーリーンは真っ赤な自分の顔を見られたくなくて下を向く。

「今日呼び出したのはそのことを聞きたいのもあるが、どうして私と結婚する資格がないと思うのかを尋ねたかったからだ」

「……」

　胸がぎゅっと締め付けられて、何も言えなくなる。腿の上で両手を握り合わせると、その両手をギャレットの大きな手が包み込んだ。

「私が伴侶にしたいのは君一人だし、我が国でもっとも王太子妃にふさわしいのは君だと思っている。なのに君は、自分のどんなところが王太子妃にふさわしくないと思うんだ？」

　優しく辛抱強く語られたこの言葉が嬉しくて、ポーリーンの胸は高鳴る。ギャレットの顔を見たい気持ちに駆られたが、今顔を見てしまったら、きっと甘えが出てしまう。

　どうあってもわかってもらえないのなら、説明するしかない。ポーリーンは下を向いたまま、身を切るような言葉を口にした。

「……わたくしはギャレット様に直接うかがうこともせず、嫌われたと思い込んで婚約を白紙にして逃げました。国や己の立場を考えたら、嫌われたからといって逃げてはならなかったのに」

　ギャレットの手が、ポーリーンの手をぎゅっと握り込んだ。

「それは気にすることはない。君を守れなかった私がいけなかったんだ」

（お願い。そんな言葉でわたくしを甘やかさないで。あなたの隣に立つ自信を失って、逃げてしまったわたくしを）

　自分を甘やかせば、それはギャレットの負担になる。ポーリーンは覚悟を決めて顔を上げる。

「いいえ。わたくし自身がわたくしを王太子妃にするのが許せないんです」

　すまなそうだったギャレットの表情が、一瞬にして険しくなった。

「だが、私と結婚しないで、君はどうするつもりだ。私は君の純潔を奪ってしまった。結婚前に純潔を失ったことは、私相手なら問題にならないが、他の男と結婚するならごまかしようがないぞ」

「……誰とも結婚しなければすむ話です」

　司書見習いとして働いたおかげで、働くことに対して自信がついた。こうしてできることを一つずつ積み重ねていけば、実家に頼らずとも一人で生きていけるようになるだろう。

「館長である君の叔父はどうする？　君が女性だとバレたら、今の地位にいられなくなるのではないか？」

「また、そうやって脅迫なさるのですね」

　あきらめまじりにつぶやくと、ギャレットは開き直って言う。

「ああ。君を失わずにすむなら脅迫だってするさ」

　脅迫なんてするような人じゃなかったのに。そうまでして求められることに、心が嬉しさに沸き立つ。その思いを押し殺して、ポーリーンは前にも言った言葉を口にした。

「……卑怯です」

「なら、私を満足させるんだな」

　ギャレットは荒んだ笑みを浮かべ、獲物をねらう獣のように濃い青の瞳をぎらつかせる。

　いけないと思いつつも、ポーリーンの心は再び沸き立った。




　ポーリーンの甲高い嬌声が、仮眠の間に響く。

「あぁッ、イヤッ、あッ、あッ、おっ、おやめください……！」

「痛いって言ったのは君だよ？　私としても君に痛い思いをさせるのは本意ではないから、こうして治療しているんじゃないか」

　ギャレットはそう言うと、ポーリーンの秘所をぺろりとなめる。

「あぁん……ッ」

　ポーリーンは自身の膝裏を持って大きく脚を広げたまま、のけ反ってあえぎ声を上げた。

　──なら、私を満足させるんだな。

　そう言ったギャレットは、隣に座るポーリーンを押し倒しておおいかぶさりキスをした。

　キスの最中に肌着ごとセーターを押し上げて、胸を締め付けていた布を引き下げる。セーターと布の間にぶるんと飛び出たたわわな乳房を両手でもみながら、ギャレットの唇はポーリーンの口を味わいつくした。

　ポーリーンの布をほどき、上衣を脱がせると、ギャレットは細腕を片方ずつ唇と手でなぞった。まるで騎士が忠誠を誓った貴婦人にするようなうやうやしさに、ポーリーンはきゅんとする。

　腕にはわされていた唇と手は、最後は肩から鎖骨を伝って胸へとたどり着いた。両胸をもまれながら乳首を交互に口に含まれて、昨日初めて知った快楽にポーリーンは翻弄される。ギャレットの片手がズボンの中に忍び込んだのにも気付かなかった。が、昨日彼を受け入れた場所に触れられたとき、それまで気にならなかった痛みがぶり返して、「痛ッ」と声を上げてしまったのだった。

　ギャレットは、ポーリーンのズボンと下穿き、ブーツも脱がせて一糸まとわぬ姿にした。そしてそれぞれの手に膝裏を持たせ、ポーリーン自身に脚を開かせようとする。

　──いやです！　どうしてこんなことを……！

　──痛いと言ったのは君だ。それとも、痛みをやわらげる措置を取らず、ひどく痛くしてもいいのか？

　ここでやめるという選択肢はないらしい。ポーリーンとしてもあまり痛い思いをしたくない。治療のためならしかたないと、言われた通りにして顔を横に向け羞恥に耐える。と、ギャレットはポーリーンの太ももの裏に手をかけて秘所に口付けたのだった。

　ひりひりしていた入り口から開かれた双丘の間にある淫芽まで、丹念になめられる。その間に脚を手でなでられて、それさえもポーリーンの快楽の糧となる。

「はぁんッ、んッ、あッ、あぁッ」

「やめてと言った割には気に入ったようだな？」

　ギャレットが意地悪なことを言う。けれどポーリーンはそれを否定できない。何故なら、濡れそぼった秘所に吐息がかかっただけで気持ちよくて、びくびく震えてしまうから。

「こんなになっておきながら、まだイヤだと言うの？」

　ギャレットは身体を起こし、口元を腕でぬぐって言う。手と口の刺激から解放されたポーリーンは、息を整えながら答えた。

「ギャレット様、に、していただいて、いいことではありません。わたくしのことは、どうぞ、おかまいなく……」

　ギャレットは目を丸くし、それから「くっくっ」と笑い出した。

「そんなことを考えていたの？　王太子である私にこういうことをさせてはならないって？」

　その話しぶりから不機嫌を感じ取り、ポーリーンは返答をためらう。そうしているうちにギャレットはおおいかぶさってきて、真上から見下ろしてくる。

「君はどうも私に対して清廉なイメージを持ちすぎているようだ。私は王太子の仮面をかぶっているだけで、おきれいな人間じゃない。人並みの欲望もあれば、好きな女性としてみたいみだらな行為はたくさんある。今日はその一端を教えてあげよう」

　言い終えるが早いか、ギャレットはポーリーンのナカに指を突き入れてくる。ポーリーンは快楽だけでなくかすかな痛みと怖れを感じ、怯えた声を上げる。

「あうッ」

　ギャレットは指を退ひき、心配そうにほほえみながら蠱こ惑わく的に言った。

「痛かった？　じゃあナカも治療しないとね」

　そう言って身体を下げていくギャレットに、ポーリーンは慌てて言う。

「ですからっ、そのようなことをしていただくわけには──」

　その言葉をギャレットはさえぎった。

「君がそう思うのは自由だけれど、私はしたいんだ。女だとバラされないかわりに、私を満足させてくれるのだろう？　だったら自由にやらせてくれ。ああ、手がゆるんできているぞ。膝裏をしっかり持って、もっと脚を広げるんだ」

　ギャレットは臣下に使うような硬い口調で言うと、自身もポーリーンの内股に手をかけて脚を広げさせ、秘所に口をつける。入り口を唇で覆うと、舌先をぐりっと押し込んできた。

「ひぁんッ」

　ポーリーンは驚いておかしな声を上げてしまう。ギャレットは舌を入れてきただけでなく内壁をなめるように動かしてくるので、ポーリーンは立て続けに嬌声を上げた。

「あッ、ああッ、んッ、はぁッ、あッ、あッ」

　しばらくして、ギャレットは舌を引き抜いて言う。

「奥から蜜が出てきた。もう痛くないようだね？」

　いやらしく言われ、ポーリーンは傷付く。

（傷付くなんて、そんな資格もわたくしにはないわ……）

　好きと言ってくれたギャレットに返答しないばかりか、結婚も拒んで彼を傷付けているのはポーリーンのほうだ。

　でも、だからといって結婚を承諾はできない。

　ギャレットの母である王妃が、ポーリーンを嫁として歓迎していない。王宮内で広まっているギャレットとエラが恋仲であるという噂。そんなところに帰国して、ギャレットと結婚したら、人々はどう思うだろうか。王妃はいい顔をするはずがないし、人々は恋人同士の間を引き裂く悪役だと思うだろう。それでなくとも、一度は責任を放棄して逃げてしまったポーリーンに、人々は白い目を向けるはず。そんなところへ帰るのが怖い。そんな臆病な人間が王太子妃になるなんて、ポーリーン自身が許せない。

　正直に話せば、ギャレットはなんとかしようと奔走してくれるだろう。が、ただでさえ多忙なギャレットに面倒をかけたくない。面倒をかける伴侶なんてギャレットにふさわしくないばかりか、いずれ王位を継ぐ彼の足手まといになってしまう。

　でも彼と生涯を共にできないと思うと、つらくて涙がにじんでくる。

　瞳をうるませたポーリーンを見て何を思ったのか、ギャレットは痛みをこらえるように顔をしかめ、ポーリーンのナカに指を突き入れてきた。

「あッ」

　内壁をこすられた快感に、ポーリーンは声を上げる。

　ぬかるんだナカをかき混ぜながら、ギャレットは酷薄な笑みを浮かべた。

「奥のほうも大丈夫そうだ。今日は無理だろうと思っていたから嬉しいよ」

　一度指を引き抜いたと思うと、今度は二本そろえて押し込んでくる。根元まで埋まったそれがばらばらと動くと、くちゅくちゅと粘ついた水音が聞こえてきた。奥から染み出した蜜がかなでる音だとわかり、ポーリーンは羞恥に頬をそめる。だが、特に快感を拾う場所に指が当たるようになると、心身は快楽に支配されて羞恥はどこかへと追いやられた。

「あッ、やぁッ、そこ……！」

「ああ、ここが気持ちいいんだね？」

　ギャレットはそこを集中的に攻め立てる。

「ああッ、あッ、あッ、あぁん……ッ」

　ポーリーンははしたない声を上げ、あられもなく身悶える。そんなポーリーンを熱っぽく見つめながら、ギャレットは愉悦の笑みを浮かべた。

「うん、いいよ。もっともっと乱れて。身体だけでなく魂にまで快楽を刻んで、私なしでは生きられなくなるといい」

　乱れ狂って快楽しか考えられなくなっていたポーリーンの耳には、その声は届かなかった。

　気持ちよすぎて。ただただ快楽の頂点をきわめたくて。

「やぁッ、あッ、もう──ッ」

「いいよ。イって」

「イけないッ、イけないのッッ」

「ああ、まだナカだけでは難しいか」

　ギャレットはもう一度指を引き抜いて、三本に増やして差し入れると、腹側の気持ちよくなれる内壁をえぐるようにこする。三本に増やされた圧迫感に少し冷やされた身体は、すぐさま先ほどより燃え盛った。

「ああッ、やぁッ、怖い……！」

　身体が際限なく高みにむかっていって、気持ちよすぎてどうにかなってしまいそうだ。そんなポーリーンをなだめるように、優しい声が耳元でする。

「怖がらなくていい。今イかせてあげるよ」

　ギャレットの親指が、あふれ出した蜜でたっぷりと濡れた淫芽に押し付けられる。強烈な刺激に、ポーリーンはたまらず悲鳴のような嬌声を上げた。

「ああぁああぁぁぁ────！」

　ポーリーンの身体は強く力が入ってのけ反り、ナカにいるギャレットの指を食い締める。四肢はがくがくと震え、瞼の裏にはちかちかと星がまたたいた。

　快楽の頂から落ちると、ポーリーンはベッドに四肢を投げ出した。ギャレットに言われて膝裏を持っていた手も、力が入らなくなって指一本動かせそうにない。

　力が抜けたナカから、ギャレットは指を引き抜いた。そのわずかな刺激にも、ポーリーンはぴくりと震える。

　しばらくの間何も考えられず天井をぼんやり見上げていたポーリーンは、衣服を脱いだギャレットを視界の端にとらえ、どきんと胸を高鳴らせた。

　ギャレットは力なく投げ出された細い脚を両肩にかつぐと、上体をポーリーンのほうへかたむけた。その動きで、ポーリーンのお尻が少し持ち上がる。

　興奮して息のあがったギャレットが、ポーリーンの真上からささやく。

「いくよ」

　入り口にあてがわれた熱い塊が、ぐっと力をこめつつも、ゆっくりと、強い圧迫感をともなって入ってくる。

（ああ、ギャレット様がまたわたくしのナカに──）

　切ないほどの愛しさがこみあげてきて、目に涙がじわりとにじんだ。

「──泣くほど嫌なのか？」

　怒ったような悲しいような声に、ポーリーンは小さく首を横に振る。

「じゃあ何故泣いているの？」

　その問いに答えられなかった。

　結婚できないというのに、ギャレットの想いに応えてしまっては、彼に対して失礼だ。

　答えずにいると、ギャレットはポーリーンの両側に手をついてうなだれた。

「頼むよ……なんでもいいから答えて。どうすればいいかわからないんだよ……」

　ポーリーンは答える代わりにギャレットの首に腕を回した。

「そうか。これが君の答えか」

　怒りのこもった声で言うと、ギャレットはポーリーンの両手首をつかんでベッドに張り付け、ポーリーンに腰を打ち付け始めた。じゅうぶんにほぐれているとは言えないポーリーンのナカを、こじ開けるように突き進む。

「君が言いたいのはこういうことだろう？　黙っていてほしいから、四の五の言わずに満足しろって」

　ポーリーンのお尻にギャレットの腰が当たって、ぱんぱんと打ち鳴る音がする。彼が出たり入ったりするたびにゆさぶられ、目が回りそうになる。

　それでも、やめてほしいとは思わなかった。

　これは罰。彼を苦しめてしまっていることへの。

　だというのに、乱暴とも言える律動にさえ快感を覚えてしまう。

「あッ、あッ、あッ、あッ、……」

　ポーリーンは律動に合わせて嬌声を刻みはじめる。そこにあふれ出た蜜がぐちゅぐちゅとかき混ぜられるいやらしい音も合わさって、耳からも快楽をあおる。

　罰を受けているはずなのに感じるなんて。

　そんな自分を恥じながら、ポーリーンは心の中で謝る。

（ごめんなさい……意気地のないわたくしを許さなくていいから……）

　こんなポーリーンに失望して、嫌いになってくれたらいい。そうしたらギャレットはつらくなくなるだろう。

　ポーリーンは、一生ギャレットのことを忘れられず苦しむことになるだろうけど。

　未来に必ず訪れる別れに、胸がぎゅっと締め付けられる。

（泣いてはダメ。ギャレット様の気をつかわせてしまうわ）

　泣けばギャレットはどうしたらいいかわからなくなる。心根の優しい人だから、脅したり嘲ったりしても、涙を無視することができない。

　涙をこらえようとぎゅっと瞼を閉じると、頭上から嘲りの声が聞こえてきた。

「こんなときにまで考え事？　ずいぶんと余裕があるんだな」

　この声に、ポーリーンははっと我に返る。

「考え事をする余裕をなくしてやろう」

　言うなり、ギャレットは自身を突き入れたまま、ポーリーンの腰を高く持ち上げた。ポーリーンが腰を下ろせないよう、片足首を持って膝が胸につきそうなくらい身体を折り曲げさせる。ギャレットの片足がポーリーンの顔の横を踏むと、恥ずかしい格好で体勢が安定してしまった。

「角度もちょうどいいみたいだ。これなら私と君がつながっているところに暖炉の明かりが当たってよく見えるだろう？」

　言われて無意識に目をやり、ポーリーンは恥辱に頬をそめた。

　太い彼自身を体内に呑み込んでいるせいで双丘が割れ、蜜でたっぷりと濡れた淫芽も丸見えだった。こんなみにくい自分を見たくない。顔をそむけようとしたけれど、ギャレットに顎を強くとらえられ、それが叶わない。

「目を開けてよく見るんだ。自分のナカにナニが入っているかを」

　ギャレットはゆっくりと自身を引いた。血管の浮き出た太い肉棒が、蜜をまとわりつかせ、てらてらと光っている。

　昨日まで乙女だったポーリーンは、初めて見るそれに怯えてもおかしくなかった。けれど自分のナカから出てくるそれにときめきを覚える。

（あれがわたくしのナカに入って、狂おしいほどの快感を……）

　ぼうっと見入ったポーリーンに気付いたのだろう。ギャレットはにやりと笑った。

「気に入った？　じゃああげるよ」

　先端が抜ける直前まで引き抜いたそれを、ギャレットはゆっくりと沈めていく。てらてら光ったそれはじゅぶりと音を立て、つながり合った場所から蜜をあふれさせながら、ポーリーンのナカに入っていった。

「ああ……！」

　内壁をこすられる快感にあえぎながら、ポーリーンはその光景から目を離せなかった。

（あんな狭いところに、とても大きなギャレット様が入ってしまうなんて……）

「よっぽど気に入ったようだね。目が釘付けだ」

　指摘されて、いやらしい光景に見入っていたことに気付いたポーリーンは、慌てて瞼をぎゅっとつむる。

「目を開けないとポールが女性であることを触れ回るぞ」

　脅しの言葉を耳にして、ポーリーンはぱちっと目を開ける。するとギャレットの笑っていない目と合ってぎくっとした。無意識の反応だ。今の彼は少し怖く感じる。

　ギャレットは唇の端をいっそう引き上げた。

「ずっと見ているんだ。自分が何をされているかを」

　根元まで入ったそれを、ギャレットは先程より少し速く引く。内壁を引っ張りながら出ていったそれは、抜け切る直前で、内壁を押し込むようにポーリーンの奥深くへと沈んでいく。

　繰り返されるその動きは、何度見てもポーリーンを惹ひきつけた。ゆるやかに与えられる快楽が思考を麻痺させるので、恥じらいを忘れて見入ってしまう。

　一方で、ギャレットは次第に余裕をなくしていった。

「くッ」

　自制を働かせているのか、時折止まってうめき声を上げる。そんな彼の顔にも暖炉の明かりが照り返して、眉をひそめ耐えるような悩ましい表情と額ににじむ汗がポーリーンの目に映った。

　昨日も見たけれど、普段からは想像できない姿だ。

　──君はどうも私に対して清廉なイメージを持ちすぎているようだ。

　そうだったかもしれない。美しくて清らかな容姿をしているから、性欲とはまったく無縁な人のように思っていたかも。

　でも欲望を隠さず、飢えた獣のように見下ろしてくるギャレットも嫌いではなかった。こんなにもほしがられていると思うと、胸がどきどきして気分が高揚してくる。

　ポーリーンの腹の底からはこんこんと蜜がわき出て、出入りする彼のもののすべりをよくする。かき出されるようにナカからあふれ出たものは、打ち付けられる彼の腰によって飛び散り、ポーリーンの顔にもかかってくる。

　それでもギャレットの顔から目をそらせなかった。ポーリーンをほしがってぎらつく表情も、快楽をこらえてしかめた表情も、ポーリーンの胸をきゅんとさせる。

　身体の奥底からじゅわりと蜜があふれ、ギャレットのものがなめらかに行き来するようになる。すると、ギャレットの動きは速くなり、気持ちのいい場所をたくさん突かれて、ポーリーンは快楽しか考えられなくなった。

「あッ、ギャレット様ッ、あぁあッ」

　ずっと見ているようにと言われたのを忘れ、ポーリーンはぎゅっと目を閉じはち切れそうな快感に耐える。ギャレットも我を忘れたようにただただ名を呼んできた。

「ポーッ、ポーリーンッ」

　その呼び声に最後の一押しをされ、ポーリーンは絶頂の頂から放り投げられる。

「あぁ────────！」

　快楽が身体の中を駆け巡り、それをあますところなく享きょう受じゅしようと、身体が勝手に硬直する。力をこめすぎて身体ががくがく震える。ナカにもありったけの力が入り、彼を味わいよりいっそうの快楽を取り込もうとする。

　ポーリーンのナカに自身を食い締められたギャレットは、ポーリーンの最奥に自身を突き立て、子種をまき散らした。







三章 結婚するつもりはないのに、ただれた関係を続けていいものでしょうか？








　それからというもの、ギャレットは毎日ポーリーンを呼び出した。

　名目が立つよう、ギャレットはポーリーンを呼び出す理由をつくった。それはジェブライズ王国に新設する図書館についての相談だった。見習いでジェブライズ王国出身の「ポール」を視察中専任の相談役として借りることにしたらしい。そうとわかると、正規の司書も見習い仲間たちも、「またか」というように気楽に送り出してくれる。

　今日も別館貴賓室のプライベートルームで、向かい合わせにソファに座り、間にはさんだテーブルに大図書館の図書目録を広げ、にらめっこをしながら話をした。

「この辺りの本はジェブライズ王国の図書館にはありません。読んだ覚えがあるのでジェブライズ王国内にあるとは思うのですが、どこで誰からお借りしたのか覚えていなくて……」

　ポーリーンは複数の書籍名を指し示すと、ギャレットは手を上げて補佐官を呼び寄せた。

「では、帰国してから確認しよう。国でできる写本をここでするのは無駄だし、連れてきた書記官たちを遊ばせておくのももったいない。『これは写本すべき』という本を選んでくれ」

　補佐官はポーリーンの前にあった目録を持って部屋から出ていく。別室で書籍名を書き写すのだろう。

　こういうことをしていると、単なる名目ではなく、本当に新しい図書館をつくるのではと思わずにいられない。

　ポーリーンは別の目録を広げてまた目で追った。

「一冊の本を写本するのに、一日や二日では終わりません。それにしても、書記官には書記官の仕事があるでしょうに、写本のために連れてきてよかったのですか？　あ、この本はぜひ。探しておられる学者が何人かいました」

「わかった。写本させよう。ポーは本の知識もすごいけど、知識人との交流も多いんだね」

　ギャレットが手を上げ、別の補佐官が近付いてきて、ポーリーンが指さした書籍名を確認すると蝋ろう板ばんに書き取る。

　正体を知られているならごまかしても無駄と思い、ポーリーンは正直に話した。

「わたくしのような若い娘が、彼らが通う書架の辺りをうろつくのは珍しいそうで、よく話しかけられたんです。『読んだことのない本を読みたくて』と答えると笑われたり呆れられたりしましたが──あ、この本とこちらの本もお願いします。ジェブライズ王国に持ち帰ったら、喜ぶ方が多いでしょう」

　書籍名を補佐官に書き取ってもらっているうちに、別室へ運ばれていった目録が戻ってくる。

　そんな作業を一刻ほど行い、区切りがついたところでギャレットは宣言した。

「ポーと話があるから、今日はここまで」

　補佐官たちはてきぱきと片付けをし、作業に使った目録や筆記用具を持って退室していく。

　彼らは、頻繁に二人きりになるポーリーンとギャレットが何をしているか、知っているのだろうか？

　知られているかと思うと恥ずかしくて赤くなるし、みだらなことをする娘と内心軽蔑されているかもと思うと恥じ入って青くなる。

　両極端な感情に振り回されている間に、全員部屋から出ていきぱたんと静かに扉が閉められた。

　その音に驚いて、ポーリーンはびくっと身体をふるわせる。

　そんなポーリーンを面白がるように、ギャレットは声をかけてきた。

「さあ、〝話〟をしようじゃないか。こっちにおいで」

　そう言うとギャレットは、ソファから立ち上がって書斎机に向かっていく。

（今日は本当にお話をするだけ？）

　がっかりした気分になり、ポーリーンは慌てて自分に言い聞かせた。

（お話をするだけなら結構なことじゃない！　いつもしていることのほうがいけないんですもの！）

　よこしまな思いを振り払うべく、毅然とした振る舞いで書斎机に向かう。

　先に来ていたギャレットが、肘掛椅子に座って「こっちへ」と手招きした。

　書斎机を回ってギャレットのそばまで行くと、腰に長い腕が回り、彼の膝の上に横向きに座らされてしまう。

「あっ、あの、お話をするのでは？」

　動揺するポーリーンに、ギャレットはにやりと笑った。

「〝話〟？　するよ。いつもの方法でね」

　いたずらっぽく言うなり、ポーリーンのローブを器用に脱がせた。

　ローブを床に放ると、ギャレットはセーターの中に手を入れてきた。ギャレットは胸を押さえ込んでいるのが気に入らないのか、真っ先に胸に巻いた布をはぎ取ってしまう。胸の谷間にギャレットの意外と硬い指をかけられ引き下ろされると、解放された乳房がぶるんとゆれて、セーターの胸元ははち切れんばかりになった。

　その様子をギャレットが熱心に見つめるのもいつものことだ。まばたきもせず、なめ回すように、ゆれが落ち着いてもしばらく目を離さない。

　ポーリーンを見ると劣情を覚えると言っていたが、どうやら胸が特に気に入っているようだ。肌着を押し上げ、へだてるものをなくしてから大きな手でわしづかみ、味わうようにこね回す。

　この時間はポーリーンにとって、恥ずかしいながらも誇らしく思えるひとときだった。

　年を重ねるごとにいやらしくなっていく身体に、ポーリーンは劣等感を抱いていた。

　でもギャレットは、頬を上気させてうっとりしながらこう言う。

「ああ……今日もいい手触りだ。ふわふわやわらかいのにぷりんとしていて大好きだ。ずっとこうしていたいけど、こっちもかわいがってあげないとね」

　左腕はポーリーンの背中を支えているので、これまで乳房をもんでいた右手をセーターから出してズボンに手をかける。左腕でポーリーンを抱えて身体を少し浮かせると、下穿きごとズボンをお尻から器用にむいた。

　つるんと素肌をさらしたお尻を、ギャレットは愛おしげになで回す。

「この大きさ、なめらかさ、弾力……胸とは違った魅力があって好きだよ」

　それだけでは飽き足らず、ポーリーンを器用に回して自身の膝に膝立ちさせ、お尻に頬をすり寄せる。

　ずっと隠していたという自身をさらけだし、ポーリーンの胸とお尻を堪能するギャレットを見ていると、育ち過ぎて嫌だった胸もお尻もあってよかったと思えてくる。

　ギャレットの左腕にもたれこんで身体を支えていたポーリーンは、お尻をなでていたギャレットの手が背中へと上がってくるのを感じた。

「このくびれた腰……小さな背中も好きだ。細くてかわいらしい手足も、引きしまったお腹も、もちろん愛らしい顔も大好きだ」

　熱にうかされたように語りながら、ギャレットは巻いていた布をほどいていく。胸から外れてゆるくなっていた布は器用なギャレットの手によってするすると落ちていった。

　布を落とし切った手がセーターと肌着をたくし上げはじめた。

「あっ、あのっ」

　ポーリーンは焦って声をかける。が、ギャレットはポーリーンの身体を抱え込んで、両手でセーターと肌着をポーリーンの頭から抜いてしまった。

「少し前に薪を多めにくべさせたから、今はそんなに寒くないだろう？」

　ポーリーンも覚えている。「今日はここまで」と言う前に、ギャレットがそう指示していたことを。おかげで、服をむかれた今も寒くない。

（まさか、あのときからここですることを計画してらしたの？）

　あっけに取られている間に両袖が抜かれ、ポーリーンは上半身裸になってしまう。

「私も暑くなってきた」

　ギャレットはそう言いながらポーリーンを机の上に座らせ、立ち上がったかと思うと、豪奢なマントを脱ぎ捨てる。中に着ていた略装の上着も脱ぐと、長袖のシャツ姿になった。

　ギャレットがシャツを脱ぐのを見るのは初めてだ。ポーリーンが快楽におぼれて息も絶え絶えになったあと、いつの間にか脱いでいるというのがいつものパターンだったから。

　だから、ギャレットの裸をじっくり見るのも初めてだった。

　ポーリーンは両腕を組んでできるだけ胸を隠しながら、夢見心地で目の前の光景に見入る。

　シャツのボタンが外れていくにつれ、あらわになる厚い胸板。シャツがすべり落ちてむき出しになった、思いのほか筋肉質な肩や腕。引きしまったお腹。それらから目が離せない。それでも、ギャレットがブーツを脱ごうとして椅子に座った拍子に我に返り、ポーリーンは慌てて目をそらした。

　ギャレットはズボンのベルトを外しながら、爽やかに笑ってとんでもないことを言う。

「もっと見てくれていいのに」

「そんな……はしたないこと……」

　ぎゅっと目を閉じうつむいたポーリーンの頬に、ギャレットの温かな手がそえられた。

「君に見つめられて、私は嬉しかったけれど？　君の目に称賛されて、私がどれほど誇らしく思ったかわかる？」

　切なさの入りまじった優しい声音で言われ、ポーリーンは胸が締め付けられるような思いがする。

（ギャレット様がわたくしに向けてくる熱い視線も、好きという言葉も称賛だったんだわ。だから誇らしく思えたのね）

　でも、称賛してくれる人が一人しかいないポーリーンと違って、素晴らしい身体をしているギャレットは称賛され慣れているのではないだろうか。

「また考え事？」

　自身のブーツを素早く脱ぎ終えたギャレットは、ポーリーンのブーツに取り掛かった。ギャレットのものより短いブーツは、簡単に編み紐をゆるめられ、ポーリーンの小さな足から引き抜かれる。次いで毛糸編みの厚い靴下も脱がされて素足になった。

　ポーリーンの足が間近にあるのをいいことに、ギャレットはポーリーンの右足をすくい上げ、甲にうやうやしく口付ける。

　ポーリーンは気が動転して叫んだ。

「王太子ともあろうお方が何をなさるのです!?　おやめください！」

　ギャレットの手から自らの足を引き抜こうとするも、がっちりつかまれてしまい抜くことができない。しかも頬をすり寄せてくるので、蹴ってしまうのが怖くて動かせなくなる。

「王太子だからって、したいことができないなんて嫌だよ」

　それを聞いて、ポーリーンの胸はずきんと痛んだ。

　王太子という願いはなんでも叶いそうな身分を持ちながら、ギャレットは制約の多い人生を送っている。幼いころから勉学や鍛錬の時間に追われ、長じてくるとそこに公務も加わって自由になる時間はほとんどなくなった。その自由になる時間とて、人前にあれば王太子としての品性を問われる。

　ポーリーンがしたのは、まさに品性を問うことだった。

「申し訳ありません。常日頃努力しておられるギャレット様に、申し上げていいことではありませんでした」

　ギャレットは執務机の上に座るポーリーンを見上げ、嬉しそうにほほえんだ。

「ポーリーンは私の気持ちを理解してくれる。だから好きだよ」

　外見ではなく内面を好きと言われ、ポーリーンの胸はどきんとはねる。けれどすぐ、ポーリーンに限ったことではないと自分をいましめ、ぼそぼそと言葉を返した。

「側近の皆さんのほうが、ギャレット様のお気持ちをわかっていると思います」

　二人きりにしてくれているのは、ギャレットの望みをくんでのこと。それに、幼少期から始終側にいる彼らのほうが、ポーリーンよりギャレットのことを理解しているはずだ。

　ギャレットは困ったように笑った。

「うーん。彼らもわかってくれるけど、でもこういうことはしたくないなぁ……」

　言いながら、またもや足の甲に頬ずりする。ポーリーンはからかわれていると感じ腹を立てた。

「当たり前です！　ギャレット様にこのようなことをされたら、彼らも困ります」

　ギャレットは小さく噴き出した。

「実際、困るどころか鳥肌を立てると思うけど。──〝彼らも〟ということは、ポーも困ってる？」

「……はい、そうですけど、でも……」

（ギャレット様の望みを絶ってしまいたくもない。かといって、この望みを受け入れ続けるのも抵抗が……）

　目を閉じて悩んでいると、足からギャレットの手が離れ、窓から差し込んで来ていた淡い日光が、彼の身体でさえぎられる。

「ポーを困らせたいわけじゃないからよしておくよ。一番したいことというわけでもないしね」

　ポーリーンは戸惑いながら目を開け、立ち上がったギャレットの顔を見上げる。

「一番したいこととは……」

「今はこれだよ」

　ギャレットはポーリーンの顎をすくい上げ、おおいかぶさるようにして唇を深く重ねてきた。




　ギャレットの意外と肉厚な唇と、表面はやわらかいながらも芯は強靭な舌で、巧みに味わいつくされる。彼の唇と舌に触れられた場所はじんとうずいて、ポーリーンを頭の芯まで甘くしびれさせる。

「んッ……ふッ」

　気持ちよすぎて、ふさがれた口から声がもれる代わりに勝手に喉が鳴る。

　身体を売る女性がキスを拒むというのも納得できた。こんなことをされたら愛されていると思ってしまう。未来のない愛にとらわれてしまったら、その先の人生は地獄だろう。

（わたくしの愛には未来がある？）

　キスに陶酔しながら、頭の片隅でそんなことを考える。

（いいえ、ないわね。王太子妃の資質に欠けるわたくしと結婚したら、ギャレット様の疵し瑕かになる。それを貴族の方々が許すと思えないもの。それに、ギャレット様がわたくしの身体を好んでらっしゃるのはわかったけれど、本当にわたくしのことが好きなのかしら？）

　ギャレットが不意に唇を離し、残念そうにほほえんでささやいた。

「考え事ができるなんて、私のキスはそんなに下手かな？」

　そんなことない。ポーリーンはふるふると首を横に振る。それで安心するかと思いきや、ギャレットは表情をかげらせた。

「じゃあ、キスに集中できないほど気がかりなことでも？」

　ギャレットの気遣いに、ポーリーンの胸はいっぱいになった。

（こういう方だから、わたくしはギャレット様を好きになったんだわ）

　だからこそ、抱えている不安を口にはできない。打ち明けて、もしギャレットがポーリーンのことを本当に愛しているわけではないと気付いてしまったらと思うと、怖くて言い出せない。

　うつむいてもう一度首を横に振ると、ギャレットの少しすねたような声が聞こえてきた。

「言っておくけど、私は君の身体ばかりが好きなわけじゃないからね？」

（え？）

　思っていたことを言い当てられ、驚いてポーリーンは顔を上げる。それを見たギャレットは、不本意そうに眉をつり上げた。

「その表情！　やっぱりそう思っていた？　──まあ、君の身体ことばかりほめていたことは否定できないけど」

　ぼそぼそと自省を口にしながら、ギャレットはポーリーンを抱き上げて椅子に座る。横抱きにしたポーリーンから、ズボンを下穿きごと引き抜いた。お尻をすでにむいているので簡単に抜けたが、その早はや業わざにびっくりして、ポーリーンは小さな悲鳴を上げる。

「きゃ……！」

　とっさに胸を隠していた腕をほどいてギャレットにしがみつくと、ギャレットは機嫌よさそうにふふふと笑った。

「落ちるかと思った？　ちゃんと抱いてるから大丈夫。怖がってしがみついてくれる君もかわいくて好きだよ」

　耳元でささやかれ、ポーリーンはぼっと赤くなる。

　その隙に、ギャレットはポーリーンの体勢を変えた。

「ひゃあッ」

　驚きすぎて、変な悲鳴を上げてしまう。一糸まとわぬポーリーンは、ギャレットに背を向け腿にお尻を乗せる格好になった。胸を隠そうとしたけれど、その前にギャレットが五指を大きく広げて両方の乳房をわしづかむ。

　ギャレットの手にさえあまる乳房は、もまれるたびに胸の間からむっちり飛び出し、卑猥な造形をつくりだした。

「ねえ見て？　こんなにやわらかなのに、手を離すと、ほら」

　ギャレットの手が離れていくと二つの大きな乳房はぷるんと震えて元の形に戻る。すでにぷっくりたちあがった乳首は天を向いて、ポーリーンの羞恥心をあおる。

　ポーリーンが真っ赤になって何も言えないでいるうちに、ギャレットはまた乳房に手を置いてもみはじめた。ずっと好きになれなかった大きな胸が好きな人の手にもまれているのを見て、恥ずかしくも歓びがわいてくる。

　ギャレットは興奮して息の上がった声で耳元にささやいてきた。

「何度ももんでるのに初々しい反応。そんな君も好きだよ。もっと大胆になって、いろんなことを一緒に楽しめたらいいとも思うけどね」

　ギャレットは片腕をポーリーンの腹に回して支え、自身のマントを拾い上げる。厚手のそれをたたんで執務机にかけると、その上にポーリーンの背を乗せた。机の縁へりを背中に感じるけれど、彼のマントがクッションになって痛くない。

　ポーリーンを向かい合わせにしたギャレットは、細くしなやかな脚を肘掛にそれぞれかけ、閉じられなくしてしまう。

　ギャレットの眼前にさらされた胸と秘所をポーリーンはとっさに腕と手で隠したけれど、それで恥ずかしくなくなるわけではない。こんな格好はやめさせてほしいと願いを込めて名前を呼ぶ。

「ギャ、ギャレット様……！」

「角度は違うけど、これも幾度となくしてきた体勢じゃないか。それなのに真っ赤になっちゃって。本当にかわいいんだから」

　にこにこしながらポーリーンのほうへ身を屈め、ギャレットはたわわな乳房にキスをする。

「……！」

　声なき叫び声を上げたポーリーンは、羞恥にますます頬をそめた。

　ギャレットは、点々と紅い跡の残る白い肌のまだ跡のない場所に強く吸い付き、新たな跡を残す。最初の跡は消えてどこにあったかわからなくなっているけれど、毎日新しくつけられるのでどこかかしかに残っている。

　最初につけたとき、ギャレットは仄暗い笑みを浮かべて言った。

　──これは所有の印だよ。どこかの男が君の肌を見ても、すでに君を手に入れた男がいると知ることになるということだ。想い合う男にほど見せないほうがいい。ひどく傷付くだろうからね。

　ギャレットは今もまだ、ポーリーンに他にキスしたい男性がいると思っているのだろうか。そんな男性は今までも、この先もずっと、ギャレットただ一人だというのに。

　でもそんなことは言えない。ギャレットと結婚するつもりはないのだから、変な期待を持たせるだけだ。

　どうしてギャレットはポーリーンと結婚したがるのだろう。肉欲だけならば、それこそポーリーンと同じ体型で王太子妃の資質を持ち合わせる女性のほうが、ギャレットのためになるはず。

　ポーリーンの胸がつきんと痛む。自分からギャレットの伴侶になる道を捨てたのに、心はギャレットに捨てられたくないと訴えている。

　──言っておくけど、私は君の身体ばかりが好きなわけじゃないからね？

　その言葉を信じたい。切実に。

　不意にギャレットが顔を上げ、再び残念そうにほほえんだ。

「また考え事？　今度は聞かせてくれる？」

（好きなのは身体ばかりでないのなら、他にどんなところが好きなのか知りたい）

　その想いに押されて、ポーリーンはためらいがちに口を開いた。

「……ギャレット様は、どうしてわたくしと結婚したいのかと思いまして……」

　自分のどこが好きかと聞くのははばかられたので、ポーリーンは言葉を変える。実際のところ、好きかどうかよりそちらのほうが問題だ。王族の結婚は気持ちより優先すべきことがあるから。

　なのにギャレットは、あっさりポーリーンの常識をくつがえす。

「もちろん、ポーリーンが好きだからさ」

　堂々と言い切ったギャレットに、ポーリーンは焦って道理を説く。

「で、ですが王族の結婚は、好きかどうかで決められるものでは……」

　ギャレットは嬉しそうに目を細めて言う。

「私にとって、そこが幸運だったんだよね」

　そのあと、ふっとすまなそうな顔をして語り始めた。

「私たちの婚約は国の都合で決められたから、正直なところ決まった段階では『私の将来はこうやって勝手に決められていくのか』というあきらめがあった。でも赤ちゃんだった君に初めて会ったとき、『こんなにかわいいなら、政略結婚も悪くない』って思ったんだ。言っておくけれど、これはあくまで最初のころの話だからね？」

　そう言い置いて、今度は優しい目をして話を続ける。

「それから仲を保つべく私たちは定期的に引き合わされた。君は会うたびかわいくなっていった。見た目だけじゃないよ？　物心がついて一時期警戒されてしまったんだけど、そこから徐々に打ち解けて、私のお嫁さんになりたいと言うようになったときは、あまりのかわいさに悶絶しそうになったよ」

　しみじみ言われ、ポーリーンは照れて視線を泳がせる。

「ええっと、あの……わたくしおぼえていないのですが……」

　ギャレットはくすりと笑った。

「小さかったからね。私のお嫁さんになりたいと言ったのも一回だけだったよ。きっと誰かに、淑女がみだりにそのようなことを言ってはなりません、とか言われたんだろう。──他にも、勉強に一生懸命なところとか、本が大好きなところとか、私との面会のたびに表情やしぐさで会えて嬉しいことを伝えてくれたところとか、好ましいって思ってた。割と早い段階から、私は君のことを異性として見ていたよ。思春期のころは、手を出せない恋人というのは、なかなかツラいものがあったけれど」

「〝手を出せない恋人〟？」

　意味がわからなくて首をかしげると、ギャレットは呆れたように笑う。

「そういう初心なところも好きなんだけれどね」

　言い終えるが早いか、再びポーリーンの乳房をつかんできた。

「え？　きゃ……！」

　思ってもなかったギャレットの行動に、ポーリーンは一瞬遅れて驚きの声を上げる。

　ギャレットは手のひらいっぱいにポーリーンの乳房をもみ込みながら、ぼやくように言った。

「こういう格好をしているのに話に没頭されちゃうなんて、男としての自信をなくすよ」

　言われた瞬間、ギャレットの逞しい胸板や肩が目に入り、ポーリーンは真っ赤になって目を回す。

　ギャレットはくすりと笑い、それから頭を下ろしていって、立ち上がったポーリーンの乳首をぱくりとくわえた。

「～～～～～！」

　敏感な蕾に熱く湿った口腔を感じ、ポーリーンの気は動転する。

　が、それもわずかな間のことだった。

　口腔の中で強靭な舌を使って蕾をなめ転がされると、ポーリーンの思考は快楽にとろけていく。

「あ、はぁ……」

　なまめかしいため息が、ポーリーンの唇からこぼれる。

　ギャレットが、乳首から唇を離して言った。

「こんなふうに感じやすいところも大好きだけれど、今は何故君と結婚したいかという話だったね」

　言い終えるとまた顔を近付けてきて、もう一方の乳首を唾液をなすりつけるようにぺろりとなめる。

「んッ」

　ギャレットの顔が近付いてきたときに身構えたポーリーンは、なんとか声を押し殺す。

　押し殺せたことにほっとしていると、そのことに気付いたのだろう、ギャレットは乳首の間近でふっと笑う。その息に濡れそぼった乳首をなぶられ、ポーリーンは声をこらえることができた代わりに、ふるりと身震いした。

「かすかな刺激にも弱いのかな？」

　両方の乳首に、ギャレットはふっふと立て続けに息を吹きかける。

　恥ずかしい反応をしたくなくてこらえたものの、弱い刺激は鮮明にポーリーンの内へと入ってきてぴくぴくと身体が震えるのを止められない。

「そうやって快感に耐えている君もかわいい。けれど、私が君と結婚したいと思ったのは、本当に別の理由だよ」

　甘い声音でそう言ったかと思うと、ギャレットはポーリーンの閉じられないでいる脚の根元に手を侵入させ、淡い茂みに覆われた双丘にするりと指をすべり込ませる。すでに濡れていた入り口から蜜をまとわせて入ってきた指は、淫芽を潤わせポーリーンに強い快感を与えた。

「んぁッ、ああぁ……ッ」

　ポーリーンはたまらず嬌声を上げる。まぶたをぎゅっと閉じ快感に身悶える姿を見て、ギャレットは愉悦の笑みを浮かべ淫芽をさらにこすった。

「私の愛撫に敏感に応えてくれる君も大好きだよ。かわいいポー。言葉でなくとも、全身で私が好きだと伝えてくれた君が、私とともに生きるために厳しい教育にも耐えてくれた君が、私は愛しくてたまらないんだ──あ」

　ギャレットが間の抜けたつぶやきをもらして指を止めたとき、ポーリーンはあまりの気持ちよさに我を失っていた。

「ああッ、やぁッ、ギャレット様……ッ」

　ギャレットの腕を掴んで激しく首を横に振る。初めての告白は、ギャレットが加減を忘れたせいで、ポーリーンの耳に入らなかった。

「──まあいいか。伝える機会はまだまだたくさんあるから」

　ギャレットは残念そうにほほえむと、淫芽をゆっくりとなぞる。それからポーリーンの顔をのぞき込んで甘く話しかけた。

「気持ちよかった？　もっと気持ちよくなりたい？」

　快楽にわけがわからなくなっているポーリーンは、その言葉だけ拾ってこくこくとうなずく。もちろん、ギャレットがどんな顔をしているかなんて気付けない。

「今は身体から誘惑しようか」

　ギャレットはそうひとりごつと、ポーリーンの秘所の谷間に指をすべらせた。入口を見つけ、指先からゆっくり根元まで沈めていく。

　愛撫がゆるやかになって少し我に返ったポーリーンは、上気したギャレットと目が合って羞恥に頬を染める。それに気付いたギャレットは、くすりと笑って指の腹を内壁に押し付けながら半分ほど指を引き抜いた。

「あぁ……んッ」

　鼻にかかった甘いあえぎ声が、唇からこぼれる。

「気持ちいいんだね？　指を入れてすぐでも感じてくれるようになって嬉しいよ」

　ギャレットの口調から興奮しているのを感じる。息はあがり、快感をこらえて声は震え、懸命に自制していると感じられる。

（満足させろとおっしゃっていたじゃない。それにわたくしも……）

　ポーリーンはギャレットの腕をつかむ手に力を入れ、あえぎながら話しかけた。

「ギャレット様ッ、もう、いいですから……ッ」

　ナカに入っていた指がぴたりと止まった。

「本当にいいの？　確かにじゅうぶん濡れているけれど……」

　ためらうギャレットに、恥ずかしさに耐えてこくんとうなずく。

　ギャレットを満足させたいだけじゃない。ポーリーンも満足したい。そのためには指では足りない。

「──やってみたいことがあるんだけど、いいかな？」

　少し迷った様子を見せたギャレットに言われ、快楽の余韻に思考をかすませつつも、ポーリーンは返事する。

「あ……はい、いいですけど……」

　恥を忍んで先をうながしたのに、先に進むよりもしたいことがあるのだろうか。

　疑問に思いながら、ポーリーンの上半身を抱き寄せるギャレットに身を任せる。肘掛に脚をかけたままギャレットと素肌と素肌を合わせたポーリーンは、乳房が彼の厚い胸板に押しつぶされる感触に高揚を覚えたあと、二人の間に雄々しくそそり立つ彼のものをじかに感じ赤面する。

　ギャレットに恥ずかしさはないようで、割と冷静な声でポーリーンに話しかけてきた。

「私の肩に手をかけて、自分の身体を支えてくれるかな？」

　ポーリーンはおずおずと、筋肉で盛り上がった肩に手を置いた。

　初めて触れた彼の肩から感じるたくましさへの感動にひたる間もなく、ギャレットが丸いお尻に片手をかけて、ポーリーンの身体を持ち上げる。身体がぐらりと揺れて慌てて彼の肩をしっかり持つと、ギャレットは二人の間に手を差し入れた。彼のモノの先端がポーリーンの入り口にあてがわれる。

　未知の状況にポーリーンは動揺した。

「え……これはいったい……？」

「女性が上になって下から受け入れる体勢は、割とよくある方法だそうだよ？　ゆっくり下ろすから頑張ってみない？」

　どこでそんな話を仕入れてきたのだろう。それはともかく、「頑張ってみない？」なんて懇願されたら拒むことなんてできない。

　しかたなくうなずくと、ギャレットは嬉しそうに「ありがとう」と言って、お尻を支える手を少しずつ下げていく。

　ポーリーンはすぐに後悔した。

　入口への圧迫感は強くなっていくのに、入っていく気配がない。下から受け入れるなんてどうしたらいいかわからず、不自然な体勢なので身体がつらく、はっはと呼吸が浅くなる。

「力を抜いて。ゆっくり息をして」

　ギャレットも苦しそうに言う。二人とも苦しいならやめればいいのに、ギャレットはあきらめられないらしく、もう一度二人の間に手を差し入れ自身の先端を動かした。すると、ある角度になった瞬間先端が入り込んできて、これまでの苦労が嘘みたいにずるずると腰が落ちていく。

　急にどうして？　という驚きもあったけれど、深く入り込んだ彼の先端に気持ちいい所を強く突かれ、気持ちよすぎて身体から力が抜ける。

「あぁ……」

「ポー？　大丈夫？」

　急に脱力したポーリーンを、ギャレットは心配して抱え直してくれる。ポーリーンは恥じらいながら説明した。

「だ、大丈夫です。その……よくて、力が入らなくなってしまって……」

　途中小声になりすぎて聞き取りにくかっただろうに、ギャレットは察したようだった。ポーリーンのお尻に手をかけてわずかに持ち上げると、間を置かずすとんと落とす。

「あ……ッ」

　気持ちよすぎるところをまた突かれ、ポーリーンはあえいで背をしならせる。

　落ちかけたポーリーンを支えると、ギャレットはポーリーンを持ち上げては落とすを繰り返した。

「あ……あ……あ……あ……」

　落とされるたびにポーリーンは甘くかすれた声をこぼして快感に震え、ギャレットのモノを軽く締め付ける。そのたびにギャレットは快感をこらえるうめき声をもらしていたけれど、十回を過ぎたころ、突然ポーリーンを執務机の折りたたんだマントの上に寝かせ、細い両足を肩にかついで、勢いよく腰を振り始める。

「ごめん……ッ、もう我慢できない……！」

　ギャレットがポーリーンを気持ちよくさせるために、自分の快楽を我慢してくれていたのはわかっていた。だから腕を伸ばし、このときだけは羞恥をかなぐり捨ててギャレットに伝える。

「わたくしもッ、あッ、我慢、できませんッ！　もっとしてッ、もっと……！」

「ポー……ッ！」

　感極まった呼び声と同時に、ギャレットは両脚を下ろしてポーリーンを抱き締める。ポーリーンも伸ばした腕をギャレットの首に回した。解放された脚は、誰に教えられるともなくギャレットの腰にからみついた。固く抱き合うと、ギャレットの腰の動きはますます速くなった。それにともない蜜が激しくかき混ぜられてぐちゅぐちゅと淫靡な水音を立て、二人の忙しない呼吸音とともに室内に広がる。

「ああッ、ギャレット様ッ、ギャレット様……！」

「ポー！　一緒にイこう──」

　耳元に吹き込まれたその声に一押しされて、ポーリーンは快楽の頂点から放り出される。

「あぁ────────！」

　甲高い声を上げながら、ポーリーンは全身に力をこめて快楽を享受する。四肢だけでなくナカにも力が加わり、彼のモノにからみついてありったけの快楽をしぼり取ろうとする。

　ポーリーンのナカにぎゅうぎゅうと締められたギャレットは、「くッ」とうめき声を上げながらひときわ深くポーリーンのナカに突き進んで、愛の証をほとばしらせたのだった。




　その後数日にわたって、ギャレットは様々な方法でポーリーンを抱いた。これまでと同じ抱き方もしたけれど、その他の方法でも。中でも、胸に対する執着心が強かった。胸をもむのはもちろんのこと、キスマークは毎回つけられるし、胸を使ったおかしなお願いをされることもあった。胸の谷間で腕や脚を挟んでほしいとか、あぐらをかいたギャレットの前に立ち膝して胸の谷間に顔を埋めさせてほしいとか。

　横たわったギャレットの顔に胸を乗せてほしいと頼まれたときは、羞恥に頬を染めながら心底困惑した。

　ギャレットの顔の横に膝をそろえて座ったポーリーンは、両手をギャレットのむこうについて彼の顔におおいかぶさり、片胸を下ろしていった。

「……これでいいのですか？」

「もうちょっと下ろして」

　恥ずかしさに耐えて尋ねれば、胸元からくぐもった声が返ってくる。

　これは恥ずかしいと言っている場合ではない。

「そのようなことをすれば、あの……窒息してしまうのではないですか？」

　今すでに、ポーリーンの片胸がギャレットの鼻と口をおおってしまっているのだ。これ以上下ろせば空気の通り道まで完全にふさいでしまう。

　ポーリーンは心配しているのに、ギャレットからはふざけた言葉が返ってきた。

「これで死ぬならそれも本望」

「バカなことをおっしゃらないでください！」

　腹を立てたポーリーンは、両腕に力を入れて身体を起こそうとする。が、腕を伸ばし切る前にギャレットが抱きついてきて、彼の重みまで支えきれず、ポーリーンはギャレットの上に落ちた。

「ひにゃッ」

　胸だけを突っ伏した不安定な体勢のせいで、ポーリーンは変な悲鳴を上げる。

「あ、その声もかわいい」

　窒息させてしまうのではと慌てて身体を起こそうとしていたポーリーンは、先ほどよりもさらにくぐもったその言葉に脱力する。完全に胸を下ろしてしまうと、片胸にギャレットの顔形がくっきり感じられ、ほんのり色付いていただけのポーリーンの顔は見る間にゆで上がった。

　そこまでくるとさすがに息ができないのか、ギャレットはポーリーンのやわらかい胸をかき分けて空気の通り道を確保した。

「一度ポーの胸に押しつぶされたかったんだ。思ってたより気持ちよくて昇天しそう……」

　言い終えると、ギャレットは指を外し、ポーリーンの胸を再び顔面で受け止める。ポーリーンはわなわな震え、それから腕を突っ張って身体を起こし叫んだ。

「もう知りません！」

　またある日は、ベッドに横たわって両胸で彼のモノをはさむよう頼まれた。

「私のモノを包むよう、両胸を寄せてくれ。……うん、上手だ」

　自分の手で胸を動かすのも恥ずかしいが、谷間に彼のモノを感じるのも恥ずかしい。

「私は動くけれど、ポーはそのままでいて」

　ギャレットはポーリーンの頭の両脇に手をついて腰を振り始めた。

　事前に胸の谷間をギャレットになめられてたっぷり濡れているので、彼のモノはなめらかに動く。その動きに合わせ、ポーリーンの身体も前後にゆれた。まるで身体の奥深くに彼を受け入れているときのように。そのせいで胸を支えている手が外れかけ、ポーリーンは慌てて支え直す。

　その際に力をこめ過ぎたのか、ギャレットが腰を振るのをやめてうめいた。

「く……ッ」

「！　申し訳ありません！　痛かったですか？」

　ポーリーンは焦って謝罪する。

　ギャレットはポーリーンに手のひらを向けて待ての合図をすると、数度深呼吸して落ち着いてから、ポーリーンの問いかけに答えた。

「痛くなかったよ。それどころか気持ちよすぎて顔射するところだった」

「ガンシャ？」

　聞き覚えのない言葉に首をかしげると、ギャレットはうろたえる。

「い、いや。今のは失言だった。ともかく気持ちよかったから気にしないで」

　はぐらかそうとするギャレットが、不敬とは思いつつも気に入らなくて、ポーリーンは胸を支える両手にぐっと力を入れる。

「くぅッ、ちょ、待っ……！」

　ギャレットがうめくのをかまわず、ポーリーンは何度も彼のモノを強く刺激する。すると、彼はこらえ切れないように腰をゆらしはじめた。

「ふッ……くッ……あッ、ダメだ……ッ」

　荒い息の合間に時折もらす苦悶の声。腰の動きに合わせて隆起する胸筋や肩腕の筋肉。快感に耐えてきつく閉じられたまぶた、ひそめられた眉。額に滲んだ汗が、暖炉の赤黒い光を反射してきらりと輝く。

　仕返しじみた気持ちから始めたことだったけれど、ポーリーンはギャレットの色っぽい姿に魅入られていった。もっと見ていたい、もっと気持ちよくさせたいという気持ちが理性を忘れさせ、両手に手心を加えていく。強弱をつけたり、左右の押す方向をずらしてみたり。そうしているうちにギャレットの息は切羽詰まっていく。腰の動きは強くなり、突き上げる度に彼の先端が胸の谷間からのぞいた。

　最初から見えていたかもしれない。けれどポーリーンが気付いたのは今で。

　痛む秘所を、ギャレットが舌で治療したことを思い出す。

　その記憶に後押しされるように、ポーリーンは頭を一瞬起こして彼の先端に口付ける。

　その瞬間。

「あぁ……ッ！」

　ギャレットはのけ反って歓喜の声を上げ、自身を解放した。

　飛び散った白濁が顔にもかかったけれど、ポーリーンの目に映ったのはギャレットの達する姿だけ。

　飛び散る汗、悩ましげに寄せられた眉根、恍惚として薄く開かれた唇。反らされた喉仏やたくましい肩などが、激しい呼吸に合わせて上下するその躍動感。

　今まで、ポーリーンのほうに余裕がなくて気付かなかった。達したときのギャレットの、なんと美しいことか。

　見惚れすぎて頭がぼーっとして、ポーリーンは我知らず感嘆のため息をつく。その瞬間、ギャレットは絶頂の余韻から我に返った。

「──ッ！　すまない！」

　ギャレットは焦った顔をしてそう叫ぶと、シーツを引き寄せてポーリーンの顔をぬぐう。

「ここまでするつもりはなかったんだ！　本当にすまない！」

　ギャレットの口ぶりから、これが〝ガンシャ〟なのだとポーリーンは察した。

「しぼった布でふいたほうがいいかな。いや、いっそ洗ったほうが」

　おろおろするギャレットの手をつかんで、ポーリーンは彼の注意を引く。

「ポー？」

　何事かと、ギャレットは心配そうに顔をのぞき込んでくる。ポーリーンは恥ずかしくて視線を泳がせながらおどおどと言った。

「気にしないでください。ギャレット様にその、満足していただけたならいい──」

　最後まで言えなかった。つらそうに表情を歪めたギャレットを目にした次の瞬間、上体をすくい上げられ強く抱き締められて。

　ポーリーンの耳元で、ギャレットは苦しげにつぶやいた。

「──満足なんてできないよ」

　その言葉にこもった複雑な思いを、ポーリーンは感じ取る。

（今のが不本意だったことだけを言っているのではないわ。きっと、ギャレット様は本当の望みを叶えられるまで満足できない）

　本当の望み。それはポーリーンと結婚すること。

　それがわかってしまったから、ポーリーンは何も言えず、ただギャレットの抱擁に身をゆだねるしかなかった。




　ギャレットと秘密の関係を結ぶようになって二週間がすぎるころ、ポーリーンは起き抜けに、覚えのある下腹部の痛みに気付いた。もしやと思って確認してみれば、数か月振りの月の物がきていた。

　ギャレットの伴侶になるための教育や貴族たちとの交流でストレスを抱えていたポーリーンは、もともと月の物の不順に悩まされていた。

　今回はギャレットとエラの噂や、ギャレットがポーリーンと婚約を解消したいと言っていると王妃に言われたこと、傷心を抱え初めて訪れた他国でいつ女とバレるかとひやひやしながら仕事をしていたことなどがそうとうストレスになっていたらしい。今までにないくらいの間月の物がこなかった。

　そのせいか症状は重く、下腹部はひどく痛んで頭がくらくらする。朝食もほとんど手をつけられないでいると、叔父のマーティンに心配された。

「今日は休むかい？」

　その言葉に惹かれたけれど、ポーリーンはなんとか笑顔をつくってごまかした。

「大丈夫ですわ。食欲がないだけですもの。きっと夕べ食べ過ぎてしまったのね」

「無理することはないんだよ？　連日ギャレット殿下に呼び出されて疲れているだろうに」

　ポーリーンは内心ぎくっとしたけれど、それをおくびに出さずほほえんだ。

「殿下のお仕事のほうが身体に負担がないのよ。座って相談に乗って差し上げるだけなんだもの」

　嘘とは言い切れないけれど、実際にしているのはそれだけではない。隠し事をするうしろめたさがある。けれど、本当のことは話せない。恥ずかしいし、何よりマーティンが聞けばショックを受けるだろう。

　社交で鍛えた笑顔は効果があったらしく、マーティンは「そうかい？」と言ってこれ以上言及してこなかった。




　ポーリーンが無理をしてまで仕事に出てきたのは、休んでギャレットに「逃げた」と誤解されたくなかったからだ。

（出勤したならちゃんと仕事をしなくては……）

　そう思っていたけれど、寒い館内での歩き仕事は、思っていた以上に身体にこたえる。

　司書見習い仲間のダリルが、心配そうに話しかけてきた。

「おい、大丈夫か？　顔色が悪いみたいだけど」

「大丈夫。ちょっと寝不足なだけ」

　笑顔をつくってそう答える。

　本当は、出勤したことを後悔していた。身体を冷やしたことで下腹部の痛みは強くなり、めまいだけでなく、頭痛も始まっている。

　このまま無理して倒れでもしたら、介抱のために誰かが身体に触るかもしれない。そんなことになったら女だとバレてしまう。

（叔父様に事情を話して、早退させてもらおう）

　そう決めた矢先に、厄介なことが起きた。

「ポー。急ぎ頼みたいことがある。ついてきてくれ」

　最近午前中は姿を現さなくなっていたギャレットが、よりにもよって今日は開館早々ポーリーンを呼びつける。

　一介の司書見習いが、王族の指示を拒否できるわけがない。

「……かしこまりました」

　書架を掃除していた道具をまとめると、ギャレットについて別館に向かう。ついていく間にちらりと見えた彼の表情は、ひどく険しかった。それを見て、ポーリーンは身がすくむ思いがする。

（お……怒ってらっしゃる？　どうしよう……あの話をしなければならないのに……）

　あの話とは、月の物の話だ。満足させる約束にはなっているけれど、今日から数日は勘弁してもらわなくてはならない。

　怒っているジャレットに、どう言ったらわかってもらえるだろう。月の物だなんて、恥ずかしくて口にできないのに。

　下腹部と頭の痛みに耐えつつそんなことを考え歩いていると、防火壁をくぐったところで、ギャレットにお姫様だっこをされた。ポーリーンは慌てる。

「困ります！　こ……こんなところで……」

　最後のほうの声は小さくなる。

　今日はまさかここからお姫様抱っこで貴賓室まで向かうつもりなのか。

「だ、誰かに見られたら……」

「ここからならば問題ない。いるのは口の堅い、信頼できる者ばかりだから。私はこれ以上、具合の悪い君を歩かせたくない」

「え……？」

　ぽかんとすると、ギャレットは心外だといわんばかりにふてくされる。

「体調を崩している君を、私が〝いつものように働かせる〟とでも思ったのか？　私は弱っている者に無理をさせるような鬼畜ではない」

　文句を言いながらもきわどい言葉を避ける配慮をするギャレットに、ポーリーンの胸は温かくなる。

　話をしている間に、別館の入り口まで来た。

　入り口を守っていた守衛の一人が駆け寄ってくる。

「殿下！　どうなさいましたか？」

「具合が悪そうで、立っているのもつらい様子だったから連れてきた。ああ、私が運ぶからいい」

　守衛が手を貸そうとしたのを断り、ギャレットはポーリーンを抱いたまま別館に入っていく。

　仮眠の間に入ると、ギャレットはポーリーンをベッドの端に座らせた。

「ローブを脱いでベッドに入っているといい。今医者を呼びにやらせる」

　それを聞いてポーリーンは慌てた。

「待ってください！　それにはおよびません！」

　ギャレットは安心させるようなほほえみを浮かべた。

「大丈夫。医者にもきちんと口止めする。君との約束をやぶったりはしないよ」

　そう言って扉に向かいかけたギャレットに、ポーリーンは追いすがる。

「そっそうではなくて！　お医者様に診ていただくようなことではないんです！」

　ギャレットは振り返り、心配げに眉をひそめた。

「でも顔が真っ青だ。悪い病気にかかっているといけないから、ちゃんと診てもらったほうがいい」

　このままではらちが明かないと思い、ポーリーンは恥を忍んで告白する。

「そのっ、月の物が重いだけなんです……！」

　それを聞いたとたん、ギャレットは絶句して目元を赤らめた。

　少し間を置いて、目をそらしうろたえながらポーリーンに謝罪する。

「そっそうなのか。しつこくしてごめん。でもつらいだろう？　少しでも楽になる方法があればいいのだが……」

　男性であるギャレットには月の物のことはわからないだろう。それでもポーリーンのために悩んでくれる。そんなギャレットに申し訳なく思いながら、ポーリーンはおずおずと言った。

「身体を冷やしたのがよくなかったと思うので、お腹を温めて少し寝れば症状はやわらぎます。あとはその、終わるまで我慢するしかありませんから……」

「わかった。じゃあベッドに入って眠るといい」

　差し出された手にローブを預け、ブーツを脱いでベッドに入る。

　痛みに耐えて疲弊していたせいか、ポーリーンはとろとろと眠りに落ちていった。




　ぱたんと扉が閉まる音で、ポーリーンは目を覚ました。

「起きた？」

　ギャレットが近付いてきて心配そうに話しかけてくる。ポーリーンは頭と下腹部の痛みに耐えながら身体を起こして謝罪した。

「申し訳ありません。ベッドをお借りした上にすっかり寝入ってしまって。わたくし、どのくらい寝ていましたでしょうか？」

「一刻くらいだろうか。謝る必要はない。私が君をここへ連れてきたのだから。起きたなら、これを飲めるか？」

　手渡されたのは、薬のにおいのする液体の入ったコップだった。

「やはり心配だったから、医者のところへ内密に使いをやらせた。君の名前を出さず症状だけを言って薬をもらったそうだ。痛み止めと聞いている。その、月の物が重い者によく効くという……」

　ギャレットは、恥ずかしそうに目をそらす。ポーリーンは恥じ入って謝罪を重ねた。

「申し訳ありません。お見苦しいところを……」

「見苦しくなんてない」

「でも……」

　ならどうして目をそらすのだろう。

　やっぱり月の物だなんて言わなければよかったと思っていると、ギャレットは照れたように鼻の頭をかいた。

「おかしな話だけれど、君も大人になったんだと思って。そうしたら君がまぶしく見えて、まともに目も合わせられなくなったんだ」

　ポーリーンは頬を赤くしながら呆れた。

（わたくしにあんなことをなさっておきながら、今さら大人になったとお気付きになったの？）

　視線から何を考えているか伝わってしまったのだろう。ギャレットは恥ずかしそうに言い訳した。

「しかたないだろう？　私は君が赤子のときから知っているんだ。あんなにちっちゃかった子が成長して、もう子を宿せるようになったんだと思うとなんというか、生命の神秘を見たような気分になるんだ」

　ギャレットの言っていることがわからないわけではない。ポーリーンも自分が子を産める身体になったと思うと不思議な気分になる。

　それでもギャレットからこんなことを言われた驚きのほうが勝まさって、ポーリーンは目を瞬しばたたかせる。そんなポーリーンを見て気まずく思ったのか、ギャレットは取り繕うようにポーリーンを急かした。

「ああほら、早く飲んで。口直しも用意してあるから」

　薬湯であろう薬はかなりぬるくて、苦いけれどまだ飲みやすかった。飲み切ると、ギャレットはコップと入れ替えるようにティーカップを渡してくる。

「身体の中から温めるのもいいそうだ。熱いから気を付けて」

　淹れられたばかりなのか、保温がしっかりできていたのか。カップの中にはかなり熱いお茶が入っていた。ふーふーして少し口に含むと、優しい甘みが口の中に広がる。飲み下すと、喉からお腹に向かって温かくなるのを感じた。

　ほうっと息をつくと、顔をのぞき込んできているギャレットも安心したのか表情を和らげる。

　ギャレットはポーリーンの隣に座って話をする。

「ともかく、月の物は恥ずかしいものでも見苦しいものでもない。少なくとも私はそう思っている。大事な身体をいたわるために、私には恥ずかしがらず、遠慮なく言ってほしい」

　ポーリーンは、ギャレットを満足させることをどうやって断ろうかと考えていた自分を恥ずかしく思う。

（ギャレット様は体調の悪い人に無理を言う方ではないわ。どうしてそのことを忘れてしまっていたのかしら？）

「もう一杯飲む？」

「いえ、もう結構です。あ！　申し訳ありません。ギャレット様に給仕をしていただいてしまって」

　今さら気付いて慌てて謝罪すると、ギャレットは空のカップを取り上げる。

「片付けまでしていただくわけには……！」

　ポーリーンは取り上げられたカップに手を伸ばした。しかし腕の長いギャレットにカップを遠ざけられ、代わりに呆れた笑みを浮かべるギャレットの顔が近付く。

「気にしないで。今はよくなることだけを考えるんだ。聞いたよ。朝から体調をくずしていたんだって？　君を預かっていると使いを出したら、館長が教えてくれたそうだ。そういうときはちゃんと休め。──君が逃げただなんて早計はしないから」

　無理した理由を言い当てられ、いたたまれなくなったポーリーンはそそくさとベッドに潜りこんだ。

（ギャレット様がおっしゃったように、よくなることだけを考えましょう。満足に働けない状態で出勤しても、皆さんに迷惑をかけるだけだわ。それに、ギャレット様との約束も──）

　みだらなことが頭の中に思い浮かんで、ポーリーンは頬が熱くなるのを感じながら慌てて考えを打ち消す。

（よけいなことは考えちゃダメよ。よくなることだけを考えなくちゃ）

　必死に自分に言い聞かせていると、不意にベッドが大きくゆれた。

（え？）

　と、思っている間にギャレットが入ってきて、背中からポーリーンを包み込む。

「ギャレット様!?」

　体調をくずしているポーリーンを〝いつものように働かせる〟ことはしないのではなかったのか。

　うろたえて背後を見ようとしたそのとき、彼の大きな手のひらが、やさしくお腹に当てられた。

　耳の後ろで、すまなそうな声がする。

「ごめん、驚いた？　こうしたほうが温かいと思って。どうだろう？　痛みはやわらぐだろうか？」

　お腹に当てられた手のひらが、ポーリーンの下腹部をさする。すると、痛みが軽くなったような気がした。手のひらそのものよりも、ギャレットの労わりに心を温められて。

　ポーリーンの生理不順はストレスによるものだ。しばらく止まっていたものがこのタイミングで戻ってきたということは、司書見習いの生活に慣れたからではなく、ギャレットがわざわざウィスラウン王国まで来て愛してくれたおかげなのだろう。

　今になってそのことに気付く。ポーリーンの胸はいっぱいになり、少し言葉をつまらせた。

「……ありがとうございます。痛くなくなってきました」

「本当に？　私を気遣って嘘を言ってるんじゃないよね？」

　疑い深く尋ねてくるギャレットに笑いが込み上げてくる。こらえたものの身体をゆすってしまい、バレた。

「ここで笑うということは、やっぱり嘘だったということ？」

　後ろから聞こえてくるすねた声に、ポーリーンは声を笑わせながら答えた。

「嘘じゃありません。本当に痛くなくなってきているんです」

　笑ったおかげか、心がさらに軽くなり、痛みは気にならなくなる。

　けれどギャレットはまだ疑っているようで、ふてくされた声が返ってくる。

「もういいから、休みなさい」

「はい……」

　照れ隠しにも聞こえる命令口調にまた笑いが込み上げる。

（ギャレット様は、わたくしの心の安定剤だわ……）

　彼の温かさに包まれる心地良さに、ポーリーンは安らかな眠りに落ちていった。




　ポーリーンは昼下がりに目を覚ました。ギャレットはヘッドボードに枕を立ててポーリーンを座らせ、膝にテーブルを置いた。

「君は朝、ほとんど食べていなかったと聞いた。それを食べ終えるまで帰さないから。いいね？」

　そんな脅し文句を言いながらギャレットが給仕してくれたのは、熱々のポタージュスープだった。

（ここまでしてくださるなんて……）

　嬉しくも、申し訳ない。

　ギャレットにここまでさせてしまっているのは、ポーリーンが彼との結婚を拒み続けているせいだ。あきらめていれば、ギャレットはポーリーンの身体を求めないはずだし、とっくに国へ帰っていたかもしれない。

　ギャレットがあきらめられないのは、多分ポーリーンの態度のせい。

　結婚できない理由を納得してもらえずにいるし、何より。

（脅されて抱かれているくせにあんなによがっていては、結婚したくないと言っても信じられるわけがないわよね）

　恥じ入ってうつむけば、ギャレットの心配そうな声が聞こえてきた。

「ポー？　熱くて食べられない？　私が食べさせてあげようか？」

　くちにできないことを考えていたやましさから、飛び上がってしまいそうなほど驚いてしまう。

「い、いいえ。そこまでしていただくにはおよびませんわ」

　ポーリーンは慌ててスプーンを手にし、スープをすくって口に運ぶ。

「熱っ」

「ああ、慌てなくていいから。湯冷ましはいる？」

　ギャレットは、ポーリーンが返事をする前に湯冷ましをコップに注いで差し出してきた。恐縮しながら受け取ったポーリーンは、一口口に含んでひりりとする舌を冷やす。

　愛おしげに見守るギャレットの視線からそっと目をそらして。




　ポタージュスープを完食したポーリーンは、その日の夕方前に館長の屋敷に戻った。

　翌日から二日間休み、三日目には出勤した。ギャレットの指示を受けた侍従が毎朝薬湯を持ってきてくれて、そのおかげもあってかなり体調がよくなったからだ。ギャレットにはもっと休めと言われたが、この程度の体調不良で休めないと言って押し切った。その代わり、毎日午後にはギャレットに呼び出されて、強制的に休ませられた。

　月の物が始まってから数えて七日目のこと。

　別館に向かう連絡通路を歩いている最中、前を行くギャレットの背にポーリーンはおずおずと切り出した。

「今日から以前のように話をしませんか？　おかげさまで、僕はすっかり元気に、なりました、し？」

　話をしている最中にギャレットが唐突に立ち止まるので、変に思ってポーリーンの話し方もおかしくなる。

　立ち止まったギャレットは、しばらく動かないでいたかと思うと、急に振り返ってにやりと笑った。

「それは、〝あのモノ〟が終わったから、〝前にしていたようなお話〟をしたいということ？」

（〝あのモノ〟？　〝前にしていたようなお話〟？）

　意味深に語られた言葉に首をひねったポーリーンは、数瞬後その意味に気付いて、真っ赤になって慌てた。

「いっ、いえっ！　そういう意味ではなく……！」

　ちゃんと図書館の話と言えばよかった。せっかく視察に来ているのに、ポーリーンの看病に時間を使ってはもったいない。前にも同じことを伝えたけれど取り合ってもらえなかったので、元気になった今なら聞いてくれるだろうとあらためて伝えようとしただけなのだが。

　ギャレットはポーリーンの訂正を聞こうとせず、色っぽいまなざしでポーリーンを見つめる。

「積極的で嬉しいよ。では今日の午後は〝二人でじっくりお話〟しようか」

　言うなりポーリーンの手首をつかみ、ギャレットは再び歩き出した。




　暖炉の薪が赤々と燃える仮眠の間で、ポーリーンは一糸まとわぬ姿にされ、ベッドの真ん中で四つん這いになっていた。

「あッ、やぁッ、こ、こんな……！」

　羽ペンの羽毛が、重力で垂れ下がった胸の先端をかすめる。そのむずがゆいような快感に身悶えそうになるのを必死にこらえる。

（こ、こんなことで感じるなんて恥ずかしすぎるわ）

　ポーリーンの気も知らず、ギャレットは今度は尾てい骨からお尻にむかって羽毛でなでる。ギャレットに開発されて敏感になっているお尻は、それだけで快感を拾い身体の中心に快楽を送り込んだ。お腹の底にたまった快楽はすでにかなり大きくなっていて、身体の奥底からじゅわりと蜜をわき出させている。その蜜が身体からこぼれ落ちるのを、ポーリーンは恐れていた。この程度の愛撫で蜜をたれ流す、淫乱な女になりたくない。

　そう思った矢先にギャレットの手が秘所に忍び込み、入り口をぐるりとなぞる。

「もう蜜が出てきたね」

　ご満悦な彼の声が聞こえるのと同時に、ナカから蜜が流れ出るのを感じ、ポーリーンは腕をたたんで顔面をシーツにうずめた。

「いやッ、もう──」

「恥ずかしがらなくていい。どんな愛撫で感じるかは人それぞれだそうだよ。君を気持ちよくするための方法が新たに見つかって、私は嬉しいんだ」

　嬉々として語るギャレットに、シーツに顔をうずめたままポーリーンは抗議する。

「そういうお話はなさらないでください！」

　ポーリーンを気持ちよくする方法とか、聞かされるのは耐えがたい。

　そうこうしている最中に、ギャレットはポーリーンのナカに指を差し込んでかき回していた。あふれ出した蜜が、太ももを伝いとろとろと流れ落ちていく。それを感じるのもたまらなく恥ずかしかった。

　羞恥に震えていると、ギャレットが反省したような声音で話しかけてくる。

「ごめん。意地悪をしたつもりはなかったけれど、嫌な気分にさせてしまったね。じゅうぶん準備がととのっているようだし、なぐさめてあげる」

　ギャレットは後ろに回り、ポーリーンの膝を開かせる。膝の間に自身の膝を置くと、ポーリーンの腰を持って自身を突き入れてきた。

　初めてこの体勢で受け入れたポーリーンは文句を言いかける。

「いったい何を──あぁッ」

　少し引いたギャレットにまた突き入れられ、今までとは違う気持ちのいいところに当たって、思わず嬌声を上げてしまう。

「これも割と普通にある体位だそうだよ？　ポーも気持ちよさそうだし」

「あッ、だからって、こんなのッ、んッ、恥ずかしすぎます──ッ」

　コツコツとナカを突いてポーリーンを快楽で翻弄しながら、ギャレットは少しだけ息の上がった声で意見をのべる。

「恥じらいがなくなったら、もっと、気持ちよくなって、もらえそうなんだけどな。しかたない。何も考えられなく、させてあげよう」

「待っ！　あッ、ああッ！」

　ギャレットの突き入れが速くなり、今までとは違う快感が、ポーリーンの思考を奪う。気持ちよくなることしか考えられなくなったポーリーンは、よりいっそう快楽を得ようと無意識に腰を振る。

　ギャレットは息を切らしながら話しかける。

「いいよッ、もっと、気持ちよくなってッ」

　艶めいた低い声にあおられて、ポーリーンは快楽の頂へと追い立てられる。だというのに貪欲なポーリーンの身体は、ギャレットのモノを奥に引き込もうとナカをうねらせる。

「く……ッ」

　ギャレットが苦悶のうめきをもらした。それと同時にポーリーンの奥底をますます攻め立てる。

　立て続けに気持ちいいところを突かれ、ポーリーンは首を左右に振り狂ったように叫び始めた。

「ギャレット様ッ！　ああッ！　もう──！」

「いいよッ、イッて──！」

「あぁあぁぁ──────」

　耳元に吹き込まれた声に最後の一押しをされ、ポーリーンは絶頂の頂から放り出される。

　背中をそらしてがくがくと震え、四肢は痛いほどに強張る。全身が硬直するのにナカだけはうごめいて、ギャレット自身から快楽をしぼり取ろうとした。その動きに身をゆだねるように、ギャレットはポーリーンの奥底に想いのたけを注ぎ込んだ。




　意識がゆっくりと浮上する。

（あ……わたくし、いったい……）

　ほんの少し身じろぎすると、おだやかな声をかけられる。

「あ、起きた？」

　たくましい上半身をさらしたギャレットが目に入り、ポーリーンは恥じらって、身体にかけられていたシーツを引き上げ目元まで隠す。

「体調は大丈夫？」

　恥ずかしく思いながらもこくりとうなずく。

（わたくしったら、気を失っていたんだわ。恥ずかしい……）

「湯冷ましでも飲むかい？」

「はい……」

　まだ快感にしびれて力が入りにくい身体をなんとか起こしているうちに、ギャレットはいったんベッドから下りて、湯冷ましを入れたコップを持って戻ってくる。

　ポーリーンはシーツを脇の下にはさんで胸を隠し、恐縮しながらコップを受け取った。思いのほか喉が渇いていたようで、飲みだすと止まらなくなる。

　こくこくと飲み干していると、ギャレットが素朴な疑問のように尋ねてくる。

「ポーって、ポーリーンと呼ばれたときのほうが反応いいよね。どうして？」

（反応ってなんでしょう？）

　不思議に思いながらも思い当たることがあって、ポーリーンはたどたどしく答える。

「あの……ポーリーンと呼ばれているときのほうが、その……大人と思っていただけている気がして……」

　ポーリーンの返答を聞いて、ギャレットは満足そうにほほえんだ。

「君が大人だということはこの間じゅうぶん実感したけれど、君がそう思うなら、これからはポーリーンと呼ぼう。──ポーリーン」

　ポーリーンは照れくさく思いながら返事をする。

「はい」

「ポーリーン」

「はい」

「ポーリーン」

「はい」

「ポーリーン」

「はい。──って何度呼ばれれば気がすむのですか？」

「何度呼べば気がすむかな……ポーリーン」

「ギャレット様ッ！」

　ポーリーンが怒って名を呼べば、ギャレットは「ごめんごめん」と言って笑う。

「君が怒ってくれるなんて、距離が縮まったみたいで嬉しかったんだ」

　ポーリーンの胸がきゅんとうずいた。

　立場をわきまえるという形で、ギャレットは常に周囲の人間から距離を置かれていた。でも、本当は人間関係に飢えていたのだろう。もっと近しい関係を築きたかったに違いない。

　ポーリーンはギャレットに抱きついた。

「こっこうすれば距離がなくなります」

「あはは！　そうだね。それは国に帰って結婚してくれるってこと？」

「……」

「ごめん。今のは忘れてくれていいから、ね、もう一度いい？」

　子供みたいにねだられて、断りにくくておずおずとうなずく。

　ギャレットは何か察したようだったけれど、無言でポーリーンを押し倒し、胸元からシーツをはいで、重力で横に流れた乳房を寄せ上げて、顔をうずめるようにキスをする。それから両方の乳首をつままれてこりこりといじられると、ポーリーンの中心に快楽の火がついた。

「んッ、あんッ」

　ポーリーンはあえぎながら考える。

（ギャレット様の愛はもう疑っていない。でも、わたくしにはギャレット様の隣に立つ自信がない）

「私が不用意なことを言ったから、また君を悩ませてしまった？」

　気落ちしたギャレットの声が聞こえて、ポーリーンは我に返る。

「ご、ごめんなさい……」

　謝ると、ギャレットは愛おしげに目を細めた。

「謝らなくていいよ。君の気持ちを自分に向けられない私が悪い」

「そんな──」

　そんなことはないと言いかけたところで、ギャレットのいたずらっぽい声にはばまれる。

「今から本気でいくから、覚悟して？」

「え？　今まで本気じゃなかったのですか？」

「初心な君に合わせて、ちょっとは加減していたさ。でももう遠慮しない」

「あッ、待ってッ、やあぁ……！」

　左胸の頂を大きく頬張られ、ポーリーンは驚いてギャレットを押しのけようとしてしまう。ギャレットはポーリーンの細腕などものともせずに、口の中で乳首をなめ回したり、じゅっと吸い付いたりする。その一方で、ポーリーンの脚を開かせてその間に腰をねじ込むと、ねらいを定めて自身を突き入れてきた。意識を失う前、彼を受け入れ二人のものでぐしょぐしょになった入り口は難なく彼のモノを受け入れ、やわらかくほぐれたポーリーンのナカは抵抗なく彼のモノを包み込む。

「ごめん。一回しただけじゃ足らなかったみたいで」

　言いながら、ギャレットはゆるゆると腰を揺らす。それから右胸の頂を大きく頬張って、左胸にしたようになめ転がしたり吸ったりした。

　絶頂の余韻が残っていたポーリーンも、刺激されていくうちに再び絶頂への階をのぼる。

　それに気付くと、ギャレットはポーリーンのナカを突き上げ始めた。胸への愛撫もあって、ポーリーンの身体は急速に絶頂へとむかっていく。

　ギャレットももう果てが近いのか、自制のたがが外れたように叫んだ。

「愛してるッ！　愛してるよポーリーン……！」

（わたくしも愛しています）

　その言葉を心の底にしまいこんで、快楽の嵐に呑み込まれていった。







四章 わたしに足りなかったのは、愛される努力と信じる勇気だったようです








　──愛してるッ！　愛してるよポーリーン……！

　書架の掃除中、ポーリーンはここ四日間のことをついつい思い出して頬を火照らせた。

　四日前から午後になると呼び出され図書館の話をしたあとに抱かれる日々が再開した。ギャレットは以前より愛してると言うようになった。本気になった彼は、熱心に狂おしくポーリーンを抱く。その余韻は次に呼び出され抱かれるまで続くから、ポーリーンの身体は絶頂の頂から完全に下りられず、四六時中快楽にふわふわした気分で困る。こうして時折思い出してしまっては赤面してしまうのでできるだけ人に見られたくないのだが、司書見習いという立場上、本を探している来館者によく話しかけられる。

　ちょうど今も来館者がやってきて、ポーリーンの顔が赤いのに気付いてにやにや笑った。

「ポー君、何かいいことでもあったのかい？」

「え？　別に何も……」

「そうかい？　すごく嬉しそうな顔をしていたから、てっきりそう思ってしまったよ」

　ポーリーンは赤い顔をますます赤くする。それを見て、来館者はおや？　というように眉を上げた。

「これはこれは。どうやらポー少年にも春が来たようだ」

「え!?　いえ、違──」

「ひっそり恋の成就を祈っているよ」

　否定する間もなく、男性は行ってしまう。ポーリーンはため息をついた。

（しあわせそうな顔をしていたなんて……ダメね。ギャレット様とはいずれお別れしなくてはならないのに……）

　このとき走った胸の痛みにも、これからのことを考えれば慣れていかなくてはならない。

　別の来館者を一階の書架に案内し、二階まで吹き抜けになっているエントランスの端を通って上の階に戻ろうとしていたときのことだった。

　図書館の出入りで少々人通りの多いこの場所で、柱の陰から不意に出てきた人物に声をかけられる。

「ポーリーン様ったら、本当に司書の仕事をしているなんて」

　目の前に思ってもみなかった人が現れて驚いたけれど、それよりポーリーンが女であるとバレそうな発言をこれ以上させないようにしなければという頭が働いた。

　ポーリーンはその人物の口をふさぎ、柱の陰に押し戻す。人の目につかなくなったところで、ポーリーンは相手から手を離した。

　優美な毛皮のコートを身にまとったその女性は、すねたように文句を言った。

「乱暴なこと。本当に男の子になってしまったみたい」

「エラ様はどうしてここに……？」

　ジェブライズ王国にいるはずの彼女が、何故ここまでやってきたのか。嫌な予感がポーリーンを襲う。

　エラは綺麗なストレートの髪をさらりとかき上げほほえんだ。

「ギャレット様をなぐさめて差し上げに来たのよ」

　なぐさめと聞いて、ギャレットの身近な人に不幸があったのかと思い、ポーリーンは焦って尋ねた。

「何があったのですか!?」

　エラは驚いて目を丸くし、数瞬置いてころころと笑い出した。

「何があったか、だなんて嫌ね。わたくしのそばを離れて、嫌々あなたを連れ戻しに来ておられるじゃない」

「え……？」

　思ってもみなかったことを言われ、ポーリーンは言葉を失う。長身のエラは、ポーリーンの顔を見下ろして、優越感の笑みを浮かべた。

「ギャレット様は何をされるにも完璧でいらっしゃるものね。すてきな求愛をしてくださったんじゃない？　わたくしとは恋仲なんかじゃない、愛してるのはあなただけだ──なんておっしゃって。でもそれはギャレット様の本心ではないの」

　ポーリーンの胸が、どくんと嫌な鼓動を立てた。

　黙りこくったままのポーリーンに、エラは気遣わしげに話し続けた。

「ギャレット様は、国王陛下からあなたを連れ戻すよう命じられてこの国へ来たのよ。陛下はギャレット様とあなたをどうしても結婚させたいらしいの。ギャレット様が何度わたくしと結婚したいと訴えても、聞き届けていただけなかったそうよ。──あっ、ごめんなさい。元婚約者のあなたにこんな話をするなんて」

　申し訳なさそうに言ってすぐ、ポーリーンのためを思うかのような、親身な話しぶりをした。

「でもギャレット様の、ううん、何よりあなた自身のしあわせを考えたら、現実をちゃんと見たほうがいいと思うの。愛してくれない人と結婚しても、その先にはつらい日々が待っているだけよ？　だから逃げて。わたくしが手伝ってあげる。逃亡のために必要なものはそろえてあるから、今すぐ行きましょう？」

　エラがポーリーンの肩に手を置こうとする。それをポーリーンは振り払った。

「どうして嘘をつくんです？」

　一瞬ひるんだかに見えたエラだったが、すぐに戸惑いの笑みを浮かべた。

「嘘をついているのはギャレット様のほうよ？　しっかりして。だまされてはダメよ」

　二の腕をつかまれそうになり、ポーリーンはそれをよけて顔を上げた。

「わたくしはもう逃げません。だまされているとしても、わたくしは殿下を信じます」

　──愛してるッ！　愛してるよポーリーン……！

　そう言って熱く狂おしく愛してくれた彼を信じられなくて、いったい何を信じられるだろう。

　そう思った瞬間、快楽の中でかすかに耳にした彼の言葉を思い出した。

　──私とともに生きるために厳しい教育にも耐えてくれた君が、私は愛しくてたまらないんだ。

　どうして今までこの言葉を忘れていたのか。

　貴族たちの非難の目が怖いなら、挽回するなり心を強く持つなり努力すればいい。王太子妃の資質に欠けるというのなら、欠けた部分を補えばいい。国の混乱は、自分の持てるものすべてを使って阻止をする。

　司書見習いをして仕事をする自信が持てたように、ギャレットの婚約者としてすべきことを一つ一つ着実にこなしていけば、いずれ国王となるギャレットの伴侶として堂々と立てるようになるはず。

　その覚悟ができれば、あとはギャレットを信じるだけ。

　エラの言う通り、彼にだまされているということもありうる。

　だが、だまされた先に不幸が待ち受けていたとしても。

（わたくしはギャレット様を愛する）

　決意をこめて、エラを見つめる。

　エラの清らかだった笑みが、どす黒く染まった。

「わたくしの忠告を無視するのね？　──バカな子。素直に従っていれば楽に死ねたでしょうに」

　嫌な予感がしてポーリーンがエントランス中央に向かって走り出した瞬間、周囲が目まぐるしく動いた。

　エラの向こうから現れた男たちが、ポーリーンのローブを掴んで引き倒そうとする。

　倒れそうになったポーリーンは力強い腕に抱き止められる。その腕の中で、ポーリーンを害そうとした男たちが最近顔なじみになった来館者たちに取り押さえられるのを見た。あっけに取られていると、顔なじみの彼らは得意げににっと笑ってみせた。その瞬間、ポーリーンは彼らが自分を守るために密かに配されていた護衛だと悟る。

　彼らの一人が、取り押さえられた男から、細身の短剣を取り上げた。それを、ポーリーンを抱きかかえた人物にうやうやしく手渡す。

　顔は見えなかったけれど、胸元に見える豪奢な飾りと、すっかり身になじんだ抱擁から、それが誰なのかポーリーンはわかっていた。胸がどきどきするのは怖かったからばかりではない。好きな人の腕に守ってもらったからでもある。

　ギャレットは片腕でポーリーンを抱き締めたまま、短剣の鞘をつかんだ手をエラに向けた。

「大図書館内への凶器の持ち込みは、許可なくば禁止されている。これは許可されたものではないだろう？　これで何をしようとしていたかは明白だ。『素直に従っていれば楽に死ねたでしょうに』？　従ったとしてもポーを殺すつもりだったということか？　エラ・バラスタイン」

　そう語るギャレットが振り向いた先に、図書館警備隊員に取り押さえられたエラがいた。エラは瞳に涙をため、罪がないような顔をして訴える。

「誤解です！　わたくしはただポーリ」

　ポーリーンと言いかけたエラの言葉を、ギャレットは厳しい声でさえぎった。

「他にもいろいろ言っていたな。私がそなたと結婚したがって、父陛下に何度も訴えた？　私にはまったく覚えがないな。私に付きまとうなとそなたに言った覚えはあるが」

　エラは屈辱に頬を染め、悔しそうに歯ぎしりする。

　ポーリーンは緊張して詰めていた息を吐いた。

（これではっきりしたわ。どちらが嘘をついていたか）

　エラが正しければ、ギャレットの言葉を否定していたはず。そうしないのは、いや、できないのは、当事者である彼に嘘は通用しないから。結論が出て、ギャレットに裏切られるのではという不安は完全に去り、信じてよかったという安堵が心の中に広がる。

　自身の恥ずべき行いまで暴露されてしまい下を向いたエラに、ギャレットはさらなる追い打ちをかけた。

「王妃殿下やストノート侯爵に命じられてやむを得ず取った行動だと思ってきたが、どうやら違ったらしい。そなたもつらい立場だろうと事を大きくしないできたが、その温情は無意味だったというわけだ。──帰国次第、これまで私に付きまとってきたことと、私の婚約者を殺害しようとした罪を議会に報告する。王妃殿下とストノート侯爵がいるから裁判の行方はわからないが、少なくともそなたは社交界にいられなくなるだろう」

「……！」

　エラは大きく息を呑んだ。

　ポーリーンも息を呑み、エラを見つめる。脳裏にはエラの未来がよぎった。──社交界の人々は醜聞を好む。たとえ裁判で無罪になったとしても、男性に付きまとったという不名誉な噂は広まる。いくら王妃や侯爵がにらみを利かせても、噂ばかりは消すことができないはず。陰口にいたたまれなくなり、それに耐えたとしても社交界での居場所はいずれなくなる。

　エラも自分の末路を想像したのだろう。唇をわなわな震わせたかと思うと、急にわざとらしい声を張り上げた。

「まあポーリーン様！　女性のあなたが何故司書見習いの格好をなさっているの!?　ウィスラウン王国の大図書館には男性しか勤められないのではなくって!?」

　ポーリーンが焦って辺りを見回せば、エントランス内にいる来館者だけでなく、二階の吹き抜け周りの通路からも大勢顔を出して、不審げにざわついている。

　これだけの人をだましていると思うと、ポーリーンは否定の言葉を口にすることはできなかった。非難されるのではという怯えが、身体をすくませる。

　そんなポーリーンを背にかばい、ギャレットはエラと対たい峙じした。

「往生際が悪いぞ！」

　エラはせせら笑いながらギャレットに言った。

「他国で罪を犯した人間を王太子妃にするわけにはいきませんものね？　わたくしだけ堕ちてなるものですか。その子も道連れにしてあげる！」

　そう叫んで高笑いを始めたエラに、のんびりとした声がかかった。

「悦に入っているところ悪いけれど、ポーは罪に問われないよ？　国王陛下から特別に許可をいただいているからね」

　叔父のマーティンが人混みをかき分け現れる。集まった人々は、その姿を見て今の話は本当だと認めたようで、皆「そういうことなら……」といった様子で静かになっていく。

　思っていたような状況にならなくて腹を立てたエラは、邪魔をしたマーティンをにらみ付けた。

「誰!?　いい加減なことを言わないでちょうだい！」

「この大図書館の館長、マーティン・シャンブレー。ポーリーン・シャンブレーの叔父だよ。館長という立場上いい加減なことは言わない。兄からポーをねらう不届き者がいると聞いてね。守りの固い大図書館でポーに好きなことをさせながら不届き者をあぶり出したいと願い出たら、ウィスラウン国王陛下が許可してくださったんだ。『国の恩人の子孫であるポーリーン嬢を守るのは、恩返しの絶好の機会。ポーリーン嬢が司書見習いとして受け入れられたら、女性司書登用の道も開けるだろう。我が国はまたもやシャンブレー家から恩を受けるというわけだ』とのお言葉だ」

「そんなバカなことありますか！」

　エラが地団太を踏んでわめいたが、ポーリーンの頭の中はそれどころではなかった。ギャレットの腕から抜け出し、ぽかんとしてつぶやく。

「え？　じゃあ……」

（女であることを必死に隠さなくてもよかったということ？）

　視線を感じてそちらを見れば、ギャレットも呆然とした様子でポーリーンを見ている。

「君たちのことは王宮の牢に収監するよう陛下から命じられている。国の恩人の子孫への殺人未遂と、大図書館で犯罪を行おうとした罪は決して軽くない。貴族としての待遇は受けられないと思っていたほうがいい」

　マーティンがそう告げると、図書館警備隊がエラをはじめとする一味を連行し始める。

　エラは大声を上げて抵抗した。

「離しなさい！　わたくしはジェブライズ王国の侯爵の娘なのよ!?　このような扱いをして、ただですむと思うの!?」

「ああ言い忘れてた。ジェブライズ国王陛下からも、ウィスラウン国王陛下へ親書が届いている。『我が国の王太子の婚約者であるポーリーン・シャンブレー嬢を害そうとする不届き者は、貴国の好きにしてもらって構わない。我が国でどれほどの身分地位を持っている者であっても、貴国に抗議することはない』とのことだ」

　わざと言い忘れていたかのような落ち着いた口調でマーティンが言うと、エラは愕然として息を呑み、そのあとさらに騒がしくなった。

「嘘よ！　陛下がそのような親書を送るわけが……！　父や王妃殿下が黙っているわけないわ！」

「王妃殿下とストノート侯爵は、今頃監禁されて取り調べを受けているはずだ。罪に問えそうな証拠がいくつかあがってきているそうでね」

「嘘よ！　嘘よ！　嘘よぉ!!」

　エラは絶叫を残し連れていかれた。

（何が、どうなっているの……？）

　混乱してぽかんとエラを見送るポーリーンの肩に、ギャレットの手が置かれた。

「見てごらん。君が真しん摯しに働いた成果だ」

　ギャレットが指し示すほうを見ると、ダリルたち司書見習いが話していた。

「だから言っただろ？　ポーは女なんじゃないかって」

「ダリルは女顔って言ってただけで、女だなんて言ってなかったよ」

「あれ？　そうだったっけ？」

　首をかしげるダリルのまわりで、来館者たちもまじえて笑いが弾ける。

　男のふりをして司書見習いをしていたポーリーンを、誰も怒ったり非難したりしていない。何はともあれ、男だと嘘をつき続けなくてすんだことに安堵する。

　ほっと表情をやわらげたポーリーンの横に立って、ギャレットがマーティンに文句を言った。

「許可を得ていたのなら、何故そのことを言わなかった？　せめてポーリーンには話しておいてもよかっただろう？」

　責める口調で問われたのに、マーティンはけろりとして答える。

「人はレッテルに弱いですから。女性というだけで司書は務まらないと考え、排除に動く人がいてもおかしくありません。ポーに話さなかったのはあれです。緊張感を持ってもらいたくて。ねらわれていることは内緒にしてましたから、女性だとバレやしないかと神経をとがらせてくれていたら、他の危険を察知するのにも役立つと思ったんです」

　それで合点がいった。一切外出をさせてもらえなかったのは、女だとバレるのを防ぐためというより、ポーリーンを守るためだったのだ。

　でも、自分で自分を守れないと思われたほうが心外だ。

「そういうことなら、わたくしがねらわれていると教えてくださればよかったのに。こう見えても身を守るすべは一通り学んでいますから、撃退できずとも逃げることは可能です」

　少しむくれて話に割りこめば、マーティンは気遣わしげな笑みを浮かべてポーリーンの頭に手を置いた。

「ここに来たとき、ポーは傷心を抱えてボロボロだったじゃないか。味方だと思っていた王妃殿下とストノート侯爵令嬢が実は裏切っていたばかりか命をねらっているなんて、追い打ちをかけるようなことを言いたくなかったんだ」

　叔父の優しさに胸が熱くなったものの、ギャレットにちらりと向けられた意味深な視線に「？」と疑問符を浮かべる。

　マーティンはポーリーンの頭を撫でながらため息をついた。

「ギャレット殿下は味方だって言ってあげたかったけれど、ポーを守り切れずボロボロにした殿下を信用できかねたからね」

　ギャレットはいたたまれなさそうに目を伏せた。

「それについては言い訳の言葉もない。だが」

　そこで言葉を切ると、熱いまなざしをポーリーンに注ぐ。

「今回のような思いは二度とさせない。全身全霊をかけてポーを守る」

「殿下……」

　ポーリーンはしあわせで胸をいっぱいにしてギャレットを見つめ返す。

　周りの人々が生暖かく見守っていることに、二人はまったく気付いていない。

　ギャレットは困った笑みを浮かべて小首をかしげた。

「殿下、じゃないだろう？」

「ギャレット様……」

　恥じらいながら上うわ目めがちに名を呼ぶと、ギャレットは嬉しそうに目を細める。

「私の妃になったら、『様』を取ってもらうよ？」

　それを聞いて、ポーリーンはしゅんとうつむいた。

「あ……でもわたくし、婚約を白紙にする書面にサインを……」

　ギャレットは、ポーリーンの肩に手を置いて、力付けるように言った。

「あれは私に君をあきらめさせるために母が勝手に用意したもので、何の効力も持たないよ。ポーは今でも私の婚約者だ」

　その言葉を嬉しく思うからこそ自分の軽率さがゆるしがたく、ポーリーンはうつむいたまま再度謝罪する。

「ギャレット様を信じずにサインなんてしてごめんなさい」

「信じていた人にだまされたのだからしかたないよ。それに責任は母の策略から君を守れなかった私にある。すまなかった。ゆるしてくれるかい？」

　ギャレットの言葉に、とんでもないと思いポーリーンは顔を上げた。

「許すだなんてそんな……ギャレット様はここまで来てわたくしの誤解を解いてくださったのですし……」

　焦って謝罪を遠慮するポーリーンに、ギャレットは嬉しそうに目を細める。

「じゃあ私は君に償えたということでいい？」

「償うも何も、わたくしが──」

　ギャレットは、ポーリーンの唇に人差し指を当てて止めた。

「それを言ったら、いつまで経っても同じ話の繰り返しだよ？　ここはうんとうなずいてくれないか？」

　許す側になるポーリーンが折れるというのも変な気がしたけれど、ここは言われたとおりにすることにする。

　おずおずとうなずけば、ギャレットは満足そうに唇の端を上げ、それから真剣な顔をしてポーリーンにひざまずいた。




「改めて誓おう。二度と君に悲しい思いをさせないし、一生愛してしあわせにする。だから私と結婚してくれないか？」




　物心つく前から、ギャレットとは婚約者同士だった。だからプロポーズなんてもちろんなかったし、自分とは無縁だと思っていた。

　でもあこがれてはいた。愛する人から生涯の愛を請われるのはどんな気持ちだろう、と。

　実際に体験してみれば、気持ちを味わうような余裕なんてなかった。

　幸せで胸いっぱいで、そんな中返事も考えなければならなくて。

　期待の目で見上げてくるギャレットに、なんと言葉を返せばいいのか。短い時間に考えて考えて。でも口にできたのはシンプルな一言だった。

「はい……っ」

　その一言ですら、感極まって詰まってしまう。

　慌てたそのとき、周りで大きな歓声が上がる。図書館中のみんなからお祝いの言葉をかけられて驚いたポーリーンは、ギャレットと顔を合わせて、それから一緒に笑顔で応えた。

　そんな様子をながめて、マーティンは呆れとも安堵とも取れるため息をついた。







五章 こうしてわたしたちはしあわせになりました、めでたしめでたし








　その後、エラは暗殺者たちとともにウィスラウン王国の監獄に収監された。王妃とストノート侯爵は、他国に暗殺者を送り込んだことや、他にも権力を振りかざして悪事を働いたことが発覚し、身分と地位を剥奪され幽閉されている。彼らはエラをギャレットの伴侶とすることで権勢を拡大しようともくろんでいたとのことだったけれど、その野望はこうしてついえたのだった。

　ポーリーンは、騒動の後始末が終わったところでギャレットとともに帰国した。そしてギャレットのプロポーズを受け入れ、国王と議会の承認を得て、一年後に結婚式を行うことが決定した。

　それからの日々は目が回るような忙しさだった。中心となって結婚式を取り仕切るはずだった王妃がいなくなってしまったため、ポーリーン自身が取り仕切ることになったから。

　それだけでなく、結婚祝いにギャレットがポーリーンに新しい図書館をプレゼントしたことも、多忙に拍車をかけることとなった。

　──ジェブライズ王国最大の図書館!?　せっかくですからわたくしたちの結婚式の日から開館しましょう！

　そう言って自分の首を締めたのはポーリーンである。それでも名誉館長として名前を貸しておくだけにすればよかったのに、進捗が気になって訪問すればあれこれ提案し、職員たちにまじって準備作業まで行ってしまう始末。ポーリーンの図書館愛に職員たちは皆好感を持ち、この図書館の綿密な計画がポーリーンの意見を参考に作成されたと知ってからは、ポーリーンの訪れを待ちわびて意見を求めるほどだった。

　結婚式の準備と図書館の準備。そのどちらもポーリーンは頑張った。どちらも好きでしていることだったから、いくらでも頑張れた。

　そして結婚式の当日がきて。

　王宮で厳かな式が行われたあと、二人はパレードの際に本日から利用開始となった図書館にも立ち寄って人々をわかせ、夕方からは王宮の大広間で豪華絢爛な披露宴が行われた。




　そして深夜過ぎ、王太子夫妻の寝室にて。

　夜着とガウンを身にまとい、寝室の隅のソファに座っていたポーリーンは、身体がゆれるのを感じてはっと目を覚ました。

　ポーリーンを抱き上げようとしていたガウン姿のギャレットが、複雑な表情を浮かべる。

「起こしてしまったか。眠いようなら寝てていいよ」

　ポーリーンは寝ぼけ眼をこすってほほえんだ。

「ううん。仮眠していただけよ」

　ポーリーンがギャレットに対してこのような口調を使うようになったのは、二人で散々話し合った結果だった。ギャレットは司書見習い仲間とポーリーンが話しているところを見てうらやましかったのだそうだ。最初抵抗はあったけれど、二人きりのときだけだからと思っているうちに、自然とくだけた話し方ができるようになった。

　それでも言いにくいことはある。

　ポーリーンは頬を赤らめ唇をとがらせて、ごにょごにょとつけたした。

「……今晩はちゃんと起きていたかったもの」

　それを聞いたギャレットは、ほっとした笑みを浮かべた。

「よかった。今日はこれでおやすみなさいってことになったら、泣いてたところだったよ」

「うふふ！　そんなに楽しみにしてたの？」

　ポーリーンは声を上げて笑う。ギャレットはしかめっ面をして、ポーリーンを抱き上げた。

「きゃあ！」

「ポーリーンはどうなの？」

「からかってごめんなさい。わたくしも楽しみにしてたの。仮眠を取って待ってるくらいに。だって一年振りだもの、ね？」

　小首を傾げて上目づかいをすると、ギャレットは目元を赤くし、照れ隠しに笑う。そのままベッドまで歩いていくと、ポーリーンをそっとベッドに寝かせた。その隣に膝をついて座ると、真顔になって話し出す。

「その……一年前のことはすべきではなかったと反省している。だからやり直したいんだ。以前のことは忘れて、今宵を初夜と思ってほしい」

　急に改まって何を言い出すかと思えば。

　ポーリーンはつんとそっぽを向いた。

「嫌よ。あれはあれで大事な思い出なの。愛する人に他国まで追いかけてもらって、強引に迫られるなんて素敵な体験を、忘れたい女性なんているものですか」

　結婚前にポーリーンの純潔を奪ってしまったことに、ギャレットはいまだ罪悪感があるのだろう。けれど、ギャレットにそんな負い目を持ってほしくない。もとはといえば、ポーリーンが彼を信じ切れなかったのがいけないのだから。とはいえ、それを言い出したらギャレットはポーリーンを守れなかったせいだと反論するに決まっている。

　その言い合いは帰国途中も、帰国してしばらくの間もいくどとなくしてきた。大図書館にエラが現れた日にギャレットが言った通り、いつまでたっても同じ話の繰り返しだ。その繰り返しこそ忘れなければ。

　すねた振りしてギャレットの罪悪感の元を大事な思い出と言ってみれば、彼はしばしの間ぽかんとした。が、ポーリーンの目が笑っているのを見て、またからかわれたのだと気付いたのだろう。にやりと笑ってポーリーンにおおいかぶさると、細い手首をそれぞれつかんでベッドに張り付けにした。

「だったら、その記憶を塗り替えてもらえるよう、もっと熱烈に愛してあげよう」

　一瞬目を丸くしたポーリーンは、からかいだけではない、今宵をよいものにしようというギャレットの意思を感じ取り、あふれる喜びに自然と笑顔になった。




　──とはいえ、今日は初夜だからね。

　ギャレットはそう言って、ポーリーンを大事に、丁寧に抱いた。ついばむような軽いキスから始まり、舌をからめ合う濃厚なキスへ。それから顔中、耳の裏、首筋、両手、両腕、両脚、背中へと、あますところなくキスの雨を降らせてくる。数えきれないほど押し付けられるやわらかでしめった唇も、肌をなぞる大きくて熱い手のひらも、ポーリーンをどきどきさせ、快楽へといざなう。

　その進みは遅く、ギャレットのポーリーンを大切にしたいという思いが感じられて胸がいっぱいになる。

　でもじれったい。

　少しずつではあっても、長く愛撫が続けば腹の底にたまる快楽はかなり大きくなる。心地良い快楽に浸っていられたのは脚への愛撫までで、うつぶせになって背中にキスを受けるようになったころから、身体はさらなる快楽を求め不満を訴え始めた。淡い茂みの奥の淫芽や、今シーツにこすれている胸の先端がじんじんとうずいて、気を抜けば自分で愛撫をほどこしてしまいそうだ。

　ようやくお尻に口付けられたとき、ポーリーンはこらえ切れず不自然な反応をしてしまった。

「あぁッ！」

　いきなり嬌声を上げたばかりか、お尻をびくんと跳ね上げてしまう。

「ポーリーン？」

　気遣わしげに声をかけてきたギャレットに、ポーリーンは恥ずかしさのあまりつい言い返してしまった。

「しかたないじゃない！　ずっとキスしてもらって気持ちよすぎたんだもの……！」

　叫んでしまってから後悔する。ポーリーンはギャレットのほうを振り返って謝った。

「ごめんなさい……こんな言い方、気持ちよくしてもらってるのにズルいわよね」

　ギャレットは得意げな笑みを浮かべて答えた。

「謝らないで。むしろ誇らしいよ。我慢できなくなるほど君を気持ちよくさせられたってことだからね。──でも、過ぎた快楽は苦しいからね。一度イッておこうか」

　そう言って秘所に手を伸ばしてこようとするので、ポーリーンは身をよじって拒んだ。拒まれて傷付いた顔をしたギャレットに、どもりながら説明する。

「一人は嫌。一緒にイきたいの」

　ギャレットは困った顔をした。

「そう言ってくれるのは嬉しいけど、一年振りだし、少しは準備しないと。いい？」

　ポーリーンが不承不承うなずくと、ギャレットはもう一度秘所に手を伸ばしてきた。

　お尻側から差し入れられてきた手は、淫芽にまでは伸ばされず、その手前の入り口を探る。その刺激だけでイッてしまいそうなのをこらえていると、すでに蜜が染み出ていたそこに指が沈められた。思いのほか強い圧迫に、膨れ上がっていた快楽が少しなだまる。けれどすぐにやわらかくなり、次がほしくなる。

　ポーリーンはうつ伏せになってシーツをつかみ、お尻を上げた体勢を恥じらいながら懇願する。

「ねえ、もう大丈夫だから」

　ギャレットは興奮に息を荒くした声を返してきた。

「いや、君を傷付けるわけにはいかないから、ここは慎重に」

　そう言って一度指を引き抜き、指を増やしてまた沈めてくる。

「あれ？　すんなり入る。痛くない？」

　二本の指を出し入れされたりばらばらと動かされたりする。久しぶりにナカで感じる快感が、ポーリーンを急激に追い上げていく。

「もういいからッ、早くちょうだい……ッ」

　すぐにイッてしまいそうになるのを懸命にこらえ、快楽でわけがわからなくなりながら、みだらなことを口走ってしまう。

　それを聞いたギャレットが、「くッ」とうめき声を上げて静止した。

「ギャレット……？」

　心配になり振り返って声をかけてみれば、唐突に身体を仰向けにされる。

　目を回しかけたポーリーンに、ギャレットはおおいかぶさって文句を言った。

「そんなかわいいことを言って！」

　ポーリーンの脚を大きく広げてその間に腰をすえたギャレットは、ポーリーンの顔に顔を近付け、彼には珍しく粗野な口調でささやいた。

「私を不用意にあおったこと、後悔するなよ？」

　言い終えるが早いか、噛みつくように口付けてくる。その間に彼の先端がポーリーンの入り口を探り、ねらいが定まるとぐっと入り込んできた。

　上と下、両方の口を同時に攻められ、ポーリーンは圧倒的な彼の存在感に胸をあえがせる。もうギャレットのことしか考えられない。ポーリーンの世界は彼で埋め尽くされ、何ものをも入り込む余地はない。

「んッ、んんッ」

　口腔を貪られ、ナカを強く突かれて、急速に高まっていく快楽をこらえ切れずに喉が鳴った。

　頂点に近付いてきたポーリーンの身体ががくがくと震えてくる。ギャレットはキスをやめて身体を起こし、ポーリーンの腰を掴んでがつがつと最奥をうがってきた。

「んあッ、あぁあッ、ギャレット……ッ」

　解放された口から、何一つはばかることない嬌声がほとばしる。

「イッて……！」

　ギャレットの号令を耳にしたポーリーンは、一気に自身を解放した。

「あぁああぁぁぁ────！」

　ポーリーンは絶叫を上げ、全身に力をこめて快楽を享受する。

「ポーリーン……ッ」

　ギャレットもポーリーンのナカに自身を一際強く突き入れ、かすれた呼び声を上げながら想いのたけを解き放った。




　二人折り重なり、しばらくの間忙しく息をする音だけが寝室の空気を震わせる。

　先に息をととのえたギャレットが、ポーリーンの上から身体を起こして言った。

「身体をふこうか？　それとも風呂に入りたい？」

　さっぱりしたその口調から、ギャレットが今晩はこれまでにしようとしているのをポーリーンは察する。

（一年振りなのに、これで終わりなんて）

　なんだか納得いかなくて、ポーリーンは強めに問いかけた。

「ギャレットは満足したの？」

　ギャレットは傷付いた顔をしたあと、しおしおとうなだれた。

「あのときのことは本当に悪かったと思っているよ。満足させろだなんて言うべきじゃなかった。反省している」

　ポーリーンは一瞬ぽかんとし、それから女だとバラされたくなかったら満足させろと脅されたのを思い出した。

　もちろん、今しがたの言葉に脅されたときのことを責める意味合いなんてない。

「違うの！　そのことならとっくに忘れてたわ。そうではなくて、ギャレットはさっきのでじゅうぶんなの？　巨乳プレイをしなくて、それで足りたの？」

　真剣に訴えたのに、ギャレットはうつむいたままがっくり肩を落とす。

「巨乳プレイ……どこでそんな言葉を覚えたの……？」

「ギャレットがしてきたことって巨乳プレイだと思ってたんだけど、違うの？」

「……」

　きょとんとして問えば、彼は無言でベッドに突っ伏した。

　どうしてギャレットが打ちひしがれているのか、ポーリーンにはわからない。わからないながらもなぐさめようと、彼の肩に手を置いた。

「わたくしはギャレットに我慢させたくない。言っていたじゃない、王太子だからってしたいことができないなんて嫌だって。ギャレットは何かと不自由な生活を送っているから、二人きりのときには自由になってもらいたいの」

　ギャレットは肩に置かれたポーリーンの手を取って、のろのろと身体を起こす。

「嬉しい言葉ではあるんだけれど、こういう場で言われるのは男の沽券にかかわるというか……沽券についてはどうでもいいけど、本当なら君は純潔のまま初夜を迎え、初めてのことに疲れ果てて眠っているところだった。それなのに初夜に二回なんて申し訳なくてできないよ。それに、仮眠していたほど疲れていたんだろう？　無理はいけない」

　ギャレットは目元を赤くしながらも、今夜はこれ以上しませんと言わんばかりにきりっとした顔をする。

　ポーリーンは思案した。

（ギャレットはどう見ても物足りなさそうだわ。でも、満足してもらうために仮眠していたと言ったところで、気を変えるとは思えない。なら──）

　ポーリーンは恥じらいながら上目づかいに言う。

「わたくし、今晩試してみたいことがあるの。付き合ってくれる？」

　ギャレットのきりっとした顔が崩れ、頬まで赤くしてうろたえる。

「それは、別に今晩でなくても……」

「今晩でなければ二度と勇気を出せそうにないわ。枕を背もたれに横たわってくれるだけでいいから、ね？」

　もともと物足りなかったところへポーリーンが魅惑的な誘いをかけたせいだろう。「疲れたらすぐやめてくれていいんだからね？」と言い含めて、ポーリーンが整えた場にギャレットは横たわった。




　ヘッドボードに立てかけた枕に上半身の中ほどまでを預け、目元を朱に染めたギャレットが、胸をあえがせながら尋ねてくる。

「こんなことッ、誰に教わったの……ッ？」

　ポーリーンは口を休めて返事した。

「──お茶会で、熟年の夫人たちに集まってもらって」

　王妃が不在となったため、既婚の貴族女性の取りまとめも、一年前からポーリーンの務めになっていた。そこで、長年夫婦円満だと言われている夫人たちを集め、恥を忍んで秘訣を尋ねた。すると、上品な夫人たちの口から赤裸々な話が次々と飛び出す。その中から、巨乳好きな夫に喜ばれるという方法を試しているのだった。

　返事を終えると、ポーリーンは再びギャレットの先端をちろちろとなめる。ポーリーンの両胸にはさまれ、先端だけ顔をのぞかせている彼のモノは、すでに先走りという透明な液を流している。生臭くて苦いけれど、ギャレットがポーリーンに感じてくれている証だと思うと美味しく感じられるのだから不思議だ。

　ギャレットの脚の間にひざまずいて、乳房で彼のモノをもみながら熱心になめていると、彼の口から懇願の声が聞こえてきた。

「頼むッ、もう、やめてくれ……！」

　本気で嫌がっている声に、ポーリーンは愛撫をやめて顔を上げる。

「イヤだった？」

（その割には気持ちよさそうだけれど……）

　ギャレットは顔全体を朱に染めて、先ほどより息も荒い。

　でも気持ちよくたってイヤなときもあることもわかっている。ポーリーンはしゅんとして身体を起こす。すると、ギャレットからこんな言葉が返ってきた。

「そうじゃなくて。君と一緒にイキたいんだ」

　ポーリーンは一瞬聞き間違えた。〝イキたい〟を〝生きたい〟と。

（聞き間違えだけれど、間違いではないわ。だって、この先ずっと一緒に生きていくんだもの）

　どんなことがあっても、二度とギャレットを疑わない。二人を引き離そうとする困難が訪れようと、もう逃げたりしない。

（何がなんでも、死ぬまであなたと）

「わたくしも一緒にイキたい」

　ポーリーンは顔を上げてほほえむと、ギャレットの腰をまたいだ。そしてしゃがみながら立ち上がったままの彼のモノをとらえ、愛撫をほどこしているだけで濡れそぼった自身のナカへ導いていく。

　先ほどの交合ですっかり彼になじんだポーリーンの入り口は、やすやすと先端を呑み込んだ。

（あとは腰をくねらせて、彼を奥へ迎え入れられれば……）

　教えてもらった手順を真剣に実践していたら、快感に耐えてしぼり出すようなギャレットの声が聞こえてくる。

「君ばかりに、頑張らせないッ、手伝うよ──」

　ギャレットはポーリーンの細腰をつかんだかと思うと、下から突き上げてきた。

　彼の先端が最奥の気持ちいいところを強くうがつ。

「あぁんッ！」

　ポーリーンはのけ反って嬌声を上げた。その拍子に足がすべり、ギャレットの上にぺたりと座り込んでしまう。

　密着した肌と肌。ギャレットのモノはすっかりポーリーンのナカにおさまって。最奥の気持ちいいところを彼の先端にずっと押し上げられている感覚がして、絶え間なく送り込まれる快感に心臓がばくばくと早鐘を打つ。

　真っ赤に頬を染めてギャレットを見下ろせば、彼は額に汗をにじませ、果てそうなのを耐えている。ひそめられた眉根の色香に見とれていると、落ち着いてきたのか、硬く閉じられていたまぶたがうっすら開いた。

「こんなことまで教わってきたの？　すごく勇気がいっただろうに。──私のために、ありがとう」

　快感にあえいでいる最中だというのに、ポーリーンはうるっとしてしまった。

　思い切って夫人たちに相談したのは、ギャレットに満足してもらうためだった。夫人たちに相談するときは、ありったけの勇気をふりしぼった。言わなくてもそのことを察してもらえて、喜びが胸にせまってくる。

「ポーリーン？　私は何か嫌なことを言ってしまった？」

　深く呼吸をして快感を散らしながら、ギャレットは心配そうにポーリーンの頬をなでる。

　ポーリーンは大きく首を横に振った。

「じゃあどうして泣きそうな顔をしてるの？」

「だって、ギャレットがわかってくれたから……」

　答えながらほろりと涙をこぼせば、ギャレットは優しく背中をなでてくれた。

「無理をさせてしまったね。ごめん。でも、私も何も学ばなかったわけじゃないんだよ？」

　背中から下りてきたギャレットの手に腰を前後にゆらされて、最奥に当たっている先端がぐりっと動く。

「あぁッ」

　目がちかちかするほどの強烈な快感に、ポーリーンは嬌声を上げる。ギャレットは魅惑的にほほえんだ。

「気持ちよさそうだね？　続けるよ」

　嬉しそうなその声とともに、再び腰をゆらされる。ぐりぐりされる最奥から立て続けに快感が走った。

「あッ、ああッ」

　ポーリーンはギャレットの肩をつかみ、背をのけ反らせる。ギャレットも快楽に息を弾ませながら問いかけてきた。

「気に、入ったッ？」

「うんッ、これ好きッ、これ好きぃ……！」

　我を忘れてポーリーンは叫ぶ。身体の中からとめどなく蜜が生まれ、その蜜がギャレットのモノにかき出され、じゅぼじゅぼという淫靡な水音を立てる。ポーリーンは無意識に、ギャレットの手の動きに合わせて腰を前後にゆらし始めていた。

　気持ちよすぎて、ポーリーンの身体から力が抜けていく。

　支えきれずにかたむいたポーリーンの身体を、ギャレットは両腕でかき抱いた。豊満な胸の谷間に顔をうずめ、愛しい人の乳房を思う存分味わう。

　快楽にとろけてポーリーンの腰の動きがにぶくなってくると、ギャレットは両膝を立てて、自身の腰を突き上げ始めた。

「あッ、あんッ、あッ、あッ」

　これまでとは違う刺激に、ポーリーンはギャレットの首に腕を回し、弾んだ嬌声を上げる。

「ポーッ、ポーリーンッ、愛してる……！」

「あぁッ、ギャレットッ！　わたくしも愛してるッ」

　二人一緒に駆け上がっていく。快楽の階のその先までも。







あとがき








　このたびは今作をご購読くださりありがとうございます！

　濃密ラブルージュＦ様で二作目となるこの作品は、前作とは打って変わってコメディを目指しました。目指しただけで、コメディになっているかどうかはわからないのですが。

　今回、初めて男装ものを書きました。男装ものっていろいろ種類があると思うんです。今作のような女の子らしい女の子が男の服着て男と偽るものとか──と語るのはこっぱずかしいのでやめておきますが、いつか別パターンの男装ものも書いてみたいです。

　イラストを担当してくださった北きた沢ざわきょう先生、素敵な表紙イラストをありがとうございます！　そしてごめんなさい。ヒーローを指示書通り真面目で優しそうに描いていただいたのに、性癖が出るとアホになって。指示書に記入させていただいていたときには、私もまさかこんなやつになるとは思っていませんでした。

　担当様、なかなか原稿が完成せずご面倒をおかけして申し訳ありません。今回も素晴らしい方向へと作品を導いてくださってありがとうございます！

　この作品の制作配信等に携わってくださった皆様にも感謝申し上げます。

　またお会いできる日がくるのを願っています。






市いち尾お彩さい佳か
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濃蜜ラブルージュＦ＋

男だん装そうして逃にげたのに、冷れい酷こく王おう太たい子しがこじらせ執しゅう着ちゃく愛あいで追おいかけてきました!?
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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